

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　　　＋七なな渡と＋




　夏休みが終わる二日前、俺の家に親友の一いつ樹きが遊びに来ていた。

「それで、みんなと何かあったのか？」

「どうしてそう思うんだよ」

「最後は夏休みの打ち上げ的な感じで、みんなで集まろうっていう話だっただろ？」

　特に何かする予定はなく集まって話そうという流れだったが、翼つばさと麗れい奈なが行けなくなったのでその計画は白紙になった。

「祭りの日に何かあったのか？」

「な、何な故ぜそれを……」

「あの日、地ち葉ばも先に帰るし、七渡の様子も変だったからな」

　きっとあの日の俺は麗奈にキスをされたため、動揺を隠せていなかったと思う。

　一樹が察しているのも、わかりやすい俺の態度が原因だったはず。

「誰にも言うなよ」

「百パーセント保証する」

　一樹に言っておかないと、今のグループが自然消滅してしまう可能性もある。

　今まで一樹に何度かアドバイスを貰もらってきたので、今回の件も何か俺の思いつかないような解決方法を教えてくれるかもしれない。

「……麗奈に突然キスされた」

「ほぉ、なるほどな」

「あんまり驚かないんだな」

「地葉ならそんなことしても不思議じゃないからな」

　もう少し驚いた反応を見せると思っていたが、一樹の中では想定の範囲内だった。

「感想は？」

「あの時はドキドキよりソワソワが勝ってて、正直感想とかあんまり無い」

　俺の感想を聞いた一樹は、どこか腑ふに落ちた表情を見せている。

「麗奈や翼が今日集まらなかったのも、その一件が原因だと思われる」

「なるほど。そうなると、これはもう今まで通りにとはいかなそうだな」

「おいおい、自然消滅とかしちゃうのか？」

「今の状況を活いかして好転させるのも悪化させるのも七渡の選択次第じゃないか？　下手すれば自然消滅するかもしれないし、上手うまくいけば何か壁を越えて、もっと繋つながりが深いグループになる可能性もある」

　変化は止められない。だが、まだ変化の先は変えられるみたいだ。

「みんなといつまでも楽しくいたいだけなんだけど、それが一番難しいのかもな……」

「どうやら俺達はちょっと勘違いしていたみたいだな。ずっと関係性を維持して仲の良いグループでいようと俺やお前が望んでいたとしても、他のみんなはその先を求めているのかもしれない」

　仲良しよりも先の関係性か……きっと麗奈のキスには、俺と友達ではなく恋人になりたいという意味も含まれていたはずだ。

「今思えば中学の時の須す々す木きの件もそうだっただろ？　俺達が変えたくないと思っている関係性が、相手にとっては変えたい関係性になることもある」

　自分の理想がみんなとは違うのかもしれない。みんなそれぞれ立場が違うし、考え方も異なる。そもそも一致する方がありえないのかもしれない。

「次は大切なものを失わないように、みんなにとってではなく自分にとって正しい道を選択した方がいい」

「自分にとってか……」

「俺が中途半端に関わっても拗こじれるだけだろうし、後は自分で決断するんだな。もちろん、その後はしっかりフォローしてやるからさ」

　一樹に肩を叩たたかれる。俺が選択を間違えたとしても一樹は責めたり見捨てたりはしないから、俺にとって心強い存在だ。そして、今では翼という心強い存在もいる。

「冷静な判断ができるように、お前の身近にいる人達のことを改めて考えてみるんだな」

　一樹の言葉を聞いて、頭の中でみんなのことを思い浮かべる。

　麗奈と遊ぶのは楽しいし、受験を共に乗り越えた絆きずなもある。話しやすいし一緒にいて充実感がある友達だ。

　最初に出会った時は愛想が無くて恐こわい印象があったけど、今では俺だけでなく周りにも笑顔を見せることが多くなり、優しそうな雰囲気も出てきている。

　勉強も苦手から得意になっていて、俺が教わるレベルにもなってしまった。これまでは勉強をしなかっただけで、元々のポテンシャルは高かったようだ。

　ギャル風の容姿なのに勉強もできるというギャップが俺は可愛かわいいと思う。ただ、そんな麗奈に勉強を教わると、ドキドキで集中力が削られてしまいがちだ。

　水着になった時のナイスバディな姿は強く印象に残っている。グラビアアイドルのようなスタイルは、高校生の俺には刺激が強過ぎた。

　ちょっと我わが儘ままなところもあるけど、何かある度に感謝を口にしてくれたり気を使ってくれるのは麗奈に思いやりの心がある証拠だ。だから俺も麗奈の我儘をできる限り聞いてあげたくなる。

　今までの楽しい日々を思い返すと、麗奈と出会えて本当に良かったなと改めて思う。これからも思い出を増やしていきたいし、麗奈のことを見守っていきたい。

　須々木は一緒にいると、何をしてくるのか読めないドキドキするような高揚感がある。

　出会った時から、須々木は他の女の子とは違う異質さが滲にじみ出ていた。誰の真似まねもせず我が道を行くスタイルに惹ひかれ、一目見た時から無性に気になる存在となっていた。

　ただ、棘とげのある性格のため、見ていて危なっかしさがあってソワソワすることも多かった。けれど逆に俺にとってはその棘が心地良い刺激にもなっていたと思う。

　高校生になって再会してからは更に魅力が増していた。元々の性格も相まって大人びて見える須々木の姿に、綺き麗れいさや美しさを感じる。

　アルバイトの時は俺が仕事しやすいように支えてくれているのが印象的で、須々木とならお互いを高め合って生きていけるんじゃないかなと思えた。

　別れ方が悲惨だったので、もう関係修復は不可能と思っていたが、今では仲直りもして失ってしまった関係を取り戻せそうな気もしてくる。

　翼にはいつも元気を貰っており、何があっても助けてくれる安心感がある。

　幼おさな馴な染じみだから翼の性格や考え方は理解しているつもりだ。それが翼へ抱く安心や信頼に繋がっていると思われる。そういう感情は基本、家族のような関係性の人にしか抱けないはずだから、翼は俺の中で唯一無二の存在となっている。

　翼には怖さや危うさが無い。ただ、天然でおっちょこちょいなところが心配にもなるけど、そこは俺が支えてあげられるところでもある。

　今の翼は味方として常に見守ってくれており、言葉だけでなく全身で俺を受け入れてくれる。注いでくれる温ぬくもりが心地良くて、何かあると翼の元へ向かいたくなるような気持ちにさせられる。

　その中で時折見せる大胆な行動にドキドキさせられるし、海で見た水着姿は子供の時とは違う成長した身体からだをしていて、より女性としても強く意識するようになっていた。

　翼のいない生活はもう考えられそうにないが、そこに甘えてばかりではいられない。

　みんなのことを改めて考えると、それぞれ特有の魅力がたくさん詰まっていた。

　その詰まった魅力を自分なりに整理すると、一番大切なものも見えてきた気がする──







第１章　テンペスト







　　　＋七なな渡と＋




　夏休みが終わり、二学期が始まった。

　あっという間に夏休みは終わってしまったけど、思い出をたくさん作ることができた。

　みんなと旅行をして海や温泉を楽しんだし、パティシエ研修の合宿もあった。アルバイトの時間が増えて貯金もできた。

　ただ、最後のイベントだった夏祭りだけはほろ苦い形となってしまった。

　雨で花火大会も中止になったし、麗れい奈なともわだかまりができてしまった。

　麗奈と最後に会った日は、あの夏祭りの日。それはつまりキスをした時でもある。

　あの日から俺の心のもやもやが尋常ではなかった。キスはもっとドキドキするものだと思っていたけど、何故か俺は不安に満たされていた。

　麗奈もあの時は変に焦っていたし、どこか泣きそうな目をしており、ラブラブなカップルがするような愛のあるキスではなく、離れ離れになってしまう前のカップルのような切ない感じの空気だった。

　あの日から、麗奈と会う時にどんな顔をすればいいんだろうと悩む日々が続いた。

　そして明確な答えを出せぬまま、麗奈と再会する登校日になった。

　こんなに誰かと会うことが気まずいと感じるのは、今までの人生で初めてだな。きっとこの気まずさを超えることはこの先に無いかもしれない。

　翼つばさは麗奈に用事があるからと先に集合場所の公園へ向かってしまった。

　表情に悩みながらいつもの待ち合わせ場所である公園へ着くと、元気そうな翼と顔を下に向けている麗奈が待っていた。

　翼は麗奈の腕を掴つかんでおり、まるで逃げられないようにしているように見える。

「二人ともおはよう」

　挨拶はしたが声が少し震えてしまった。こんな時でも元気に振る舞えるようにメンタルを強く持っていたい。

「おはよう七渡君」

「お、おはよ」

　挨拶は返してくれたが、異様に元気のない麗奈。髪も少し乱れていてやつれているように見える。

　麗奈の目を見ることができないし、麗奈も俺と顔を合わそうとしない。

「七渡君、麗奈ちゃんが最初に言いたいことがあるんだって」

「ちょ、ちょっと翼」

「昨日、電話で言ってたよね？」

　ちょっと強引そうに見える翼。でも、気まずい時に翼のような押しの強い人がいると、こちらとしても助かる。

「七渡、この前はその……ごめん」

　まさかの麗奈からの謝罪。何についてかは言っていないが、きっとキスの件だろう。

「う、うん」

「あれから冷静になって色々と考えてたけど、七渡の気持ちとか無視してたなって。これが男女逆だったらとか考えたら、かなりヤバいなって思うし」

　男が急に友達の女性にキスなんてしたら大事件だ。もちろん、別に逆じゃなくたって大事件なんだが、相手が可愛い女性なら悪く思う人は少ないだろう。

「うぅ……」

　もどかしそうに唸うなっている麗奈。

　とりあえずあの件を忘れてこれからまた仲良くしようなんて簡単なことではない。もう前のような関係には戻れないかもしれない。

「七渡君、麗奈ちゃんをあんまり責めないでね。すっごい悩んでたし、本当に反省してたみたいだから」

　翼から耳打ちをされる。そもそも俺は麗奈を悪く言うつもりはない。でも、とんでもない気まずさが生まれてしまったのは困っている。

　翼は麗奈の謝罪を促したということは、本人からあのキスの話を聞いたということなのだろう。

　その事実を把握すると、なんだか異常に胸が締め付けられた。

　こんな思いを抱くってことは、俺はやっぱり翼のことが……

「ウチの七渡君への思いも何も変わってないからね」

　俺の心情を察したのか、ドキっとするようなことを言ってくる翼。

　俺も麗奈もうなだれている中、翼は明るい笑顔を見せている。隙を見せないくらい俺と麗奈に気を使っていて、微笑ほほえみかけている。

　その姿は頼もしくもあり、この場の恐ろしい気まずさを何とか緩和してくれている。

　それから学校へ着くまで翼が会話を繋いでくれた。前に麗奈と翼の雰囲気が悪くなった時は俺も同じことをしていたけど、まさか自分がされる側になるとはな──




　教室へ入ると、クラスメイト達は賑にぎやかにしていた。

　夏休みの間に話題がたくさんできたのか、様々な場所から聞こえてくる話声。

　部活に精を出して見違えるほど日焼けをしている男子生徒もいれば、恋でも実ったのか茶髪になって化粧が派手になった女子生徒もいる。

　その中でも一際目立つのが一いつ樹きだ。何な故ぜか眼鏡姿になっている。

「気は確かか？」

　見て見ぬふりはできなかったので、一樹の元へ行き真意を確かめてみる。

「何がだ？」

「その眼鏡だよ」

「別にただかけているだけだが」

「何食わぬ顔で当然のような振る舞いを見せんなよ。今まで眼鏡をかけたことなんて一度も無かっただろ」

　まるで俺がおかしいかのように反応してくる一樹。この前はかけていなかったので、明らかに二学期からイメチェンしようと意識している。

「急に視力でも落ちたのか？」

「いや、まったく」

「じゃあ何で眼鏡してんだよ」

「ただのファッションだよ。伊だ達て眼鏡をかけてる人も少なくはないだろ」

「まぁ、少し似合っているとは思うけど」

　眼鏡をかけている一樹もカッコイイ。周りの女子達も、けっこう似合ってるねという目で見ている気がする。

「それで、何かあったのか？」

「別に。気づいたらつけてただけさ」

　一樹は相変わらず何を考えているかわかり辛づらい。絶対に何か理由があるはずなのに、話す気はないみたいだ。

「あっ、一樹君と天あま海みっちおはよ」

　一樹と話していると、しばゆーが会話に割り込んできた。

「おはよー」

　少し垢あかぬけた顔をしているしばゆー。今までと何が違うのか具体的には表せないが、雰囲気が異なっているのは確かだ。

「夏休みはありがとね。おかげで楽しい思い出がたくさんできたよ」

「なんだよ改まって」

「振り返ると、あんまり男子と仲良くできたことなかったからさ。男子と旅行とかも考えたことなかったよ。だから、色んな経験もできたし、天海っち達と友達になれて改めて良かったなってね」

　まるで今にも消えてしまいそうな面持ちで話すしばゆーを見て困惑する。

「もしかして、転校でもするのか？」

「んなわけあるかい」

「そ、そうだよな」

　俺が考え過ぎただけなのか、しばゆーに呆あきれられてしまう。

　クラスメイトの何人かが夏休みを経て変わっているのだから、俺達の誰かが何か大きく変わってしまっても不思議ではない。

　実際に一樹も何故か眼鏡をかけ始めたわけだし、変化は誰にでも訪れる。

　それは俺にも当てはまるかもしれない。

　何も変わらず仲の良いままでなんて、やっぱり理想論でしかないのかもしれないな。




　放課後になり、俺は一人でショッピングモールへ来ている。

　今まではみんなとできるだけ同じ曜日にアルバイトが入るようにしていた。

　しかし、新人さんが入ったことで須す々す木きとは別のペアになり、アルバイトをする曜日が強制的に変わってしまった。

　今日はせっかくなので親から頼まれた買い物ついでに、みんなのバイト風景を見ようとショッピングモールへ来た。

　普段はバイトが終わってから合流することが多かったので、みんなの仕事ぶりをそこまで見たことがない。

　とりあえず一番気になるのは、俺が働いているクレープ屋さんの新人さんだな。

　これから俺と仕事することもあるだろうし、あの須々木と一緒にやれるような人なのかも気になるところだ。

　新人さんのおかげで須々木とは少し距離ができた。須々木とはアルバイトはずっと一緒だったし、夏休みもナイトプールや夏祭りで顔を合わせていた。

　最近は距離が近くなっていて、名前で呼ばれたり触れられることも増えてきた。

　須々木は元カノだし中学生の頃は本気で好きだったこともあって、顔を見る度に過去のことを思い出しては胸が痛くなっていた。

　これ以上、距離が近くなると、自分の中で固く閉めていた蓋が外れてしまうかもしれない。閉じ込めていたはずの様々な感情を溢あふれさせるわけにはいかない。

「おっ、早速やってんな」

　慣れない動きの新人さんと、まるで鬼のように恐こわい表情をしている須々木。

　隣にあんな恐い先輩いたら誰だってやめちゃうだろ……このままだと新人潰しの須々木という異名を与えられてしまうかもしれない。

　それにしてもあの新人の女の子、けっこう翼に似てるな。髪型や背丈も同じだ。

　ちょっと不器用なのか、作業はぎこちなさそうだ。その点も含めて翼っぽいな。

「城しろ木きさん、舐なめてるの？」

「ごめんなさい、けっこう難しくて」

　近くまでいくと会話が聞こえてくる。城木って翼と同じ苗みよう字じじゃん。

　いや、どうして翼が!?

　似ているどころか、ただの本人じゃん!?

　何で翼がクレープ屋で働いてるんだよっ！　何も聞いてないぞ……

「あっ、天海君じゃないですか」

　スマホを触っているふりをしながらクレープ屋をチラ見していると、店の外にいたオーナーの田た中なかさんに見つかってしまった。

「お、お疲れ様です」

「……何か店に用事でもありましたか？」

　田中さんから奇異な目で見られている。少し覗のぞくだけだったのに、翼がいたので監視しているように見られたかもしれない。

「もしかして須々木さんの心配をしているんですか？」

「え、えっと～」

　ヤバい、良い言い訳が思いつかない。何か適当なことを言って誤ご魔ま化かさないと……

「須々木さんも天海君のことが気になってるって言ってましたよ。天海君がよければですが、連絡取ってあげてみてください」

「えっ!?」

　田中さんからの言葉に俺は戸惑う。須々木のやつ、田中さんに何を言っているんだ。

「だからシフトを変えないで天海君と一緒にしてほしいとお願いされたのですが、もう決めた後だったので謝る形となりました。天海君にも申し訳ないですね」

「いやいや、別に謝ることでは……仕事ですので」

　須々木は翼が入ったことで俺とのペアを解消されてしまった。それを阻止するために、オーナーの田中さんに気になってるから一緒にしてほしいと我わが儘ままを言ったのだろうか。

「お節介かもしれませんが、私から見ると二人はお似合いだと思いますよ。仕事の時は真面目ですし、オンとオフがしっかりしていてお互いにとって良い関係になること間違いなしだと思います」

　田中さんの優しさが辛い。須々木には余計なこと言うなと伝えておかないと。

「あの新人さんはどうですか？」

　俺は話題を変えるために、翼の話を持ち出した。

「とても良い子そうに思えますよ。面接時の志望動機でも、好きな人がクレープ好きだから美味おいしいクレープを作れるようになりたいと言っていて、あまりにも素敵な理由だから即採用しちゃいました」

　翼のことをべた褒めしている田中さん。クレープが好きな人って明らかに俺のことだと思うので、少し恥ずかしいな。

「仕事面ではちょっと不安がありましたので、しっかり者の須々木さんとペアを組ませています」

　翼と須々木がペアでアルバイトか……二人がこれからどうするのか気になるな。

　何か大変なことが起きないか心配だし、これからも注視していかないと。

　改めて翼にも何で黙って同じアルバイトを始めたか聞かないといけないな。

「では、私は職場に戻りますので、須々木さんに彼氏さんが心配して見に来てくれてましたよと伝えておきましょうか？」

「それは絶対に止やめてください！」

「あら、意外と恥ずかしがり屋さんなんですね」

　ふふふと笑いながらクレープ屋へと戻っていく田中さん。

　アルバイト先に翼が現れ須々木も何やら主張を始めたようで、大変なことになっちまったな。




　場所を移動し、一樹と麗奈が働いているスポーツ用品店へ来た。

　レジ係をしていた麗奈はあまり元気が無さそうだったが、同じギャル風なアルバイトの女性に話しかけられると、嬉うれしそうに笑顔で話し始めた。

　学校では友達や知り合いの少ない麗奈だったが、バイト先には話せる知り合いができたみたいだな。

　人付き合いが苦手だった麗奈も、アルバイトを始めて社会性が身についたのかもしれない。ずっと傍そばで見てきたから、明らかに変化しているのが見てわかる。

　一樹もレジ係を務めており、翼のお姉ちゃんである深み海うさんと静かに話していた。

　今まで見たことがないほど一樹は嬉しそうにしており、見ているとこっちが恥ずかしくなってしまうほどだ。

　普段は愛想が無いので、深海さんのことが超好きだなとはっきり伝わってくる。

　ここまでわかりやすいのは逆に珍しい。深海さんは鈍感だし一樹のことを深く知らないので気づいてなさそうだけど。

　それにしても、一樹と深海さんはお似合いだな。深海さんの性格的に一樹みたいな気を使えてリードもできる男が合っていると思う。

　そういえば、深海さんって眼鏡をかけている人がタイプだって言ってたっけか。

　突然眼鏡姿になった一樹も、その話を聞いて眼鏡をかけ始めたのだろうか……

　スポーツ用品店を出てジュース屋を覗くと、アルバイト中のしばゆーの姿があった。

　隣には大おお塚つかが立っており、楽しそうに話していて仲なか睦むつまじい様子を見せている。

　意外な組み合わせ過ぎて、見ていて現実ではないような違和感すら生じる。

　大塚がジュース屋でアルバイトしているのは知っていたが、まさかしばゆーとここまで仲が良かったなんて。

　翼がいなくなって寂しくなっているかもしれないと思っていたが、どうやらその心配は杞き憂ゆうに終わったようだな。

　二人は距離が近くてべったりとしている。元々大塚は須々木にもべったりで距離感が異様に近い傾向にあったが、須々木以外では初めて見たな。

　俺が知らないところで生まれていた多くの繋つながり。

　もちろん、俺だって他のアルバイトの人と仲良くなったり、合宿中に出会ったパティシエを目指す男子高校生と連絡先を交換したりと新しい繋がりが生まれている。

　中学の時までは関係性は学校の中がほとんどだったけど、高校生になるとアルバイトを始めれば社会へ出ることになり、繋がりが増えていく。

　今までは自分達の居場所としての繋がりに固執していたけど、もうその必要はないのかもしれない。

　新たな居場所がそれぞれにでき始めている。今日のみんなの様子を見て、その片へん鱗りんを感じ取ってしまった。

　それはみんなにとってはネガティブなことじゃない。自分の居場所が多い方が、人生はきっと充実していくはず。

　みんなの様子を見て、俺も新たな居場所を手に入れてもいいのかもしれないとポジティブな考えが湧いてきたな──




　　　●須々木●




「はぁ……」

　アルバイトの時間になると、大きなため息が出た。

　今までは七渡と気兼ねなく一緒にいられる唯一の居場所だったクレープ屋。

　でも、今は七渡と別の曜日のシフトとなってしまった。

　それもこれも、全部この新人のせいね。

「改めまして城木翼です。今日からよろしくお願いします」

　何食わぬ顔で先に控室で待っていた城木。緊張もせず平然としている。

「…………」

「よろしくお願いします」

「ええ」

　一度、無視を決め込んだけど、懲りずにまた言葉をかけてきた。

　あの地ち葉ばとかいうギャル女が相手ならお互い無視していただろうけど、城木は向こうから踏み込んでくるからやり辛づらさがある。

「一つお願いがあるのだけど」

「何ですか？」

「今日で仕事やめてもらえないかしら？」

　七渡との時間を返してほしい。こうなる前にオーナーの田中さんに七渡と恋人だからと嘘をついてあらがったけど、結果は覆らなかった。

「それは聞けないお願いです」

「そ。まぁ期待はしてなかったけど」

　七渡のためにここまでする女が簡単に引くわけがない。これからはどちらが先に折れるかの心の削り合いが始まるわね。

「あの、お名前は？」

「須々木よ」

「下の名前は？」

「育いく美みだけど」

　この女に押し出されるわけにはいかない。むしろ押し返すような気持ちで挑まないと。

「これからは須々木さんって呼びますね」

「勝手にして」

「じゃあ育美さんでもいいですか？」

「気安く私の名前を呼ばないで」

　不思議なことに城木はあのギャル女のように敵対するのではなく、少し距離を詰めようとしてくる傾向がある。

　何を考えているのかわからないし、その不気味さで不安が募っていく。

「……私のこと嫌いでしょ？」

「七渡君のお友達を嫌いになることはありません」

　どうやら別に私のことが嫌いではないらしい。はっきりとお友達と言ってくるのが、遠回しの攻撃になっているかもしれないけど。

　仕事が始まり、城木にクレープ作りを教えていく。

　本当なら何もサポートしたくないけど、研修中だからオーナーの田中さんも今日は来るはずだ。城木を放置するわけにはいかない。

「こうしてこうよ。できる？」

　私はクレープの生地作りを城木に見せた。最初の時は一見難しそうだったけど、自分でやってみると意外と簡単だった。城木も簡単に真似まねできるはず。

「こうしてこうですか？」

「ふざけているの？」

　何な故ぜかクレープの生地が円ではなく北海道のような形になってしまっている。

「すみません、ちょっと不器用なところがあって」

「不器用なんて言い訳は甘えでしかないわ。食べ物を粗末にしては駄目だから、しっかりとやってくれる？」

「が、頑張ります」

　厳しい言葉をかけても健けな気げな姿を見せてくる。私とは大違いね。

　その後も客のいない空いた時間ができる度に、クレープ作りに挑戦する城木。

　少しずつだけど着実に上達していき、四度目には客に出せるクオリティーになっていた。

　不器用だけど、やればできるタイプの人のようね。どんなに不器用な人でも、人の話をちゃんと聞けば仕組みを理解してできないこともできるようになる。

　できない人は教えやアドバイスを伝えても頭に入らない。その点、城木は私の話をちゃんと聞いているので、できるようになっている。きっと勉強も得意かもしれないわね。

「ありがとうございました」

　感謝の言葉を述べて客を見送る城木。可愛かわいい元気な声で優しく微笑ほほえんでいる。

　まるで天使のように優しくて柔らかい表情をする城木は、きっと誰からも好かれるタイプなのだろう。

　でも、私はそういう人が嫌い。

　そもそも誰にでも笑顔を振りまく人なんて、自分がアイドルか何かと勘違いしてるんじゃないかしら。

　私は好きな人にだけ笑顔を見せたい。みんなに好かれなくていい、たった一人の意中の人にだけ好きになってもらいたい。

　冷蔵庫に反射して映っている自分の顔は、ムスっとして強こわ張ばっていた。

　城木が天使なら、私は悪魔かしら。そういえば、美み波なみに悪魔っぽいところが好きと言われたことがあったわね。

「二人とも、お疲れ様です」

　オーナーの田中さんが様子を見に来た。城木がしっかりとクレープ作りができるようになっているかを確認している。

　城木にはあえてちゃんと教えて、さっさと研修期間を終えてシフト変更をしてもらえるようにお願いするのもいいかもしれない。

「須々木さん、ちょっと表情が硬いですよ。ここはクレープ屋ですので、城木さんのようにニッコリスマイルを心掛けてください」
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「……善処します」

　やはり城木みたいな天使のような人が近くにいると、どうしても悪魔側は比較されて悪く言われてしまう。私みたいな人には生き辛づらい世の中ね。

「さっき、天海君が様子を見に来てましたよ」

「えっ!?」

　田中さんのまさかの言葉に驚く。七渡が仕事も無いのに来てたの？

「ふふっ、良い笑顔ですね。その表情を忘れずに」

　田中さんがそんなことを言う。どうやら自然と笑みがこぼれていたみたいだ。

「お二人はお似合いだと思いますよ。それに、天海君も須々木さんに連絡しようか迷っているみたいでした」

　田中さんは楽しそうに話してから去っていったので、誰かの恋愛事情に首を突っ込むのが意外と好きなのかもしれない。

　七渡に何かお節介をしたかもしれないけど、今はそんな微力でも私に協力してくれるのは嬉うれしく思える。

　それに城木は田中さんの言葉を聞いて戸惑いを見せている。私と七渡が付き合っていると勘違いでもしてこのまま七渡を諦めてくれると嬉しいのだけど。

「これはもう恋人のようなものね」

　勝ち誇った顔をして、城木に終戦を告げる。

「ウチの様子を見に来てくれたのかもしれないですよ？」

「どうしてそう思うのかしら？」

「あくまで七渡君の考えは田中さんの推測ですから。それに七渡君の性格からして、誰かと付き合った時は正直に言うと思いますので」

　その通り、七渡はそんな人じゃない。

　城木にはしょうもない小細工は通用しないみたいね。

「……安心して、きっと田中さんが勝手に勘違いしているだけよ」

「正直に言ってくれるんですね」

　私の言葉を聞いた城木は嬉しそうな顔を向けてくる。

「勘違いしてあなたが七渡に何か言うのも困るし」

「そうですね。でも、仮に何かあっても私は絶対に七渡君を諦めることはないので」

　静かに恐ろしいことを口にした城木。

　たった一言で胸がざわめいたし、不安や焦りがどばっと募ってきた。

　七渡のことが誰よりも好きとか、七渡と付き合って幸せになりたいとか、そういう生易しい気持ちじゃない。

　城木の言葉にはもはや使命のような決意が感じられた。

　きっと城木には何をしても、何が起ころうとも諦めることはないのかもしれない。いや、そもそも城木には諦めるという選択肢はないのかもしれない。

　これは非常に厄介ね……

　まだ私の想おもい違いか過大評価かもしれないけど、勝機が薄れた感覚すらある。

　でも、私だって七渡と絶対にやり直したいという強い気持ちを持っている。

　正攻法では無理かもしれないけど、何か策はあるはずよ。

「あなたみたいに可愛い人なら、別に七渡にこだわらなくても良い気がするけど」

「そんなのは駄目ですよ。七渡君とは許嫁いいなずけですから」

「…………」

　前にも言っていた許嫁という言葉。子供の頃の口約束か何か知らないけど、それが城木の思いを強固にさせているのだろう。

「元許嫁じゃなかったかしら？」

「今はそうですね」

　知れば知るほど、勝機が薄れていく。つまり、七渡が遠い存在になっていく。

　城木にはあのギャル女には無い、強さという脅威がある。

　あのギャル女もこんな人と七渡を巡って戦っていたなんて、今さらながら尊敬の念が出てくるわね。

　このままではきっと、私は城木に潰されてしまう。

　でも、私は負けず嫌いなの。

　たとえ相手が無敵だとしても、勝利をもぎ取るためにあがかせてもらうわ──




　　　∞麗奈∞




　二学期が始まって一週間が経たった。

　夏休みの夏祭りで七渡に無理やりキスをしてしまった日は、もう人生が終わったと考えるくらいやってしまったなと思っていた。

　七渡にどのツラを下げて会えばいいのかわからなかったし、学校へ通うのをやめようかと考えてしまうくらい悩んでいた。

　いざ学校が始まると翼がフォローしてくれたり、七渡も少し距離を置いてくれたこともあって、何とかここまで問題無く過ごすことができている。

「麗奈ちゃん、おはよ」

　毎朝、集合場所の公園に七渡よりも早く来てくれる翼。

　七渡と会う前に翼と話すことで緊張も薄れるし、安心感を得ることができる。

　あたしから頼んだわけではなく、あたしのことを思って自主的に来てくれているので、改めて翼は本当に優しいなと思う。

「ショッピングモールに新しくパンケーキ屋さんできてたよね」

「あ～この前、行列できてたっけ」

　あたしはあんまり甘い物が好きじゃないから興味はなかったけど、学生達の行列ができていたのは気になっていた。

　スイーツが好きな七渡はきっと興味を持っているはず。

「麗奈ちゃんは最近バイトどう？」

「夏休みの終わりくらいに同い年の女の子が入ってきて、オシャレで話が合う人だったから助かったかな」

「そうなんだ。話の合う人がいるとアルバイトも楽しくなるよね」

　夏休みまではちょっと嫌な先輩がいたけど、今はその人がいなくなって快適だ。

　アルバイトって仕事内容よりも、一緒に働く人がどんな人かが重要なのかもしれない。

「お姉ちゃんはどう？」

「相変わらず大変そうだけど、廣ひろ瀬せがしっかりとサポートしてるよ」

　翼のお姉ちゃんである深海さんとは相変わらず距離がある。まぁ性格がどうのこうのよりも、廣瀬という壁が常にあるからなんだけど。

「お姉ちゃんも廣瀬君の話をすること多いかな。廣瀬君がイメチェンして眼鏡かけ始めてから、けっこうドキドキするようになったって」

「廣瀬も遂ついに報われる日が来そうだね」

「まぁウチはまだ認めたわけじゃないけど」

「あらら、まさか最後に翼という難関があったとは」

　意外にも娘はやらんと言わんばかりの表情を見せている翼。

　お姉ちゃんのことを両親から任されているみたいなので、自分の友達さえも厳しい目で見ているようだ。

「でも、そこら辺のよくわからん男よりも廣瀬の方が安心だと思うけど」

「そ、そうかなぁ……」

　廣瀬には何度か助けられたこともあったので地味にフォローしておいた。

「廣瀬君のことも、もっと知らないと」

　そういえば、翼から方言が出ることも少なくなってきたかも……

　アルバイト中は標準語で話さなきゃいけないって気をつけてるって言ってたし、そういう意識が翼を早めに変えさせたのかもしれない。

「というか、翼こそバイトどうなのよ」

　翼がジュース屋のアルバイトをやめてクレープ屋のアルバイトを始めたと聞いた時は、とんでもなく驚いた。

　その影響もあってあの須々木と七渡のアルバイトペアが解消となり、代わりに翼と須々木がペアになったようだ。

　まさに破壊神であり、あたしの恨みを晴らすかのように須々木の居場所を爽快にぶち壊してきた。

　あんなこと、あたしには真似まねできない。

　翼は本当に凄すごい。味方になると頼もしいけど、敵になれば恐ろし過ぎる。

「ようやくミスなくクレープを作れるようになったかな」

「そっか。今度食べに行きたいけど、一人だと食べきれないからなぁ……」

　甘い物は苦手だし、そもそも須々木がいるから翼の様子を見に行けそうにない。

「あの女とはどうなの？」

「相変わらず冷たいけど、お仕事はめっちゃ速くて困った時はすぐにサポートしてくれるから頼もしくはあるよ」

「仕事とプライベートは分けるタイプなんだ。あたしだったら無理だ」

　須々木から見たら翼の存在は脅威でしかないはずだ。心境をお察しします。

「翼は今後、どういう風に仕向けていくの？」

「う～ん、今はただ須々木さんのことを少しでも知りたいって感じかな。まだあまり話してくれないけど、ずっと一緒にいたら色々と打ち明けてくれると思うんだよね」

「じわじわ嫌がらせするタイプね」

「そ、そんなんじゃないよ」

　翼が傍そばにいるだけで、相手には毒状態のようなダメージがあると思う。

　徐々に心が重くなって、楽になるためにアルバイトをやめて逃げたり、翼に何か話してしまうことはあるかもしれない。

「でも、一番はちゃんと麗奈ちゃんにごめんねって謝らせたい」

「もう関わりたくないからいいって」

「ダメだよ、ウチの大切な友達を泣かせたんだもん」

「翼……」

　大切な友達と言われて、少し気恥ずかしくなる。

　今振り返ると、最初は友達が欲しいとあたしは思ってたんだ。

　中三の時に七渡と友達になって、廣瀬とも仲良くなって、高校生になると翼や柚ゆず癒ゆとも友達になった。

　七渡がきっかけで色んな良い事が立て続けに起きた。

　恋人になってもっと幸せになりたいと思っていたけど、あたしはもう十分なくらい七渡からたくさんの幸せを貰もらっていたのかも。

　七渡に恩返しをしたい気持ちがあったのに焦って困らせることばかりで、今思えば本末転倒になっていた。ちょっと冷静にならないとな。

「そういえば今日、柚癒ちゃんから大事な用事があるって放課後に呼び出されているんだけど、麗奈ちゃん何か聞いてる？」

「い、いや何も」

　柚癒のやつ、何かあったのだろうか……

　ちょっと気になるし、休み時間にでも聞いてみようかな。




　学校では来月に行われる文化祭の話題が多くなっていた。

　人生初めての文化祭なので楽しみではあるけど、クラスのみんなと一緒に楽しめるかはまだ不透明で不安だ。

　でも、七渡達と一緒ならきっと大丈夫。もう一人じゃないからね。

「ウェ～イ、翼ちゃんを好きでよかった♪」

　ボーっとしていると、背後からどこかで聞いたことのありそうでなさそうな歌が聞こえてきた。

「なんなのよ」

「かまってちょ」

　問答無用で抱き着いてくる柚癒。

　柚癒は朝から不気味なテンションの高さを見せている。

　明らかに何かを隠すために、無理やりテンションを上げている。今までの付き合いがあるから、柚癒の気持ちも少しは理解できるようになっている。

「柚癒さ、放課後に翼へ何言うの？　あたしには言えないことだったら言わなくて大丈夫だけど」

「な、何でそれを知ってるの？」

「朝、柚癒ちゃん私に大切な用事があるみたいなんだけど、何か聞いてるかなって言われてさ」

　自分から聞きに行こうと思っていたら柚癒の方から来てくれた。

「まぁ、麗奈んもきっと知ることになるから先に言っておくのもありかな」

「……まさか、翼のパンツ盗んだりとかしてないよね？」

「そんなことするわけないじゃん!?」

　どうやらあたしの読みは外れたみたいだ。いや、むしろ外れてよかった。

「だ、だよね」

「まったく、どんなイメージ持ってんだか」

　柚癒は翼のことが好きみたいだから、それ系で何かしちゃったかと思ったんだけど。

「翼ちゃんの家に遊びに行った時は軽く物色をしたけれど、盗んだりとかは流石さすがにするわけないよ」

「限りなく未遂まできてんじゃん!?」

　柚癒のアホさには呆あきれるけど、話していると嫌な事も忘れられて癒いやされる。

「絶対に止めないって約束してくれるなら、先に言ってもいいけど」

「柚癒が覚悟決めてんなら、もう止まんないでしょ」

「そういうこと」

　親指を立てて笑顔を見せる柚癒。

「それで、何をするつもりなの？」

「実はね……もう告白しようと思うの」

「えっ!?」

　柚癒の衝撃発言を聞いて、頭が真っ白になった。

「ちょ、ちょっと待ってよ」

「何で？」

「何でって、その……」

　柚癒の気持ちは前から知ってたけど、流石に急過ぎるって。

　告白するってことは、これから柚癒がほぼ確実に振られるってことじゃん。

　翼は七渡のことが大好きだし、そこに割って入るのはどんな相手でも無理なはずだ。

「麗奈んも翼ちゃんのことが好きになっちゃった？」

「何でそうなるっ」

　翼のことは好きだけど、それは友達としてだ。

「元々、夏休みが終わったら告白しようと思ってたからさ」

「そ、そうなの？　だったら言ってよ」

「言えないよ。夏休みはそういうの気にせず楽しみたかったし」

　柚癒の気持ちを翼が知れば、何かしらの変化は確実に生まれてしまう。

「夏休みに最高の思い出がたくさんできたし、もう仮に翼ちゃんにドン引きされちゃったとしても生きてられるかなって」

　みんなの関係を守るためという名目で、あたしは翼と告白をしない協定を結んでいた。

　でも、七渡や柚癒や廣瀬が告白して問題が生じるパターンを想定していなかった。

　このままだと、少し嫌な予感がする。

　柚癒もあたしの大切な友達。いなくなっては困る。

「それに、背中を押してくれる人もいたしね」

「誰のこと？」

「別の高校の似たようなお友達だよ」

　翼に嫌われるのは耐え難いと、今まで自分の気持ちを抑えていた柚癒。

　それでもいいやと柚癒に思わせる友達がいるらしい。

「……尾を引くような終わらせ方はしないでよね」

「それが簡単にできれば、世の片かた想おもいの人は苦労しないんじゃないかな？」

　柚癒の言う通り、告白にリスクが無ければあたしもしている。

　告白は成功すれば大切なものを得られる。

　失敗すれば大きなものを失うこともある。

「本当に告白するの？　やめられない？」

「天海っちが大好きな麗奈んなら、柚の気持ちわかるよね？」

「あ、あたしは……」

　その先の言葉は、息が詰まって出てこなかった。

「今はただ、温かく見送ってほしい」

　そう言って、あたしの元から去っていく柚癒。

　見送ったその背中はあたしの不安を募らせ、半透明なのではと疑うほど儚はかなく見えた。




　放課後、誰もいない静かな公園の中で柚癒は本当に翼に告白をしていた。

　あたしはそれを陰から見ていた。

　翼は優しいから、柚癒が傷つかないよう慎重に言葉を選びながら断っていた。

　翼は戸惑いを隠せていなかったし、柚癒の申し訳なさそうな感じが見ていて辛つらかった。

　気まずさに耐えられなかったのか、翼は用事があるからとその場を去った。

　柚癒はそこに立ち尽くしていて、今にも消えてしまうのではないかと思うほど脆もろそうな背中を見せていた。

　あたしはこうなることがわかっていて柚癒をフォローしようとここまで来たのに、声をかけられなかった。

　柚癒の告白を見て、あたしも心に傷を負っていた。

　自分が大好きな七渡に告白をしたとして、あんな風に断られたら絶対に耐えられない。その光景が頭の中でリアルに見えてしまった。

　翼とはお互い七渡に告白をしない協定があったけど、あたしに告白する勇気なんてきっとない。

　だって、断られたら終わりだもん。

　全てが終わっちゃう。

　だから現状維持。ずっと一緒にいたいから、別れを遠ざけたいからリスクを負わない。

　翼がいなくても、きっとあたしは七渡に告白できなかったはずだ。

　あの協定は翼への嫌がらせでしかなかったのかもしれない。

　仮にこの高校生活に翼がいなくても、きっと須々木に七渡を取られていた。須々木じゃなくても、別の女が七渡を持っていっちゃったかもしれない。

　告白なんてやればできると自分の中で過信していたけど、実際は無理だった。

　この光景を見て確信した。柚癒だけでなく、あたしの心まで折られていた。

　でも、翼はきっと今のあたしと同じ状況に陥っても、心が折られることはないと思う。

　告白だって勇気を持ってできると思う。

　そんな人に、あたしはこれからも立ち向かえるのだろうか──







第２章　メルト







　　　◇翼つばさ◇




　先週、柚ゆず癒ゆちゃんから告白された。

　あまりにも唐突で意外な出来事だったから、ここ数日は悩むことが続いた。

　ウチには七なな渡と君という大好きな人がいるからごめんと謝りながら断ったけど、もっと別の言い方はなかったかなとか、他に気の利いたことは言えなかったかなと考えてしまう。

　まさか柚癒ちゃんが私のことを好きだったなんて……

　恋には色んな形があると知っていたけど、自分がその当事者になるとは思わなかった。

　嫌な気分にはならなかったし、むしろ嬉うれしかった。

　でも、私には心に決めた人がいるから、それ以外の人のことは恋人として考えられない。

「柚癒のことで悩んでんの？」

　教室で考え事をしていると、麗れい奈なちゃんが話しかけてくれた。

「うん……」

　あの日以降、柚癒ちゃんとは話せていない。

　どんな顔をすればいいのかとか、何を話せばいいのかもわからない。

　こんなことは私の人生で初めてだから上手うまく切り替えるのが難しい。

「とりあえず柚癒の方から来てくれるのを待つしかないんじゃないの？　翼からだと気を使われてるって柚癒が感じちゃうかもしれないし」

「そ、そうだよね」

　麗奈ちゃんは柚癒ちゃんの事情を知っていたらしく、告白があった次の日から寄り添ってくれて話を何度も聞いてくれていた。

　それが本当に心強くて救われている。麗奈ちゃんがいてくれて助かった。

「今は柚癒も傷を癒しているとこだと思うしね」

「告白を断られるのはショックだもんね」

「そういうこと」

　私も七渡君への告白が失敗したら相当落ち込むと思う。

　そう考えると、今はやっぱりそっとしておいてあげた方がいいのかもしれない。

「また、楽しく話せるかな？」

「きっと大丈夫だよ。時間が解決してくれるって言うじゃん？」

　時間が経たてば元に戻る。

　そんな淡い希望に委ねるしかないのが現状だ。

「今日、明日で切り替えられる問題じゃないと思うから、少し待ってみよ」

「うん、そうだね。柚癒ちゃんなら、また笑顔を見せてくれると思う」

　みんなとずっと仲良く笑顔でいたいと思っていたけど、関係性の変化はどうしても訪れてしまう。

　でも、こういうことを乗り越えていけば、より仲は深まっていくのかもしれない。

「……麗奈ちゃんは、もしものことがあっても疎遠になったりしないよね？」

「どうかな～」

　思わせぶりな態度を見せる麗奈ちゃん。

　こんなに仲良くなった麗奈ちゃんとも距離が空くのは辛過ぎる。

「あたしも時間は欲しいかもね」

「まぁ、お互い何もないってわけにはいかないもんね」

　本気だからこそショックはあると思うし、変化は大きいと思う。

　埋められないほどの大きな溝ができるかもしれない。

「でも、翼とはずっと友達でいるよ。それは約束する」

「……ウチもだよ」

　麗奈ちゃんの言葉を聞いて、思わず少し涙がこぼれそうになった。

　出会った時はお互い反発し合っていたけど、今ではお互い寄り添っている。

　本気でぶつかってきたからこそ、信頼できる関係になれたのかもしれない。

「何かあったのか？」

　七渡君が心配そうな表情を見せながら話しかけてきた。

　柚癒ちゃんの件も気にかけており、何かできることはないかと廣ひろ瀬せ君と一緒になって悩んでいた。

「大丈夫だよ。ちょっと話し合ってただけだから」

「……俺にできることがあれば何でも言ってくれよ」

　みんなと一緒にいることができなくなって、七渡君は寂しそうな表情をしていた。

　それだけみんなのことを友達として大切に想ってくれているのだろう。

「というか七渡、さっきの授業の小テストどうだったの？」

「けっこうできた。二人にいっぱい教わってるおかげだよ」

　少しずつだけど麗奈ちゃんと七渡君の仲も元に戻ってきている。

　やっぱり柚癒ちゃんとも、七渡君と麗奈ちゃんみたいに話せる仲にまたなりたい。二人を見ていて強く思った。

「あたし、ちょっと用事が」

　麗奈ちゃんは教室を出て、お手洗いの方へ向かっていった。

「俺も次の準備しないとな」

「ま、待って」

　自分の席へ戻ろうとする七渡君の腕を慌てて掴つかんだ。

「どうしたんだ？」

「いや、そのね……」

　七渡君を呼び止める理由はなかった。

　ただ、もう少しだけ傍そばにいてほしいという私の我わが儘ままが咄とつ嗟さに出てしまった。

「もうちょっと一緒にいたい」

「……うん、わかった」

　私の我儘を嫌な顔一つ見せず受け入れてくれる七渡君。

　一緒にいてくれているだけで嬉しいし、胸が熱くなってくる。

　今までは隣にいるだけで満足してたけど、私は七渡君の服の裾を掴んでしまった。

「つ、翼、ちょっと近くないか？」

　クラスメイトの視線を気にしている七渡君。

　学校ではまだ七渡君が麗奈ちゃんと付き合っていることになっているから、疑いの目を向けられてしまうかもしれない。

　学校では遠慮しておかないと、またクラスメイトに大きな勘違いをされてしまいそうだ。

「ごめん。我慢できなかったの」

「そ、それなら仕方ないな」

　私のせいで七渡君を困らせてしまっている。

　今は色んな出来事が重なっちゃっているから、ちょっと冷静でいられなくなっているのかもしれない。

　変に心が浮ついてしまうこの状況は、何かが起きてしまいそうな危うさが漂っている。

　こんな時だからこそ、冷静にならないと──




　放課後になり、アルバイトの時間が始まった。

「おはようございます」

　いち早くカウンターで準備をしていた須す々す木きさんへ挨拶をする。

　仕事に対して真摯に取り組む姿は頼もしいし、責任感のある人なんだと常々感じる。

「まだやめないの？」

「クレープ屋でのアルバイトは楽しいのでやめません。おはようございます」

「おはよう」

　挨拶を返されなかったのでもう一度挨拶をしたらちゃんと返してもらえた。

　須々木さんは何事も最初は軽く突き放してくるけど、さらにもう一歩踏み込むと折れてくれる。

　一緒に仕事をしていて、そういう性格も少しわかってきた。

　私が思っていたよりも悪い人ではなさそうな気がする。七渡君に関する件が無かったら、きっと仲良くできたんじゃないかなとも思う。

　でも、須々木さんの中ではもう私ははっきりと敵認定をされちゃっているので、どんな結末を迎えてもこれ以上仲良くなることは無理なのかもしれない。

「学校での七渡はどうなの？」

　客足が途絶えると、珍しく須々木さんの方から七渡君の話題を出してきた。

「気になるんですか？」

「当たり前じゃない、好きなんだもの」

　恥ずかし気もなく、堂々と好きと言える須々木さん。

　自分に自信があるのが伝わってきて、七渡君もこういうところに惹ひかれたのかもしれないと考えてしまう。

「来月には文化祭があるので七渡君も楽しみにしているみたいですよ」

「……文化祭ね」

　須々木さんは何かを企たくらむような目を見せている。

「勉強には少し苦戦しているみたいですけど、ウチと麗奈ちゃんが一緒に教えてあげて成績も良くなっています」

　ちょっと意地悪な言い方をしちゃったかなと、発言をしてから後悔する。

　七渡君のこととなると、自然と優位に立ちたくなってしまう。

「そう、私の七渡を無償で育ててくれてありがとう」

　私の話に反応して、まるで七渡君を自分の所有物であるかのように話す須々木さん。

　いくらこっちが優位性を見せようと、無理やり上に立ってくる。

「逆に質問していいですか？」

「私は一つ質問したから、一つまでなら答えてあげるわ」

　断られるかもしれない不安はあったけど、須々木さんの義理堅い性格のおかげで一つ質問が許された。

「前から気になっていたんですけど、そんなに七渡君のことが好きなのに、どうして一度別れたんですか？」

　私が最も気になっていた疑問。

　元カノという立場は元許嫁いいなずけの私にとっては気になり過ぎる要素だ。

　中学生の七渡君と付き合えたなんて羨ましいし、私にはもう二度と手に入らない思い出だ。そんな特別なものを手にしている須々木さんにはどうしても嫉妬してしまう。

「……七渡と付き合ってから、七渡には別の恋人がいるって私の友達に嘘うそを言われてね。それで不安になって、七渡に確認もせず一方的に離れてしまったの」

「それを信じちゃったんですか？」

「まだあの時は精神的にも未熟だったのよ。今ならあんな結果にはならないけど」

　開き直っている須々木さんの言葉に、ちょっとムッとしてしまう。

　その時に自分を信じてもらえなかった七渡君の辛つらい気持ちを考えると、胸が痛くなるし抗議したい気持ちになる。

「ウチだったら絶対に七渡君を信じます」

「黙りなさい」

　突かれたくないところだったのか、須々木さんが睨にらんできた。

「自分にも原因があるのはわかってる。だからこそやり直したいのよ」

　拳を強く握って、取り返しのつかない後悔の念を顔に滲にじませている須々木さん。

　きっと思い残したことがあり過ぎて、一度は手放した七渡君を再び強く求めているのだろう。

　私も少し似たような立場ではあるから、その気持ちは痛いくらいにわかってしまう。

「……少し喋しやべり過ぎたわね」

　軽いため息をついた須々木さん。

　最初はクールな人かなと思ったけど、意外と感情を剥むき出しにする時もあるみたいだ。

「須々木さんにも譲れない強い想おもいがあるのは伝わりました」

「でも、だから何といった表情ね」

「決して譲れないのはウチも同じですから」

　相手が本気だとわかったら、こっちも気を引き締めるだけだもん。

「あなたが私にとってのラスボスみたいね」

「そんなモンスターみたいな言い方しないでください」

「いいえ、あなたは怪物よ。だから、私はあらゆる手を尽くしてあなたを倒すわ」

　須々木さんの言葉は私にも当てはまる。

　あらゆる手を使って七渡君を守らないといけない。

「例えばどんな手ですか？」

「無理やり襲うとかかしら？　あなた相手には反則技を使わないと」

　麗奈ちゃんは無理やりキスをしちゃったみたいだけど、それよりも凄すごいことをしでかしそうな須々木さん。

　でも、そのせいで麗奈ちゃんは七渡君と気まずくなっているので、そんなことをしてもプラスにはならないはず。

「それは悪手だと思いますけど……七渡君が困っちゃいますよ」

「構わないわ。どうせ私は悪魔だもの」

　冗談なのか本気なのかわからないけど、須々木さんは何か覚悟を決めた目をしている。

「あ、あの、注文しても大丈夫ですか？」

　カウンターの前で困惑していた主婦のお客さん。

「す、すみません、注文どうぞ」

　どうやら、お互いに熱くなり過ぎて周りが見えていなかったみたいだ──




　　　＋七渡＋




　今日は日曜日だが、用事が無かったので家で勉強をしていた。

　これまでの休日はみんなと遊ぶことが多かった。その日を楽しみに生きていたといっても過言ではないかもしれない。

　でも今では集まりが悪くなってしまった。俺と麗奈の一件もあるし、最近ではしばゆーが俺達と距離を置いてきた。

　夏休みまでは楽しく過ごせていたので、まさか秋にこんな状況になるとは想像もしていなかった。

　今日は一いつ樹きも用事があると言っていた。翼と二人きりで会うことも考えたが、断られたらショックなので誘えなかった。

　この状況をなんとかしたいなとは思うが、何も術すべが浮かばない。

　麗奈にはしばゆーの方から来るまでそっとしておいてと言われたので、今は俺にできることはなさそうだな。

　勉強の息抜きにスマホでゲームをしていると、画面が切り替わる。

　しかも、音ゲーの途中だったこともあり指を急には止められずに、切り替わった画面に表示された通話ボタンを押してしまった。

　登録していない電話番号だったが、いったい誰からだろうか……

「もしもし、どちら様ですか？」

『相談したいことがあるのだけど』

　名乗らずとも声だけで電話相手が須々木だとわかった。

　俺の電話番号は中学の頃から変わっていないので、須々木が覚えていても不思議ではない。

「問答無用だな」

『相談を聞いてくれるの？』

「……一応、聞くけど」

　ここで無理と突き放せるほど薄情な人間ではない。

　ただ、声のトーンでは、そこまで深刻な相談ではなさそうだな。

『なら、今度の土曜日に』

「ちょっと待て、電話じゃダメなのか？」

　てっきり電話で相談内容を告げられると思っていた。

『聞いてくれるって言ったわよね？』

「電話だと思ってたんだよ」

『嘘は良くないと思うの』

　アルバイトのペアが解消されてからは須々木との繋つながりが一切無くなった。

　このまま疎遠になっていくかもしれないと心のどこかでは思っていたが、須々木はまた踏み込んでくる。

　繋がりが消えずにホッとした気持ちと、これからの関係はどうなっていくのだろうかという期待と不安が頭の中で入り混じっている。

『大事な話だから、直接言いたいの』

「……わかったよ」

　ナイトプールの時や夏祭りの時も、須々木と二人きりで会う時はドキドキやハラハラが付き纏まとっていた。

　オンとオフをきっちり分けているのか、プライベートの時はアルバイトの時に見せない表情や行動を見せてくれることが多い。

　この先は危険だなと察しても、怖いもの見たさに須々木の元へ踏み込んでしまう時がある。そんな魅惑的なところを須々木育いく美みは中学生の頃から持っていた。

　油断すると蜘く蛛もの巣に引っかかった羽虫のように抜け出せなくなってしまうので、当日は気を引き締めながら会うことにしよう。




　　　　▲




　土曜日、須々木と会う約束をした日が訪れた。

　待ち合わせ場所は最寄り駅から七つも離れた馴な染じみの薄い場所となっている。個人的には知り合いと会う確率が低そうなので助かるけど。

　駅の東口の改札に辿たどり着くと、ノースリーブの黒いシャツを着た須々木が待っていた。

「ごめん遅れた」

　俺は最寄りの改札を通ろうとした時に財布を忘れたことに気づき、慌てて家まで取りに戻った。

　そのせいで十分ほど待ち合わせに遅れてしまった。心配性なので財布や鍵を忘れることは滅めつ多たにないのだが、変に緊張していたせいか思わぬミスを犯してしまった。

「許せないわ」

「ご、ごめんって。これでも走ったりして頑張ったんだから」

「お詫わびとしてあなたの私物を何か一つよこしなさい」

　俺は鞄かばんの中身を見て、洗い立てのハンカチを取り出した。

「これぐらいしかないけど」

「十分程度ならそれぐらいで満足だわ。これは預かっておくわね」

　冗談かと思っていたが、本当にハンカチを持ってかれてしまった。

　相変わらず須々木は不思議な性格というか変わったところがあるな。

「改めて、久しぶりね」

「そ、そうだな」

　須々木と顔を合わせるのはもう一ヶ月ぶりぐらいかもしれない。

　それまではアルバイトで週に三日は顔を合わせていたから不思議な感覚だ。

　別の学校へ通っているので、どちらかが会おうとしなければお互いの姿を見ることはできない。

　須々木が踏み込んでくれるように、俺も須々木へ踏み込んでいけば今の関係性は変わっていくはず。

　ただ、関係性が変わって得られるものもあれば失うものもある。これからの選択肢は慎重に選ばないといけない。

「それで、大事な相談があるって話だが」

「そう急せかさないでよ、せっかく久しぶりに会ったんだから」

　用件は話さず、駅近くのショッピングモールへと歩いていく須々木。

　マイペースなところは中学の時と変わっていない。

　俺は自ら進んで先を歩くより誰かに合わせて付いていきたい性格なので、須々木に合わせては振り回されることが多かったことを思い出した。

　でも、男は前を歩いていかないと駄目だと俺は思うから、これからはそういう性格を変えていかないとな。

「あら、オシャレな雑貨屋さんがあるわよ」

　そう言いながら店へすたすたと入っていく須々木。

　これじゃあただのウィンドウショッピングじゃないかと躊ちゆう躇ちよするが、調理器具は俺も少し気になるので見てみたい。

　須々木は真っ赤なグラスを手に取って、品定めするかのように眺めている。

　大人びていてクールな雰囲気がある須々木には、赤色や黒色が似合っている。

　須々木は出会った時からあらゆることに対して上から目線だった。人にも物にも価値があるのかどうか品定めをしてくる。

　それが同性に嫌悪感を持たれる理由であり、故に友達が少なく周りから距離を置かれるような存在だった。

　でも、俺はその目線が好きだった。

　お眼鏡にかなわなかったら見下される。逆に認められれば大切に扱われる。

　常に試されているような気がして最初は変にドキドキしてしまい心は疲弊もしていたけど、いつしかその刺激が癖になっていた。

「何か気になるのはあったかしら？」

　俺の元へぐっと距離を詰めてきた須々木。

　少し動けば肩がぶつかってしまいそうなほどの間隔しかなく、背中は商品棚なので逃れようもない。

「みんなオシャレで欲しくはあるけど、オシャレな分ちょっと値段が高いな」

　機能が備わっていればそれで十分という考え方の俺にとっては、オシャレな家具は割高に感じてしまう。

「一つなら、買ってあげてもいいわよ」

「べ、別にいいよ、誕生日でもないんだし」

　須々木は何な故ぜか俺に貢ごうとしてくる。不気味過ぎて素直に貰もらいますとは言えない。

「今日、私のために時間を用意してくれたお礼よ」

「そこまでされることじゃないって」

「……あなたはきっと甘えられる立場だろうから、私ぐらいには甘えてもいいのよ」

「そんなことないから」

　俺の言葉を聞いた須々木は、明らかにムッとしていた。

　甘えるという言葉を聞いて俺は翼が頭に思い浮かんだ。翼はきっと甘やかしてくれると思うので、甘えられない立場というわけではない。

「城しろ木きさんにでも甘えるの？」

「い、いや、その……」

　まさか翼の名前が出てくるとは思っていなかったので、ドキッとしてしまい挙動不審な対応を見せてしまった。

「あの子と付き合うのはやめた方がいいと思うわよ。やたら一いち途ずで健けな気げのようだけど、愛が重過ぎて色々と苦しめられるかもしれない」

「……翼のこと、よく知らんだろ」

「一応、バイトでペアになって色んな所作や言動を見てから言っているの」

　翼を悪く言うのはやめてほしい。それに、愛に重さとかないだろ……

「よく言うじゃない、好き過ぎて相手を傷つけてしまうとか。別れさせてくれないとか、束縛が強過ぎるとか、思い込みが激しくて常に病んじゃうとかね」

「一緒にいても、そんな風には見えないけどな」

「悪い子じゃないとは思うけど、悩みや考え事が増えそうだから学生の内は気楽に楽しめる相手がいいんじゃないかしら？」

　恋愛がただ楽しいだけじゃなさそうなのは、経験は少ないけど色々と察している。

　でも、気楽に楽しめる恋人なんて、相手を軽視しているだけにも思える。

「余計なお世話だって」

「……そうね。少しうるさかったわね」

　意外にも素直に追撃をやめてくれた須々木。

　当人も、らしくないことをしていたという表情を見せている。

「うわっ、あいつらヤバっ」

　雑貨屋を出ると、高校生らしきカップルがベンチで熱烈なキスをしていた。

　ショッピングモールの中なので人通りは多いのだが、それでも気にせずに二人の世界に入っている。

「須々木って、ああいうの大嫌いだろ？」

　隣で同じ光景を見ていた須々木に声をかける。きっと、気分を害しているはずだ。

「……最近はちょっと羨ましくも思えるわね」

「どえっ!?」

　須々木の予想外の返答に、思わず驚いて変な声が出てしまった。

「ちょっと前までは駅前で騒いでいる若者集団とか、公然とイチャつくバカップルとか、誰にも構わずオラついているヤンキーとか、そういう馬鹿な人達が反へ吐どが出るほど嫌いだったわ」

「俺もそんな奴やつらは嫌だけど」

「でも、最近はそうやって後先考えずに楽しんでいる人に嫉妬したりもするの。今の私は後先を考えてしまって、臆病になっている時がある。何かを得るには、時には後先考えない大胆さも必要なのかもって」

　そう言いながら俺の懐に距離を詰めてきて、真まっ直すぐに見つめてくる。

「ねぇ……私も馬鹿になっていいかしら？」

　須々木は俺の頬ほおに手を当てて、物欲しそうな顔で問いかけてくる。

　ここで頷うなずけば何かが終わってしまうような気がして、俺は咄とつ嗟さに須々木の肩を軽く押していた。
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「ご、ごめん」

　近づき過ぎた須々木を離しただけだが、何故か謝ってしまう。

　須々木はキスをしようとしていたのだろうか……

　麗奈にキスをされた時と似た空気を感じたため、咄嗟にその危険性を察知した。

　あの経験が無ければ、俺は頷いて須々木にキスをされていたかもしれない。

　そうなれば、俺はまた須々木とやり直したいという気持ちが湧き出てしまっていたことだろう。

「ダメなの？」

「ちょっと、どこかで休憩でもしないか？」

「外じゃ恥ずかしいから、二人きりのとこでってこと？」

　冷静になるため俺は休憩を提案したのだが、須々木と会話が微妙に噛かみ合っていない。

「いや、どこかのカフェにでもってことだよ」

「……馬鹿」

　何故か軽く蹴られてしまったが、俺がカフェへ歩き出すと付いて来てくれた。




「それで、相談事はまだなのか？」

　カフェへ入り、コーヒーを飲みながら改めて須々木に問いかけた。

「逆にあなたは何か悩んでいることがあったりしないの？」

　またも相談内容ははぐらかされて、質問に質問で返されてしまう。

「いつも仲良しだったグループがバラバラになりかけていて、絶賛お悩み中だけどな」

　俺には大きな悩みがあったので、救いを求めるかのように話してしまった。

「あら、あなたはそのグループと一緒にいるために色々と悩んでいたのに」

　翼と麗奈の件を須々木に相談したことがあったため、俺がグループの維持について真剣なのも理解してくれているみたいだ。

「変化は緩められはするけど、止められないってことだな。ずっとこのままっていうのは無理みたいだ」

　俺が頑張って維持しようとしても、みんなにもそれぞれ抱えているものがある。

　今まで自分のことだけで精一杯だったので、こうなることはどうあがいても止められなかったはずだ。

「受け入れているみたいだけど、本当は辛つらいんじゃないの？」

　隣に座っていた須々木は腕に抱き着いて寄り添ってきてくれる。

　隙を見せると、あっという間に踏み込まれてしまう。

「辛いけど、無理やりみんなを食い止めるのも違う気がするし」

「そうね。学生時代の仲良しグループなんて時が経たてば簡単に疎遠になってしまうもの」

　俺と須々木もその例の一つだろう。自分で体験しているからこそ、諦めがついてしまうのかもしれない。

「みんな今の居場所よりも良い場所を見つけて環境を変えていく。友情だけでなく愛情もそう、今の相手より良い人がいればそちらに乗り換えてしまうわ」

「おいおい、恐ろしいことを言わないでくれよ」

「人間の習性としては当たり前のことよ。幸せに生きるため、より良いものを欲するの」

　ドライな須々木の言葉は胸にチクチクと刺さってしまう。

「須々木もそうするのか？」

「私は恋人には縛りを設けるわ。動物だって縛れば動けなくなるように、人間だって縛れば行動を制限できるもの」

「束縛を激しくするってことか？」

「いいえ、物理的に縛るのよ。紐ひもで縛ったり、腰に鍵をかけたりと、支配の中で活動してもらうの」

　そう言いながら、鞄かばんの紐で俺の腕を軽く縛ってくる須々木。

「……恐ろし過ぎないか？」

「そんなことないわ。縛りを悦よろこびに変えてあげれば、それは幸福でしかないもの」

「心まで支配されちゃってんじゃねーかっ」

　自分で冗談を言って笑顔になっている須々木。

　須々木の全力で笑った顔は滅めつ多たに見れないが、その笑顔は本当に可愛かわいい。

「そうだ、行きたいところを思い出したわ」

「おいおい、まだそっちの相談を聞いてないけど」

「その用事の後に話すわ」

　またも相談事を先延ばしにされてしまう。

　本当は相談することなんてなくて、一緒にいるための口実だったとかないよな……




「こ、ここに行きたかったのか？」

「そうよ」

　須々木は下着屋の前で立ち止まってしまう。

　まさかここが須々木の行きたいところだったとは……

「何でだよっ」

「何でって、下着が必要だからよ。生活必需品だけど」

「そ、そうだけどさぁ」

　下着屋なんて異性の友達と普通は入らない。この状況は絶対におかしい。

「じゃあ、俺は外で待ってるよ」

「駄目よ、一緒に来なさい」

「どうしてそうなる」

「ここであなたに聞きたいことがあるのよ」

　俺の手を掴つかんで無理やり引っ張る須々木。

　これはもう逃げられそうにないので、覚悟を決めないといけない。

　それにしても下着屋なんて人生で初めて入るぞ。前から気にはなっていたけど、男だけだと入り辛いというか、不審な目で見られてしまいそうだからな。

　下着屋はショッピングモールだと煌きらびやかな装いで異様な存在感を放っており、何な故ぜか店の前を通るだけでも男子なら胸がピリッとしていたはずだ。

「傍そばにいないと怪しい目で見られちゃうわよ」

　須々木の言葉を聞いて、俺の方から一歩距離を詰めた。

　下着屋ではどんな顔をしていればいいのかわからない。とにかく無になろう。

　横目で商品のブラを眺めると、盛りというワードがちらほらと見える。

　やっぱり女性って少しでも胸の大きさを盛りたいんだな……

　サイズ表記は複数あって、初見の俺にはさっぱりわからない。

「好きな下着の色とか柄は何かしら？」

　急にぶっ飛んだ質問をしてきた須々木。

　下着屋の中とはいえ、そんな質問を男にするべきではない。

「い、いや、別にこだわりとかないけど」

「ちゃんと言いなさい。言わなかったら店員さんを呼んで、この人がオススメの下着を聞きたいようですと話すけど」

「言わなかったら地獄絵図じゃねーかっ」

　何がなんでも答えを吐かせようと脅してくる須々木。

　須々木は折れないので、ここは諦めて答えるしかなさそうだな。

「そうだな……強いて言うならゼブラ柄とかか？」

「こだわりありまくりじゃないっ!?」

　真面目に答えたら驚かれてしまったので、これはちょっと恥ずかしいな。

「クセが強過ぎないかしら？　残念だけど、そんな柄はここには置いてないわよ」

「何で買おうとしてるんだよ」

　この店に置かれていないクセの強い柄を選んでおいてよかった。俺が答えたものを買われてしまったら気まずいからな。

「その理由は想像にお任せするわ」

　須々木の言葉に釣られて、俺が望んだ下着を身に纏まとう須々木を想像してしまう。

　すると、あまりにもエッチな光景が浮かんでしまったので慌てて首を振った。

「あっ、ごめんなさい、お手洗いへ行ってくるから少し待っててもらえる？」

「わかった」

　どうやら、ようやくこの下着屋さんから抜け出せるみたいだ。

　刺激が強過ぎて心身共に疲弊していたので、これで一安心だな。

「ちゃんと待っててね。どこにも行かないでよ」

　柄にもなく不安げな目を向けてくる須々木。

　須々木はいつも堂々としていて自信家のイメージだった。

　中学生の時はそういう強いところに惹ひかれたし、その背中にずっと付いていきたいと思うほどだった。

　でも、今の須々木は不安げな目や挙動不審な態度を見せることが多くなっている。

「そこのベンチで座って待ってるよ」

　俺の言葉を聞いて安心した須々木はお手洗いへと向かっていった──




　　　●須々木●




「はぁ……」

　誰もいないショッピングモールのお手洗いで、大きなため息をつく。

「何をやっているのかしら私は」

　鏡に映る自分に疑問を投げかける。

　相談事があると嘘うそをついて、七渡を呼び出してしまった。

　本当はただ七渡に会いたかっただけ。自分のことしか考えていない。

「これからどうするべきか……」

　今日の私はどうかしている。

　城木を無理やり否定するような発言をしたり、隙あらば七渡へ近づこうとしたり、挙句の果てには七渡へキスを試みようとしたり。

　焦りが私の背中を雑に押してくる。

　それもこれも何かする度に城木の顔がちらついて、私の不安を募らせるからだ。

　でも、七渡にべたべたと触れられたことに関しては一定の満足感がある。

　好きな人に触れると安心するし、胸が温かくなる。

　私はその影響が他の人より強い気がする。さっきのお店で下着を買っておけばよかったと後悔するほど、身体からだに変化が生じていた。

　お手洗いの鏡で化粧が崩れてないかを見て、前髪の状態もチェックする。

　鞄からハンカチを取り出そうとすると、七渡から取り上げたハンカチが見えた。

　そうだ、これがあったわね……

　ハンカチを顔に当てると、七渡の匂いを感じることができる。

　すっと心が落ち着いたし、身体に力が湧いてくるような気さえする。

　正確には七渡の匂いというか、七渡の家が使っている洗剤やら柔軟剤の匂いなのだけどそれは中学生の頃から変わっていない。

　このハンカチを無理やり取ったのは、私が匂いを嗅ぎたいからという変態みたいな考えからでは決してない。

　次回にハンカチを返したいから会いましょうという口実ができる。そのために、七渡の私物を取り上げたかっただけ。

　私はお手洗いという名の休憩を終わらせ、七渡の元へ戻る。

「誰とメッセージのやり取りをしてたの？」

　七渡が手に持っていたスマホの画面に、誰かとのメッセージのやり取りが見えた。

「翼だけど」

「……差し支えなければ、どんな内容か聞かせて」

　七渡のことは何でも気になってしまう。

　私とデートしている間に、誰とどんなやり取りをしていたのだろうか……

「今は何してるのって聞かれたから、須々木に相談があるって言われて会ってるって答えてたけど」

「私と会っていることを隠さなくていいの？」

「別にやましいことをしているわけじゃないし、嘘をつくのは嫌だしな」

　そこは逆に隠してほしかったわね。

　隠してもらわないと、七渡が私をまったく意識していないみたいじゃない。

「城木さんはそれに対して何か言ってる？」

「えっ、いや、特には……」

　城木にとって別に私は注視すべき相手ではないと判断されたかしら？

　何はともあれ、腹が立つわね。

　そっちが余裕を見せるのなら、こっちは脅かさないと負けになってしまう。

「城木さんとはメッセージのやり取りを頻繁にしてるの？」

「そ、そうだな。勉強とか随時教えてもらってるし、何かあったらすぐに話してって言われてるから、頻繁にやり取りしてるかも」

　城木の弱点は一いち途ずな想おもいが強過ぎたり、依存傾向が高くて重い女だと感じられてしまうことだと思っていた。

　でも、城木は七渡に依存しているのではなく、七渡に依存させている。

　依存度も一周回れば相手を巻き込むことになるなんて、考えもしていなかった。

　それを城木が意図して行っているのかは不明だけど、確実に城木という存在が七渡に無くてはならないものとなっているように私からは見える。

　これは思っていた以上に苦しい状況なのかもしれないわね。

　ここからどんな手を使えば、七渡を手に入れられるのだろうか……

　いや、ここはいっそのこと初手は諦めて、その先を狙ってもいいのかもしれない。

　城木が勝って油断しているところに、七渡を奪うのも有りな気もする。

「そろそろ相談内容を話してくれよ。もう日が暮れちまうぜ」

「そうね、ごめんなさい」

「い、いや、謝るほどのことじゃないけど」

　もうこれ以上引き延ばすことはできなそうね。

　今まさに考えついた内容で話してみるしかない。

「……ずっと一人で寂しいの」

　できる限りか弱い声を出して、上目遣いで七渡を見る。

　今まで堪こらえていた弱さをあえて見せて、私を放っておけないようにする。

「須々木……」

　思惑通り、七渡は私に同情の目を向けている。

　でも、その目は私があまり好きではないものだった。同情とか憐あわれみとかは、私を下に見ていることになるから。

　そもそも寂しいとか、かまってアピールをする女が私は大嫌いだった。弱さを見せて相手の気を引こうなんて、恥ずべき行為だと切り捨てていた。

　いつしか嫌いな自分になってまで、七渡の気を引こうとしている。

　そんな自分に嫌気が差したけど、城木に勝つにはもう手段を選べない。

　私も堕おちるとこまで堕ちたわね……

「学校で友達を作ろうって気はないのか？」

「私が一癖二癖ある人間だって、あなたは知っているでしょ？」

「周りに合わせる努力も必要だぞ」

　七渡の言う通り、誰かに甘えるより自分で解決すべきだ。

　でも、七渡は優しいから、もっと弱さを見せれば助けてくれるかもしれない。

「あなたは私の寂しさを埋めてはくれないの？」

「お、俺が？」

「あなたに慰めてもらったら、元気も出て一石二鳥なのだけど」

　やっぱり駄目だ、私は空回りしている。

　プライドを捨てて話しているから、恥ずかしさや惨めさが本当に痛い。

「中途半端に関わっても、より須々木を不安定にさせちゃうだけだと思う」

　七渡の答えは予想できたはずだ。

　先ほども下着屋に行き、七渡へ性的な部分を想起させた。

　普通の男子だったら下心全開で食いつく気もするけど、考えてみれば七渡は普通の男子ではなかった。

　七渡が誘惑で簡単に釣れるのなら、あのギャル女だって勝てていたはずだし。

　ここからどうにか話の軌道を変えて、城木の先を見据えていかないと。

「同じペアだったアルバイトという場所がないと、あなたとの繋つながりが一切無くなってしまうの」

「そうだな。学校も違うし、仕方のないことだけど」

「……その関係性って、色々と利用できる価値があると思わないかしら？」

　私は七渡の首の後ろに手をまわし、そっと抱き着いた。

　それは七渡を誘うという目的よりも、顔を見て話せないからという気持ちが大きかった。

「ちょ、ちょっと須々木!?」

「落ち着いて聞いて」

　肩を優しく撫なでながら、七渡へ耳打ちで話す。

「……こんな繋がりなら、仮にあなたが学校で誰かと付き合っても同時に私と隠れて付き合うことも可能じゃないかしら？」

「えっ？」

「例えば、あなたが城木さんと付き合って私とも付き合うとか？」

　城木が最強なら、いっそのこと勝たせてあげればいい。

　ただし、私も一緒に勝つ。

　その後に、七渡を自分だけのものにできればいい。

「そ、それって、須々木が俺を突き放した原因と一緒じゃんか」

「あっ……」

　美み波なみの嘘だったとはいえ、七渡に別の恋人がいると言われて私は七渡と別れた。

　でも、今の私はあの許せなかったことを七渡に提案している。

　七渡の言葉でその事実に気づかされ、崩れ落ちそうなほどの嫌悪感が湧きだした。

「ご、ごめんなさいっ」

　私はその場から逃げ出した。そこにいられなかった。

　早く誰もいない自分だけの居場所に行かないといけない。

　そうしないと、かつてないほどの羞恥心が私を襲ってきてしまう。

「はぁ……はぁ……」

　息を切らしてしまうほど、遠くまでかけていった。

　誰もいない広場のベンチで座り込み、一人だけの世界で深呼吸する。

　冷静になると、自分の愚かさに乾いた笑いが出てしまう。

　だから言ったじゃない。

　焦っては駄目だって──




　　　◇翼◇




　昨晩は七渡君と二人で会ってお話をした。

　須々木さんと会って相談を受けていると聞いて不安はあったけど、何か関係性が変わったわけではなさそうだった。

　仮に七渡君が須々木さんを選んでしまっても、私に止めることはできない。

　どんなことになったとしても、それで七渡君を諦めることはないんだけどね。

「おはようございます」

　アルバイトの時間ギリギリに須々木さんがカウンターへ入ってきた。

「おはようござい……な、何かあったんですか？　顔色悪いですよ」

　目の下にクマができていて、見たことがないほどやつれている須々木さん。

「別に」

　何かがあったのは明らかだけど、須々木さんは強がっていて何も口にしない。

「……昨日、七渡君を置いて帰ってしまったようですね」

「聞いたの？」

「夜に七渡君と会ったので」

　自分から詳細は聞けなかったけど、七渡君が話してくれたので大まかな流れは理解している。

「置いて帰るのは酷ひどいですよ。ましてや須々木さんから相談があると誘ったのに」

「放置プレイよ。むしろご褒美ね」

「そういうのは七渡君が可哀かわい想そうなので止やめてください」

　私が好きな人を弄ぶのは受け入れられない。

　七渡君を放置するなんて、私からしたら贅ぜい沢たく過ぎる。

「……私も悪いと思っているわ。今度、七渡に会ったら謝るつもり」

「その言葉が聞けて安心しました」

　悪いと思っているということは、七渡君を置いて帰りたくはなかったのかもしれない。

　何か、その場から逃げ出したくなるような失敗をしてしまったのだろうか……

「七渡は何か愚痴ってた？」

「七渡君は優しいので、そんなことは一切無かったです」

「そう」

「でも、しょんぼりはしていたので、たくさんよしよししてあげました」

　私の言葉を聞いてムッとした表情を見せる須々木さん。

　でも、私も同じく心の中ではムッとしている。

「……あなたの思惑通りだったってことね」

「えっ、どういうことですか？」

「私とこうして直接相対することで、不安や焦りを募らせて自爆を誘ったのでしょ？」

　何な故ぜか勝手な憶測をされてしまっている。

　でも、やっぱり須々木さんがやつれているのは、何かの失敗が原因のようだ。

「べ、別にそういうわけじゃ」

「あなたの計画通り、私はゆっくりじんわりと七渡へ踏み込んでいこうとしたのに焦って自爆してしまったわ」

　須々木さんの勝手な憶測や勘違いは、それだけ七渡君への気持ちが強いという表れでもあるかもしれない。

　だから必死になるし、焦りや不安が募って全てが疑わしくなる。

　私も麗奈ちゃんと出会った当初は、似たような気持ちを抱いたこともあった。

　相手のこと誤解して、七渡君に無む茶ちやなアピールをしてしまった。遊園地でみんなと遊んだ時も、七渡君の頬ほおにキスしちゃったし……

「だから、もう何もかも終わらせようと思うの」

「……何をするつもりなんですか？」

「白黒はっきりつけるのよ。私が完璧に負けたら、このアルバイトもやめるし七渡やあなたの前に姿を見せることもなくなるから」

　須々木さんは精神的に相当追い込まれているのか、この状況を無理やり終わらせようとしている。

「それで、いいんですか？」

「ええ。このまま勝敗があやふやなままだと、自分のことが受け入れられないくらい嫌いになりそうだもの」

　小学校の時に七渡君が引っ越してしまってから高校生になって再会するまで、私は寂しさや不安にずっと耐えていた。

　その影響で心は鍛えられた。だから、我慢強さや忍耐力には自信がある。

　須々木さんも麗奈ちゃんも焦って失敗している気がする。

　待つのは大事。七渡君が決断を待ってほしいと思っているのだから、ちゃんと待ってあげないといけない。

「その代わり、私と七渡が付き合うことになったら余計なことや邪魔をしたりは絶対にしないでくれる？」

「私は七渡君が嫌がることは絶対にしません」

「そう。その言葉を聞けて安心したわ」

　邪魔をしたりなんかしない。

　でも、こっちにも居場所はあるよと静かに門は開けておくつもりだけど。

「まさか、あんなことになってしまうなんてね……まったく、あなたのせいで私の計画が台無しだわ」

「色々とごめんなさい」

「謝るのだけはやめて。あなたからの同情なんて、もはや侮辱に近いわ」

　須々木さんの言葉を聞いていると、アルバイトを変えてよかったなと改めて思う。

　そうしていなければ、須々木さんの計画が上手うまくいってしまい七渡君を奪われていたかもしれない。

「あなたにはむしろ感謝してるの。あなたがいなければ、きっと七渡はあのギャル女と付き合っていただろうし。その負けは悔し過ぎてどうにかなりそうだわ」

「麗奈ちゃんは良い子ですよ」

「あなたの評価はどうでもいい。私が毛嫌いしているだけだから」

　須々木さんも麗奈ちゃんと冷静に向き合って話せば、仲良くなれる気はするのに……

　考え方はまったく違う二人だけど、気質は似ていると思う。

「でも、それだけ真剣に考えてるってことは、七渡君への気持ちは本物なんですね」

「ええ。それは間違いないわ」

「なら安心しました。ウチが負けても七渡君を任せられそうです」

　七渡君が誰かと付き合って不幸になるのは受け入れられない。そうなったら、私がもっと頑張って七渡君と付き合えていたらなって激しく後悔をすると思う。

「意外と負ける未来を想定しているのね」

「七渡君が誰と付き合うかはウチじゃなくて七渡君が決めることですからね」

「……そうね。私達がいくら悩んでも、選ぶのは彼だったわね」

　須々木さんは私と白黒つけようとしているけど、七渡君が選ぶのは私達以外の人という可能性もある。

　麗奈ちゃんだっているし、誰も選ばないという選択だって有り得る。

「あなたが正々堂々な人で助かったわ。おかげで万が一のことがあっても、悔いが残りそうにないから」

「須々木さんは正々堂々なんですか？」

「残念ながらそうではないわ。でも、七渡には正々堂々しか通用しないから、自然とそうなってしまうわね」

　須々木さんの言葉を聞いて、その通りだなと納得してしまう。

　七渡君は優しいし周りの目も気にするから、不誠実な手段は効果を発揮しないはず。

「次に七渡とあなたと私が一堂に会した時が、私達の最後よ」

「わかりました」

　全てを終わらせようとしてくる須々木さん。

　きっとその決断に至ったのは、強い覚悟を胸に秘めているからだ。

　私も七渡君との未来のために、覚悟を決めておいた方がいいかもしれない──
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　九月も中旬となり、少し涼しさが訪れてきた。

　昨日は文化祭での出し物が正式に決まり、今日から準備が始まる。

　クラスメイト達は文化祭を楽しみにしているため、今までにはなかった活気がある。

「翼～文化祭って何やることになったの？」

　麗奈ちゃんは昨日、体調を崩して休んでいたため文化祭の話を聞いていなかった。

「エナジードリンク屋になったよ」

「エナジードリンク屋!?」

　私の言葉を聞いて驚いた反応を見せる麗奈ちゃん。

「あれって廣瀬がふざけて提案したやつじゃん」

「お化け屋敷にしてたんだけど、他のクラスと被かぶっちゃったみたいでね。それで他クラスとのじゃんけん決めで負けちゃったから、適当に決めてた第二希望のエナジードリンク屋になっちゃったみたい」

「アホ過ぎでしょこのクラス……」

　後先考えずに行動していたクラスに呆あきれている麗奈ちゃん。

　私は七渡君と一緒なら、きっと何でも楽しいと思うので文化祭で何をするかはそこまで重要じゃなかった。

「意外と衣装決めとかでも盛り上がってたよ」

　麗奈ちゃんにスマホで衣装候補の写真を見せる。

「えっ、けっこう可愛かわいいじゃん」

　どうやら、都会にはエナジードリンクお姉さんと呼ばれる人達がいるらしい。

　駅前などでセクシーな格好をしたお姉さん達が無料でエナジードリンクを配ってくれるんだとか。

　私達のクラスも、その衣装を模した格好をしようと計画している。

「それに、エナジードリンクとかちわり氷を組み合わせた創作ドリンクを作ろうとか、色んな案もでてきて楽しそうだよ」

「……馬鹿げている店だからこそ、意外と集客も良さそうだね」

　最初はクラスにヤバいかもという空気が流れていたけど、みんなでアイデアを出し合ったら面白そうなやり方がたくさん出てきた。

　七渡君もエナジードリンクお姉さんは男のロマンだとテンションを高めていた。

「地ち葉ばさ～ん、衣装の良いアイデアなんかないかな？」

　麗奈ちゃんが衣装班を任されているクラスの中心の女子達に話しかけられている。

　高校生活の序盤にはあまり見られなかった光景が、今では不思議ではなくなっている。

　というか、いつの間にか私よりも麗奈ちゃんの方がクラスに溶け込んでいる気がする。

　麗奈ちゃんはオシャレで目立つタイプなので、みんなにどういう人か理解された後なら人気者になれる素質があると思う。

　それに、きっとこの文化祭を通じて友達もたくさんできると思う。

　私は少し人見知りなところもあるから、まだこのクラスの人達とそこまで打ち解けることができてないかもしれない。

　柚癒ちゃんは私じゃなくても誰とでも話せるし、クラスのみんなと仲が良い。

　もしかしたら、私は七渡君がいなかったら孤独になっちゃう可能性もある。

　そんな不安が頭によぎったら、自然と身体からだが七渡君の方へ向かっていた。

「七渡君……」

「どうしたんだ翼」

　七渡君は友達と話している最中だったけど、会話から抜けて私と向き合ってくれた。

　私を優先してくれて嬉うれしい気持ちが半分と、気を使わせちゃって申し訳ない気持ちが半分ある。

「文化祭の準備とか初めてだから、どうしたらいいかわからなくて……」

「俺も初めてだけどそこまで力まなくて大丈夫だと思うよ。クラスの中心の人達が率先してやってくれると思うし、何か手伝えることがありそうだったら参加するって形で問題ないと思う」

「変に思われたりしないかな？」

「その時は俺が代わりに事情を説明してあげるから大丈夫だよ。手伝いたい気持ちがあったけど、どうしたらいいかわからなかったってさ」

　頭を撫なでながら、もしもの時は俺がいるからと優しい対応を見せてくれる七渡君。

　七渡君に相談してよかった。おかげで安心できた。

「ありがとう、大好き」

　七渡君を想おもう気持ちを我慢できなくて、腕に軽く抱き着いてしまう。

　人目があるから我慢しないといけないって思ったけど、止められなかった。

　今まで七渡君を愛する気持ちは抑制してきたつもりだけど、もう難しいよ……




　授業が終わり放課後になった。

　今日は女子達だけで文化祭の話し合いが行われるみたいだ。

　クラスの中心でもある文化祭実行委員の昆こん野のさんが張り切っていて、乗り気ではないみんなも渋々参加している。

　発注する衣装は早めに決めないといけないらしく、みんなでどのパターンが良いかあれこれ悩んでいる。

　クラスの女子全員を巻き込む必要があったのかは疑問に思う。話し合いの中心は昆野さん達だし、私と一緒でただいるだけの人も多い。

　麗奈ちゃんと柚癒ちゃんは距離を空けながらも話し合いに参加している。私はそれを眺めることしかできない。

「どちらかに統一するより、白と黒の二種類にして天使と悪魔感を出した方が面白そうだけど」

「地葉さん、ナイスアイデア。確かにどちらかに絞る必要ないかも」

　麗奈ちゃんのアイデアで衣装の方針が決まっていく。麗奈ちゃんの意見は見た目の雰囲気も相まって説得力があるから、みんなは納得してしまう。

　二十分ほど経たつと発注方針が決まり、話し合いが終了する。

　アルバイトもあるので長引かなくて助かったなと胸を撫でおろす。

「ちょっと城木さんさ」

　みんなが教室を出て行く流れで私も帰ろうとしたけど、クラスメイトの吉よし野のさんに呼び止められてしまった。

「天あま海み君は地葉さんと付き合ってるはずだから、天海君に親しくし過ぎると不味まずいんじゃない？」

「えっ」

「確かに、地葉さんも城木さんも目立つから、その辺のこと気になってる人は多いかも」

　吉野さんの言葉に昆野さんも反応し、興味を持った目を向けられる。

　他のクラスメイトも気になっていたことを言ってくれたという目でこちらの様子を窺うかがっており、変に注目を浴びる事態になった。

　麗奈ちゃんはＳＮＳに七渡君と付き合っている匂わせ投稿をしてしまったため、クラスでは公認カップルのように扱われていた。

　その影響で私は今、追い込まれている。頭の中で考えを巡らせても上手い言い方が見つからないので、この状況はよろしくないかもしれない。

「う、ウチは……」

「今日も二人で親し気に話してるとこ見たし、あたし気になります」

　事情を説明するのが難しい。

　言葉では長くなっちゃうし、みんなが信じてくれるとも限らない。

　どうしよう……このままだと、クラスでの居心地が悪くなっちゃいそうだ。

「あたし、もう七渡と別れたから」

「えええ!?」

　私が困っていると、麗奈ちゃんがみんなに伝わるような大きな声で堂々と別れたと告げてしまう。

「だから、翼は何も問題無いの。むしろ親友だし、信頼し合ってる」

　私の肩を抱き寄せて、仲なか睦むつまじい様子をみんなに見せる麗奈ちゃん。

「そ、そうなんだ」

「なんかごめんね、気を使わせちゃって。ちゃんと公言しておけば良かったか」

「い、いや、言い辛づらいもんね。そういうことなら大丈夫だよ」

　教室の空気が変わり私への注目も薄れ、みんなは下校するため教室から次々と出ていく。

　でも、私と麗奈ちゃんは一歩も動かず教室に残ったままだった。

「麗奈ちゃん……」

「気にしないで。元々はあたしのミスが原因でクラスメイトから大きな勘違いされることになったしさ」

　まだ私と麗奈ちゃんが理解し合えていなかったから、お互いに空回りすることが多かった。その名残りが今回の件を生んでしまった。

「で、でもっ」

「平気平気。あんなのあたしのズルだもん。むしろ今までごめんね」

　言葉では平気と言っているが、声は震えている麗奈ちゃん。

　みんなの前で別れたなんて言うのは、精神的に相当辛いはずだ。

「ウチのためにありがとう麗奈ちゃん」

「あたしが原因で翼が責められてんだもん。ちゃんと責任取るって」

「いやでも、ウチも七渡君に甘え過ぎちゃってたから」

「大丈夫だよ、あたしも翼の気持ちちゃんとわかるからさ。お互い同じ人を大好きになってるもんね」

　私の気持ちを理解してくれる麗奈ちゃん。

　今まで自分の気持ちを理解してくれる人は少なかったので、麗奈ちゃんのおかげで共感してもらえる喜びを感じることができている。

「これでひとまず火消し完了かな？」

「うん。もうウチらに何か言ってくる人はいないんじゃないかな」

「ちゃんとはっきり別れたって言ったからね」

　そう言いながら、堪こらえ切れずに涙をこぼしはじめた麗奈ちゃん。

　私はその震える身体を優しく抱きしめて一緒に泣いた。

　私も麗奈ちゃんの気持ちがわかるから、胸が激しく痛むくらい共感できてしまう。

　その後はアルバイトを初めて遅刻してしまったけど、別に後悔はない。

　大切な人のために使った時間は、かけがえのない価値があるから──







第３章　フェスティバル







　　　＋七なな渡と＋




　文化祭まであと三日と迫ってきている。

　昨日はコスチュームやクラスＴシャツも届き、教室では大いに盛り上がっていた。

　クラスメイト達は活気づいていて、みんなそわそわしている。

　今日は男子が買い出し要員となり、各地のディスカウントストアへ取り置きしてもらっていたエナジードリンクを回収しに向かう。

「文化祭とかダルいわ～」

　一緒の買い出しに向かっている中なか原はら君がため息をついている。

　決してみんなが文化祭に乗り気なわけではない。そういうお祭り行事が苦手な生徒も中にはいる。

「深み海う様が来るから気合い入れろボケ」

　中原君に罵声を浴びせている一いつ樹き。

　あらぶり具合が気になるが、それだけ気持ちが高まっているのだろう。

「だ、誰だよその人」

「神」

「神様がエナジードリンク飲みに来んのかよっ」

　いつから深海さんは神になったのだろうか……

　神様じゃなくて翼つばさのお姉ちゃんだろと訂正したいが、日本には信仰の自由があるので安易に否定するわけにはいかない。

「深海さん来るんだな」

　どうやら、深海さんは翼の様子を見に来るみたいだな。

「土下座して文化祭を一緒に回ってくれる約束を取り付けた」

「そんなことで土下座すんなよっ」

　一樹の必死さに少し引いてしまう。

　深海さんも土下座なんてされたら流石さすがに承諾せざるを得ないだろう。

「でも、なんだかんだ仲良くなってるみたいだな」

「変に都会を恐れているというか、警戒心がやたら強くて最初はめっちゃ距離を置かれたけど、誠心誠意の押し売りでようやくここまで来たんだ」

「偉業を成し遂げたような顔で語んなよ」

　深海さんはボーっとしていることが多いから、翼から過保護な扱いを受けている。

　翼の方が妹なのに立場的にはお姉ちゃんになっている。

　ディスカウントストアに辿たどり着き、エナジードリンクの人気銘柄であるモーエナとレイドブルが詰められたダンボールを手にして学校へ向かう。

　重くて大変だけど、男子はこういうことでしか手伝えないからな。

「あっ、いたいた。お疲れさん」

　何な故ぜか麗れい奈なが俺達の元へやって来た。

　麗奈も文化祭の小物の買い出しで、どこかへ行っていたみたいだが……

「地ち葉ばさんまじで可愛かわいいよな」

「わかる。俺とか毎日のように地葉さんで妄想してるもん」

　麗奈の姿を見たクラスメイト達が話題にしている。

　二学期になってよりクラスメイトと打ち解けてきた麗奈は、その容姿も相まってみんなを虜とりこにしている。

　今までの恐こわい印象も薄れ、男子達が可愛いと話題にすることも多くなった。

「どうしたんだ？」

「近くに買い出し行ってたから、どうせなら一緒に帰ろうと思って」

　夏休みのキス事件以降は気まずさがあったのだが、時間が経ってその気まずさはほぼ薄まってきている。

　それに、最近の麗奈は雰囲気が変わったというか、気持ちに余裕ができたのか前を向いて笑顔でいることが増えている。

「俺達は先に戻ってるから、ゆっくり歩いて帰れよ」

「おーう」

　一樹は他のクラスメイト達と先に自転車で学校へ向かってしまう。

　俺は荷物を載せた自転車を歩いて押しながら、歩きの麗奈と一緒に帰る。

「文化祭楽しみだね」

「そうだな。でも、麗奈ってそういうイベント苦手だと思ってたけど」

「今まではそういうイベントの楽しみ方を知らなかっただけ。でも今は七渡を通じてみんなと仲良くなって、人と一緒にいる時の楽しさも知ったから」

　最初に出会った中三の時は、人嫌いで一いつ匹ぴき狼おおかみのような存在だった麗奈。

　それが今では協調性を持って、人との繋つながりの大切さを噛かみしめている。

「麗奈の良い所はいっぱいあるから、みんなそれをもっと知ったらこれから人気者になっちゃうんじゃないか？」

「あたしは誰にでも優しくするのは無理だから、人気者は想像できないかも」

　きっとこれからは、もっと麗奈が学校に溶け込んでいくことだろう。

　一年生が入ってきたら後輩とかにも慕われる姿が想像できる。

「話変わるけど、あの元カノとは最近どうなの？」

　今まで須す々す木きのことを一切話題に出さなかった麗奈が、自ら話を振ってきた。

「バイトの曜日が変わってからはほとんど会うことは無くなったな」

「そっかそっか」

　俺の返答を聞いて安あん堵どした顔を見せている麗奈。

「新しく一緒にペアになってるバイトの人とはどうなの？」

「普通の仲だよ。大学生のお姉さんだから、大学の話を聞いたりはするけど」

　須々木と代わってペアになった木きの下したさん。

　俺よりも一年長く勤めている先輩であり、仕事中は頼りになることも多い。

「好きになったりしてない？」

「いや、むしろ小学生の男の子と付き合ってるって聞いてドン引きしてるけど」

「何そいつ!?　たった一つの情報でヤバさ爆発してんだけどっ！」

　麗奈が驚く理由もわかる。俺も最初に聞いた時は衝撃を受けたからな。

「……あのね、あたし七渡とはもう別れたってクラスのみんなに伝えたから。これでみんなから恋人だと思われることは無くなったから安心して」

「い、いつの間に」

　だから最近、麗奈に話しかけようとする男子が増えたのか……

　麗奈が周りを牽けん制せいするために設けた俺との恋人設定。

　麗奈のためとはいえ、あれのせいでクラスの男子に嫉妬の怒りをぶつけられることもあったからな。

「ごめん、色々と迷惑だったでしょ」

「そんなことないって。みんなを勘違いさせてるのは申し訳ない気持ちもあったけど」

　あの噂うわさが消えたのなら、もう周りを気にせず翼と堂々と一緒にいても問題ないかもしれない。

「でも、何で改まってみんなに伝えたんだ？　自分から別れたって言い辛づらそうだけど」

「翼がそのせいで色々言われちゃってたからさ」

　どうやら女子の間で翼への悪印象がついてしまっていたみたいだ。

　翼は俺に心配をかけたくなかったのか、何も言ってなかった。そういうところをちゃんと気づいてあげられないと駄目だな。俺も反省もんだなこれは……

「翼を守ってあげたのか？」

「そんな感じ」

「……ありがとう。優しいな麗奈は」

　麗奈が翼のために気を使ってくれて助かった。

　翼が傷つくところは俺も見たくないからな。

「そんなことないって。でも、七渡のおかげでちょっと優しくなれたと思う」

「俺は別に何もしてないと思うけど」

「うーうん、いっぱいたくさんしてもらってるよ」

　俺の背中に触れて撫なでてくる麗奈。

　その後は会話が途絶え、数分ほど無言で歩く時間が続いた。

「……もう、あたしにあんまり気を使わなくていいからね」

　沈黙が続く中、麗奈が寂しそうな顔をして再び話し始めた。

「どうしたんだ急に」

「今までけっこう気を使わせちゃってたなと思って」

[image: ]

　これまで麗奈に気を使っていたのは事実だ。

　友達だから何をするにしても気になるし、放っておけない存在だったからな。

「七渡ってけっこう周りに合わせるタイプだから、みんなに気を使いっぱなしでしょ？　たまには我わが儘まま言ってもいいと思うし、好き勝手に生きてもいいんじゃない？」

「周りに合わせたり気を使わないと、嫌われちゃったり自分の居場所が無くなるんじゃないかって不安になりそうだけど……」

「居場所は無くならないよ。あたしがいるもん。それに、多少のことでは嫌われないし、あたしは七渡が何したって嫌わないよ。だって、もう七渡のことは溢あふれんばかりに信頼してるからさ」

　麗奈の言葉は胸の奥にすーっと入っていき、火照るような温かさが生まれた。

　信頼してくれているのは嬉うれしいし、頭の中にある不安や迷いが薄れていく感覚もある。

「どんな道を選んでも、あたしはずっと友達でいるから。だから、安心して決断してね」

「麗奈……」

「何か困ったらいつでも相談乗るしさ」

　隣で親指を立て、任せなさいという表情を見せてくれる麗奈。

「大学生になったら、車の免許取って一緒にドライブとか行こうよ」

「めっちゃ楽しそうだなそれ」

「社会人になったら、お酒でも飲みながら仕事の愚痴とか聞くしさ」

「麗奈なら、一緒に怒ってくれそうだな」

　大人になっても今と変わらず仲良くいられたら、きっとそれ以上の幸せはない。

　麗奈がそういう気持ちを抱いてくれているのなら、これからもずっと仲良くできるはずだ。俺も麗奈とは友達でいたいからな。

「七渡は困ってた時にずっと助けてくれたから、あたしも七渡が困った時に助けてあげるからね」

　麗奈の心優しい言葉に胸を打たれる。ここまで大切に想おもってくれるのは素直に嬉しい。

「だから、頼りにしててね」

　いつの間にか麗奈は頼ってくる存在から頼れる存在になっていた。

「ありがとう。めっちゃ心強いよ」

　麗奈とそこまで話した時には、学校の前まで来ていた。

　クラスメイトの女子を見つけた麗奈は、俺に手を振ってからクラスメイトの元へ向かっていった。

　麗奈の言葉で心の荷が下り、心の中のもやもやが晴れた気がした──
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　文化祭当日となり、ワクワクした気持ちで学校へ向かった。

　空は晴れわたっており、良い天気だが気温は少し高めとなっている。

「今日の文化祭、俺と一緒に回ってくれないか？」

　校門の脇で、勇気を出して女子を誘っている先輩がいた。

「無理に決まってんじゃん。何であんたなんかと一緒に回らないといけないの？」

　先輩にそっぽを向き、冷徹に断っている女子生徒。

　このままだと救いが無いので、どうか女子がデレて仕方ないなぁ一緒に回ってあげると返す未来があってほしい。

「ちゃんと楽しませるから」

「好きでもない人と一緒に回っても、不快な気持ちにしかなんないっしょ」

　先輩と俺の希望は虚むなしく散り、女子から出る言葉はより棘とげが増えていく。

「そこをなんとか頼む」

「しつこいって！　まじウザい」

　声を荒らげて先輩を睨にらみつける女子。完全に拒絶の態度だった。

　そのまま先輩は校舎へ入ることなく、学校とは真逆の方向へ歩き出した。

　せっかくの文化祭だったのに、始まる前からショックを受け参加すらやめてしまったのかもしれない。

　二人のやり取りを見ていて、何事も断り方は大事なのかもしれないと思った。

　相手の気持ちを強く否定したり、踏みにじったりするのは相手に傷を負わせてしまう。

　もちろんしつこい先輩側にも問題はあったが、もっと別の断り方もあったはずだ。

　相手に恨まれるようなやり方は、いつか自分が損してしまう可能性もある。言葉は凶器にもなるから、扱い方にはより一層気をつけていかないと。

「おっ、こんなところで突っ立ってどうした？」

　背中を小突かれて振り向くと、一樹が立っていた。

「あっ、おはよう」

「おはよう。今日は一人で登校か？」

「女性陣は準備があるから先に学校行ってる」

「そういうことか」

　女性陣はコスチュームに着替えて、髪を盛ったり化粧もするみたいだから準備に時間がかかると麗奈が言っていた。

「さっき知らん先輩が学校とは逆方向へ泣きながら歩いてたんだが。この世界を滅ぼしてやるって物騒なこと言ってたぞ」

「その先輩、女子に一緒に回らないかって誘って罵声込みで断られてたぞ」

「おいおい、今日は文化祭なんだから無理してでも優しく断ってあげてほしかったな。そりゃあの先輩も闇落ちするわけだわ」

　一樹はモテるので、今まで何度か告白されるところを見てきた。

　優しく断って相手のことも気遣っていたから、振られた女子は一樹のことが好きなまま大人しくなっていた。

　俺も一樹みたいに何事も円満に収められる能力を身につけたいところだ。

　そのまま一樹と一緒に教室へ入ると、思わず目を見開いてしまうほど強烈な楽園のような光景が広がっていた。

「あああ……」

「おい七渡、大丈夫か？」

　あまりの光景に呼吸が上手うまくできなくなってしまう。

　それを見た一樹が、優しく背中をさすってくれる。

「凄すごい衣装だ」

　二種の衣装のうち、一方は黒いシャツだが、丈が短いため女子生徒のへそ達が出てしまっている。

　へそというのは普段は隠れている部分なだけあって、それが全開になっていても見てはいけないものなんじゃないかと目を逸そらしてしまう。

　それに、下はショートパンツなのも刺激を高めている理由の一つになっている。

　もう一方の衣装は白ベースの薄手のジャンパーとなっている。こちらの丈は長く太ももまで伸びているが、下のショートパンツ部分が絶妙に隠れる丈となっているため、下を穿はいていない風にも見えてしまう。

　どちらの衣装も際どいセクシーさがあって、尋常ではない刺激を与えてくる。

　うろたえているのは俺だけでなく、他の男子も緊張感を持って固かた唾ずをのんでいる。

「あぁ！　まじヤバ過ぎる！」

「そんなにか？」

「前に駅前で似たような衣装を着たお姉さん達が、エナジードリンクを無料で配ってることがあったんだ。あの時はまだ中学生だったけど、あまりのインパクトに精通したからな」

「さらっととんでもないこと言うなよ」

　自分で言ってて恥ずかしくなったが、もう発言を消すことはできない。

「ちょっと下品さもあって、俺はあまり好きじゃないけどな」

「セクシーを理解できず下品と感じるなんて童貞丸出しだぞ」

「お前だって童貞だろカス」

　わかり合えない一樹と取っ組み合いを始める。

　俺にだって決して譲れない想いがあるからな。折れるわけにはいかない。

「こらこら、あんた達朝から何してんのよ」

　教室へ入ってきた麗奈が間に入って、俺達の戦いを終わらせる。

「コスチュームについて激論してたんだ」

「そうなん？　あたしがベース決めたから、良い感じっしょ？」

　どうやら麗奈の監修もあって、この素晴らしい衣装が誕生したようだ。

「この衣装には感動した。麗奈は将来パリコレとかに出れそうだな」

「そんなに!?」

　嬉うれしそうに驚く麗奈。冷静になってその全身を見ると、黒い方の衣装を着ていた。

　スタイルの良い麗奈が着ると、お金を払った方がいいのではと思うレベルの可愛かわいさとエロさと心強さがある。

　水着の時以来となった麗奈のへそとのご対面。とりあえず軽く会釈はしといた。

「七渡く～ん、おはよ」

　麗奈とは異なり白い方の衣装を着ている翼。

　持ち前の可愛さも相まって天使という言葉が相応ふさわしい姿になっている。

「おはよ。似合ってるな、その格好」

「本当に？　ありがと七渡君」

　ただ、普段の翼には現れないエロさが滲にじみ出てしまっている。この格好をあまり他の男に見られたくない。

「ちゃんと下穿いてるよな？」

「もちろん、ちゃんと穿いてるよ」

　ジャンパーの裾をちょっぴりと持ち上げ、ショートパンツを見せてくれる翼。

　下をしっかりと穿いていたとはいえ、その行為はエチが過ぎる。

「でも、黒い方のコスチューム姿も見たかったな」

　欲を言えば、小悪魔系の翼も見たかった。

　白い方が似合っているとはいえ、ギャップのある方が良いかもしれないからな。

「じゃあ、今度お家うちで黒い方も七渡君に見せるね」
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　おいおい……家であんな格好をされてしまったら、色々と我慢するのが大変そうだな。

　だが、絶対に見たい。リトルデビル翼はどうしても見たい。

「男子～準備手伝ってー」

　吉野さんからの呼びかけがあり、準備の手伝いを始める。

　運動部の人達が持ってきてくれたクーラーボックスに、みんなで用意してきた氷を均等に分けていく。

　キンキンに冷やされるエナジードリンクは美味うまそうだな。今日は気温も少し高めなので、客足も予想より多くなるかもしれない。

　女子の格好を見つつ準備を手伝い、文化祭の開始を待った。




　俺達は部活動をしていないこともあり、他に出し物や用事もなく店の運営に専念しなければならない立場だった。

　俺はクレープ屋でのアルバイトの経験を活いかすために、調理スタッフのような商品を用意する仕事を自主的に担っている。

　単純にエナジードリンクを販売するのではなく、ひと工夫したジュースを用意することになっている。

　エナジードリンクにかちわり氷を合わせた物や、エナジードリンクが少し苦手な人向けに用意されたスポーツドリンクで割ったジュースなど、意外と多くのバリエーションのメニューが用意された。

　ただ、タピオカ入りエナジードリンクのメニューはどうかと思う。何でもタピオカ入れればいいってもんじゃない。

「天あま海み君、エナジードリンクのクリーム載せ一つだって」

「ほーい」

　エナジードリンクをグラスに注ぎ、冷たいクリームをチューブで綺き麗れいに載せていく。

　素人なら手間取って時間がかかるメニューだが、俺なら手早くできる。

「クリーム載せるの上手くない？　ウケる」

　クラスメイトの加か藤とうさんが俺の手際を見て感心している。

　今まであまり関わったことのない女子生徒だったけど、ふとしたきっかけができた。

「クレープ屋でバイトしてるからさ」

「そうなんだ、意外。今度食べに行くからそのお店教えてね」

「うん、その時はサービスするよ」

　文化祭は出会いの場でもあるな。早速、女子との繋つながりができてしまった。

「ちょっと七渡君？」

　隣で一緒に作業をしていた翼が、俺を不満気な目で見ている。

「ど、どうした？」

「ちょっと、さっきの会話軽い感じがして嫌やったよ」

　珍しく不満の気持ちを伝えてくれる翼。

「ごめん、向こうが軽いノリで来たから軽いノリで返しちゃった。でも、きっとクレープ食べに行くなんて適当に言ってるだけで、本気では言ってないと思うぞ」

「どうだかな～……七渡君あの子のおへそばかり見てたけど、エナジードリンクじゃなくておへそにクリーム載せたいなとか思ってなかった？」

「そんなヤバいこと考えてないって」

　おへそにクリームなんて、一瞬考えがよぎった程度だっての。大丈夫、俺は健全だ。

「ほら、また注文が来たぞ」

「う、うん」

　休憩する間もなく、次の注文が言い渡された。

　翼と協力して、複数の注文を処理していく。翼も同じクレープ屋でアルバイトしているだけあって、手際は他の生徒よりも優れている。

「ふぅ～意外と繁盛してるね七渡君」

「そうだな。エナジードリンクをただ渡すだけじゃなくてスイーツっぽくして販売したりするのがウケてるのかもな。もちろん、他にも衣装っていう大き過ぎる理由はあるけど」

「作戦勝ちだね」

「でも、タピオカ入りエナジードリンクだけはどうかと思うんだよなぁ。未いまだに注文ゼロだろあれ。誰だよあんなのメニューに入れたの」

　全てが上手くいっているわけではなく、中には失敗したこともある。

　タピオカも買ってしまっているので、それがちゃんと消費されていかないと赤字になってしまう可能性もある。

「うぅ……それ考えたの、ウチやもん」

「どぅえっ!?」

　しまった。まさかあのメニューの発案者が翼だったなんて……

　でも、なんだか納得できてしまう。翼なら考えてしまいそうなメニューでもあった。

「やっぱり、ウチってセンスないのかな？」

「そ、そんなことないって。みんなには理解されなくてまだ注文が無いみたいだけど、俺は面白そうだと思ったから試しに飲んでみるよ」

　翼を悲しませないために、無理やり前言を撤回する。

　そして、自分でタピオカ入りエナジードリンクを作り、作業の合間に飲んでみる。

　思ったより相性は悪くなかったけど、わざわざエナジードリンクと一緒に飲まなくてもいいなという感想だった。

「意外と悪くないぞ。一樹にも渡しとく」

「やった、安心したよ」

　タピオカを破棄しないためにも、クラスメイトにこっそりと渡していこう。そうすれば翼が責められずに済むはずだ。

「お疲れ～」

　接客の仕事をしていた麗奈が俺達の元へやって来る。

「そっちもお疲れ。けっこう良いペースだな」

「うんうん。エナジードリンク屋さんなんて最初聞いた時はどうかと思ったけど、案外みんな来てくれるんだね。これって、こんなに人気の飲み物だったんだ」

　違う、そうじゃないんだ麗奈。

　もちろんエナジードリンクの集客力も多少はあるが、客を集めている一番の理由は女子のコスチュームだ。

　麗奈がその格好をして校内で呼びかけていたら、男子は誰でも食いついてしまう。

　俺が他クラスの生徒だったら七回は行っていたはずだ。

　ほとんどのエナジードリンクにはカフェインが多く含まれており、飲み過ぎるとカフェイン中毒に陥る危険性がある。

　だが、俺にはそのリスクを背負う覚悟がある。この景色を見るためなら、危険を顧みずに何度も足を運んでいたことだろう。

「エナジードリンク屋か、三度目の文化祭で初めての店だから気になるぜ。ちょっと寄ってみっか」

　独り言を言いながら来店したあの三年生の先輩は、実際は二度目の訪問だが最初の来店の振りをしている。

　きっと、また来ているよあの先輩と思われるのが恥ずかしくて、一度目を装う演技をしているのだろう。

　やはり、みんなのコスチューム見たさに、もうリピーターがいるレベルだ。

「二人ともいったん休憩して、ちょっと回ってきなよ」

　麗奈はクラスの様子を見て、俺と翼に休憩を提案してくる。

「まだ早くないか？　それに麗奈はどうなんだ？」

「あたしはもうちょっとやってくよ。コスチュームとか色々自分で決めちゃったし、それなりに責任もあると思うからね」

「……そっか。じゃあ、お言葉に甘えて他のクラスをちょっと回ってこようかな」

　他のクラスがどんな出し物をしているか気になる。俺達から奪ったお化け屋敷が、ちゃんと立派なクオリティーで運営されているかも見物だな。

「翼は一緒に回るか？」

「いいの？」

「当たり前だろ」

　翼は自分でいいのかと心配していたが、俺は友達以外と回るつもりはなかった。翼が一緒ならきっと楽しいし、翼と回りたい気持ちが強い。

「麗奈ちゃんありがと～」

　翼は麗奈に心のこもった感謝をしていた。麗奈はその翼を見て、頭を撫なでていた。

　二人の仲なか睦むつまじい姿には癒いやされるな。それに今はセクシーな格好も相まっていて、世界の絶景に肩を並べるほどの眺望が生まれていた。

「七渡君と一緒に回るの嬉うれしいなぁ」

「そうだな。どっか行きたいところはあるか？」

「他のクラスが何をするかとかあんまり知らないから、とりあえず色々見て回りたいな」

「わかった。そうしよう」

　翼と一緒に文化祭のために色とりどりの飾りつけがされた廊下を歩く。

　人がたくさん行き交うので、翼がはぐれないように何も言わず手を握る。

「七渡君？」

「……はぐれたら困るから」

「ありがとう、嬉しい」

　感謝を述べながら満面の笑みを浮かべる翼。

　翼がはぐれないようにという名目はあったが、それ以上に翼に触れていたかった。

　今までは周りの目を気にしてしまい、知り合いの多い場所で手を握ったりすることはほとんど無かった。でも、今の俺はその程度の理由では止まらなくなっている。

　それだけ、翼を想おもう気持ちが強くなっているのだろう。

「七渡君、メイド喫茶だって。七渡君ってこういう衣装好きでしょ？」

「興味ないね」

　何な故ぜか無駄にカッコつけてしまい、どこかのソルジャーのように素っ気なく興味が無い振りをしてしまった。

「そ、そうなんだ」

　メイド服は露出が少なく、清せい楚そさが強い衣装なのであまり好みではない。

　だが、日常では纏まとわない衣装でもあるので、ちょっと見たい気持ちはある。

「じゃあ、こっちのバニーガールカフェも興味無いよね……」

「興味あるね」

「えっ」

　バニーは露出が多く、誰がどうあがいてもセクシーになるので好きな衣装の一つだ。

　というか、バニーの衣装なんて学校の許可取れんのか？

　俺達のクラスはエナジードリンクのコスチュームという名目だったからなんとか誤ご魔ま化かせたけど、バニーなんて学校側の許可が下りるとは思えないが……

「七渡君、バニーガールカフェ入ってみる？」

「二名です。あっ、ごめんもう入ってた」

　気になり過ぎて、いつの間にか身体からだがお店へ吸い込まれていた。

「あれっ、バニーさんいないね」

　お店にバニーガール衣装の女子が溢あふれているのかと思っていたが、その姿はどこにも見当たらない。誰か一人が代表で着ているのだろうか……

　メニューは蜂蜜を使ったパンケーキやジュースが中心となっている。店全体もイエローカラーとなっており、なんだかとてつもなく嫌な予感がしてきた。

「ごめん七渡君、ここの店名をよく見たらバニーガールカフェじゃなくてハニーガールカフェだった」

　どうやらここは蜂蜜をコンセプトにしたカフェのようだ。見ないようにはしていたが、店員さんは蜂を意識した衣装を着ていた。

「う、嘘うそだろ……」

　まさかの勘違いに、スマホの画面を割ってしまった時のようなショックを受ける。

「そ、そんなに見たかったんだねっ」

「バニーガールなんて滅めつ多たに見れないからな」

　もうお店に入ってしまったので、とりあえずハニートーストを注文した。

「今度家で着てもいいよ？　今朝言った黒い方のコスチュームと一緒に」

「そ、それは流石さすがに申し訳ないよ」

「七渡君が喜ぶこと何だってしてあげたいし、ウチも七渡君を喜ばせたいから」

　もじもじしながら話す翼。仕草一つ一つが可愛かわいいし、見ていて癒される。

「でも、露出多めの衣装って恥ずかしくないのか？」

「もちろん恥ずかしいよ。でも、七渡君にだけは恥ずかしいところもいっぱい見てもらいたいって気持ちもあるから」

　翼とは一緒に長い時間を過ごしてきたが、まだ知らないところはたくさんある。

　俺はもっと翼のことを知りたいと思うし、翼もその意思を受け入れてくれると遠回しに伝えてくれている。

　気づけば俺は翼に夢中になっている。最近は翼のことを考えている時間が多いし、翼のことを目で追うことも増えた。

　食事を終えたのでハニーガールカフェというタイトル詐欺店舗を出て、また二人で校内を散策する。

「七渡君、ここプラネタリウムだって」

「えっ、そんなことまでできるのかよ」

　二年生のクラスが教室にプラネタリウムを作っていた。教室がどんな光景になっているのか、これは興味が湧くな。

　中へ入ると教室内は真っ暗となっており、天井には機械によって映し出された星空が一面に広がっている。

　窓やドアを閉め切っており密閉されているので、冷房が効いてとても涼しく、星空も相まって居心地が良い空間となっている。

「七渡君、ここ凄すごいね」

「いや、驚きだ。人が多いのも頷うなずける」

　想像していたよりも完成度が高く、来て良かったと思えるような空間だ。

　ただ、カップルの姿がやたら多い気がする。

　暗くて涼しい癒しの空間なだけあって、多くの校内カップルを惹ひきつけているようだな。俺達もその一員として見られているかもしれない。

　俺達は密着してイチャついているカップルの横の床へ座り、星空を眺める。

　隣のカップルから聞こえてくる謎の湿った音も気になるが、混雑していてここしか空いていないので他の選択肢は無かった。

　暗い空間に便乗してキスをしているカップルの姿も見え、少し気まずさが湧く……

「七渡君、せっかくだし星を見よ」

「そ、そうだな」

　周りを気にしていたのが伝わったのか、翼に星を見ようと促される。

「東京に来たら、ぜんぜん星が見えなくなっちゃって寂しかったの」

「確かに、俺達がいた田舎町だと綺き麗れいに見えてたもんな」

　都会は明る過ぎて夜空に星がまったく見えない。そんな中で過ごしていたら、いつしか夜空を見上げることさえしなくなっていた。

「また七渡君と見れて嬉しいよ」

「まさか文化祭で星空が見られるなんてな」

「素敵な思い出が一つできたね」

　俺との思い出を素敵な思い出と言ってくれる翼。

　翼からしたら何気ない一言なのかもしれないけど、その言葉を聞いて心から喜びを感じていた。

「あっ、流れ星だ」

「おいおい、そんな仕掛けまであるのか」

　一瞬だが流れ星が見えた。市販のプラネタリウムの機械を使っているんだろうけど、そんな機能まであるとはな……俺もあの機械が欲しくなってきた。

「次流れ星を見れたら願い事しなきゃ」

「何を願うんだ？」

「……内緒。でも、七渡君とのことだよ」

　か、可愛いが過ぎるだろ……

　その一言で胸の鼓動が急激に高鳴ったし身体も熱くなった。これが噂うわさに聞くキュンキュンするというやつなのだろうか。

「七渡君は何か願う？」

「俺は翼が幸せになるように願うよ」

「自分のことじゃなくてウチの幸せを願ってくれるなんて優しいね」

「いやいや、翼が幸せになるのは俺も嬉しいからさ、結局自分のことなんだよ」

　見知らぬ誰かの幸せを願えるほど優しくはない。

　俺はただ、自分の大切な人を大切にしていきたいだけだ。

「七渡君……」

「つ、翼？」

　暗闇に紛れ、べったりと身体を寄せてくる翼。

　俺の腕を掴つかんでいて、物欲しそうな顔で見つめてくる。

「疲れたか？　体調でも悪くなったのか？」

「うーうん、くっつきたくなったの」

　周りの視線を気にしてみるが、みんな星空やそれぞれの相手に夢中になっている……

「暗いから、きっと大丈夫だよ」

　俺の頬ほおに手を当て、安心させてくれる翼。

　左手で翼の肩を持って、軽く抱き寄せる。

　緊張してぎこちない動きになったが、密着すれば翼の体温をより感じることができる。

　周りのカップルがいちゃついていて不快だったが、俺達もその一人になってしまった。

　きっとみんなも自分達だけの世界に入ってしまうのだろう。だから人目も気にならないし、大胆になってしまう。

「すみません、キスはお控えください」

　突然の注意に俺と翼は身体をびくつかせる。

　どうやら、隣にいたカップルが熱くなり過ぎてキスをしていたみたいだ。

「び、ビックリした」

「俺も」

　キスをしていたカップルは気まずそうにプラネタリウムから出て行った。周りはその光景を見てせせら笑っていたが、今の俺達には安あん堵ど感しかない。

「俺達もそろそろ出よっか」

「そうだね」

　涼しい空間だったはずなのに、教室内がやけに暑く感じられた。

　翼と密着していたこともあり、お互いの緊張とドキドキで身体が火照ってしまったのだろう。

　自分達のクラスへ一旦戻り、店の状況を確かめる。

　俺達が働いていた時よりも客足は落ち着いており、忙しくはなく暇過ぎでもなさそうなほどよい流れで商品が売れている。

「麗奈ちゃんお疲れ様」

　翼は一目散に麗奈の元へ行き、労ねぎらいの言葉をかけていた。

　コスチューム姿で接客をしている麗奈。エナジードリンク屋へ来た男子生徒達が、これでもかとチラ見している。

「おかえり～楽しんできた？」

「うんっ、プラネタリウムとかあって凄すごかったよ」

　最近、二人が話している時はいつも笑顔だ。夏休み前では珍しい光景だったが、今ではそれが当たり前になっている。

　そんな二人を見ていると、こっちも自然と笑みがこぼれてくる。

「代わりにまたウチがお仕事するから、麗奈ちゃんも回ってきなよ」

「そうしよっかなぁ～」

　麗奈は両手を上げて疲れた身体を伸ばし、リラックスしている。脇が見えてしまい思わず目を逸そらしたが、別に脇は見てはいけない場所ではなかった。

「七渡君も麗奈ちゃんともうちょっと回ってきなよ」

「働かなくて大丈夫かな？」

「七渡君の分もウチがやっておくから大丈夫だよ」

　麗奈を一人で行かせるわけにはいかないので、今の翼の言葉はありがたい。この麗奈のコスチューム姿では、声をかけられてしまうことも多そうだからな。

「じゃあ麗奈と回ってくるよ」

「うん、楽しんできて」

　翼の気遣いもあり、俺と麗奈が二人で文化祭を楽しむ時間ができた。

　本当ならいつもの五人メンバーで回りたかったけど、一度に同じクラスから五人も抜けるわけにはいかないので叶かなえられない希望だった。

「あたしと一緒に回りたかったの？」

「麗奈と一緒に楽しみたいって気持ちもあったし、麗奈が一人だと心配って気持ちもあったよ」

「そっか、ちゃんとあたしのこと考えてくれてるんだね」

「考えまくってるよ」

「えっ、そんなに？」

　今日は衣装の際どさもあって特に麗奈のことを見ていたし、クラスメイトと文化祭を楽しめているかどうかも気になっていた。

「七渡は変わらないね。ずっと優しい」

「まだ麗奈と話すようになって一年ほどしか経たってないからな。そう変わらないって」

　教室を出て廊下を歩き始めるが、麗奈は普段よりも俺と距離を空けている。

「人多いから近くにいないと」

「いや、ちょっと汗かいちゃったからさ」

　先ほどまで接客をして働いていた麗奈。今日は気温が少し高いので、仕事中に汗をかいてしまったようだ。

　露出しているへそ周りに少し汗をかいているのがたまらなくセクシーであり、思わず五度見してしまった。

「俺は別に気にしないけど」

「あたしが気にするの」

　麗奈の汗と強めの香水の匂いが混じり、どこかいやらしい香りが漂ってくる。

　今日の格好と相まって、サキュバスかよとツッコミたくなるような刺激を与えてくる。これは俺じゃなかったら理性崩壊してるレベルだっての。

「近くにいないと一人だと思われて、よくわからん男に声をかけられたりしちゃうかもしれないぞ」

「む～」

「傍そばにいないとサキュバスかと思われて鼻息荒くした男達が集まってくるぞ」

「そんなん絶対に嫌なんだけど!?　というかサキュバスって何？」

　麗奈は観念して、俺の隣へ近づいてきた。

　こうなると逆に俺がピンチだな。鼻息を荒くしないようにクールな態度を貫いていかないと。

「どこか行きたいところはあるか？」

「……それが特にないんだよね。他のクラスに友達いないし、自分達のクラス以外は正直あんまり興味無い」

「じゃあ、適当に回るか」

「うん、そうしよう」

　翼の時と同様に目的を決めないで麗奈と校内を歩く。

　麗奈は道行く男子の視線を釘くぎ付づけにしており、一緒にいる俺もおまけで何だあいつはと注目されてしまう。

　一旦、校舎を出て、翼と行かなかったグラウンドの方へ足を運ぶ。

　グラウンドでは部活動での出店がいくつか並んでおり、お腹なかを空すかした生徒達が集まって活気づいていた。

「あっ、何かめっちゃ良い匂いする」

「焼き鳥かな？」

「焼き鳥か～小腹空いてたからちょうどいいかも」

　サッカー部の人達が出店していた焼き鳥屋へ向かったが、俺達のように匂いに釣られた生徒が多く行列ができていた。

「焼き鳥といえば心理テストだね」

　列へ並んでいる時に麗奈がはっと思い出したように話し始めた。

「焼き鳥で心理テストなんて、そんなの聞いたことないけど」

「なんかこの前テレビでやってたの」

　心理テストというものを俺はあまり鵜う呑のみにしていない。血液型占いと一緒で誰にでも当てはまるようなことを言っているだけだと思っている。

　でも、暇つぶしができそうな話題ではあるな。

「焼き鳥の中で一番好きなのは？」

「……つくねかな。というか、これでどんな心理がわかるんだよ」

「つくねを選ぶ人は変態な人が多いって言ってた。七渡って変態なんだ」

「おいおい、理不尽過ぎるだろ!?」

　いきなり暴論を言われてしまった。そんなの全国のつくね好きな人が可哀かわい想そうだろ。

　それに俺は別に変態ではない……はず。当たっていない。

「ちなみに麗奈は？」

「あたしは皮かな」

「それを選ぶ人はどんなタイプなんだ？」

「どんなものでも受け入れる人だって」

　やっぱり焼き鳥で心理テストなど、あやふやで納得はできない。

「あんまり当たってなくないか？　麗奈だって好き嫌いあるだろ」

「まぁ、人によってはどんなものでも受け入れてあげるけどね」

　焼き鳥を二本買って紙のお皿の上に載せてもらい、近くの空いたベンチで食べ始める。

　俺の好きなつくねや麗奈の好きな鳥皮はメニューに無かったので、シンプルなタレの焼き鳥を選んだ。

「ちゃんとしたお店じゃないのに、意外と美味おいしいじゃん」

　口を汚さないためか、串に刺さっていた焼き鳥を全部外してから食べている麗奈。

　焼き鳥は好きだけど食べ辛づらいのが嫌だなと改めて感じる。

　最初の三つくらいは簡単に食べられるけど、後半の二つは串の奥に刺さっており食べようとすると串の先が喉に当たってしまう。

　なんとか横から食べようとするが、口が汚れちゃいそうだな……

「ねぇ七渡」

「どうした？」

「……抜いてあげよっか？」

「えっ!?」

　麗奈の唐突な発言に思わずドキっとしてしまう。

　今の麗奈の格好も相まって、言葉一つ一つにいやらしさがこびりついている。

「な、何で急に？」

「悶もん々もんとしてて辛そうだったから」

「ば、バレてたか……」

　俺のことをよく見ていたからか、心境を察してくれている。

　麗奈は俺の紙皿を手に取り、自分の食べ終えた串を使って俺の焼き鳥を器用に串から抜いてくれた。

「わざわざありがとう」

　自分でも抜くことはできるが、女の子にしてもらうと何な故ぜか強い幸福感がある。

「七渡を見てると、何だか色々としてあげたくなっちゃうんだよね」

「それは嬉うれしいような嬉しくないような……不器用だと思われてるのか？」

「そうじゃないよ。手伝いたいというか、手を差し伸べたくなっちゃうような？　母性本能ってやつかな？」

「子供に見られてるってことじゃねーか」

　馬鹿にされているわけではないのだろうが、少し引っかかる部分がある。

　もっと大人っぽくならないと、麗奈から情けなく思われてしまうかもしれない。

「なんか体育館で盛り上がっているみたいだよ」

「そういえば、体育館ではイベントがいくつかやってんだったな」

「じゃあ行ってみようよ」

　焼き鳥を食べ終えた俺達は、体育館へと向かった。

「あ～なんか学生バンドのライブがやってるみたいだな」

　体育館のステージでは三年生のバンドが有名な曲をカバー演奏している。

　世間に幅広く知られている人気曲をチョイスしているということもあり、見に来た生徒達も盛り上がっている。

「麗奈はこういうの好きか？」

「そう見える？」

「まったく見えません」

　麗奈がノリノリになっている姿は一切想像できない。歌うこと自体は得意だとカラオケで知ったので、音楽そのものは嫌いではないのだろう。

「学園物のアニメとかで、主役達が急造バンドでステージに乗り込んで文化祭で派手にライブするってシーンを何度か見たことあるけど、あれリアルで考えたらけっこうヤバいよな」

「あーなんか映像が浮かび上がる。あたし達も真似まねしてやってみる？」

「麗奈と翼のダブルボーカルで、俺がエレキでしばゆーがベースで一樹がドラムみたいな感じかな？」

「ちょっと待って、それ軽く想像しただけでもヤバいって」

　俺達のライブシーンを想像し、堪こらえ切れずに笑いだす麗奈。

「悲しいけど、あたし達にそういう眩まぶしいのは似合わないね。演劇とかならギリギリやれそうだけど」

「麗奈と翼でロミオとジュリエットやるか？」

「……駄目だって、やっぱり無理だって」

　再び想像しては、堪え切れずに笑いだす麗奈。

　どうやら俺達は見せる側ではなく見る側が似合っているようだな。

　ステージに立つバンドが入れ替わり、別の演奏が始まる。

　しかし、誰も知らないオリジナル曲を演奏しており、クオリティーもそこまで高くないため会場が静まり返ってしまう。

　さらには機材トラブルで演奏が中断してしまい、ボーカルの生徒のあたふたしたＭＣの時間が続いてしまう。

「駄目、こういうの見てられないタイプ」

　麗奈は恥ずかしそうに目を逸そらし、居心地が悪そうにする。

「わかる。共感性羞恥心ってやつだな」

　俺もこの地獄絵図は見てられないので、麗奈を連れて体育館を出ようとする。

「え、待って、あれ廣ひろ瀬せじゃない？」

　麗奈の視線の先を見ると、何故か一樹が周りを気にしながら体育倉庫へ入っていく姿が見えた。

「確かにあれは一樹だな。一緒にいるのは翼のお姉ちゃんの深海さんか」

「あたしもそう見えた。まさか文化祭を一緒に回ってるとはね……」

　俺は事前に一樹から深海さんと一緒に回ると聞いていた。だが、一樹が今日何をするのかは聞いていない。

「でも、何で体育倉庫へ入っていったんだ？」

「確かに、あんな人ひと気けのないところに何の用事があるんだろうね」

　俺達はとりあえず体育倉庫前まで来たが、これからどうすべきか迷った。

「七渡、ちょっと開けて中の様子見てよ」

「い、いや、何か怖いって。見たら後悔しそう」

　一樹のことだから何をしているか予想がつかない。深海さんも抜けているところがあるので、変なことをしている可能性も高い。

「でもでも、気になるじゃん」

「気になるけど勇気が必要。邪魔しちゃったら悪いし」

　こんな平和な世の中でも、闇を覗のぞくような勇気が必要になるなんて……

「キスとかしてたりしたらどうすんだよ」

　誰もいない薄暗い体育倉庫の中で二人きりという状況。俺が想像してしまうのは、やはりイチャついてる姿だ。

　だが、二人の仲がそこまで進展しているとは思えない。一樹の口ぶりからして、まだ付き合ってはいないみたいだし。

「その先もあり得るかもね」

「お、おい麗奈、その先ってなんだよ」

「なんだろうね～開けて確かめてみれば？」

　くそっ、怖いけどとんでもなく気になる。

　ただ、開けてはいけなかったパンドラの箱のパターンもある。

「そもそも二人はまだ付き合ってもないんだから、そういうのは絶対に無いだろ」

「別に付き合ってなくても、仲が良いならそういうことしても不思議じゃないけど。あたしも仲が良い人となら、そういうの考えなくもないし」

「いや、あの一樹なら踏みとどまるはず」

「なら、開けても問題無いんじゃない？」

　麗奈に煽あおられ、扉に手をかける。

　しかし、俺が開ける前に内側から扉が開いた。

「うおっ!?　こんなところで何してんだお前ら？」

「そ、それはこっちの台詞せりふだっての！」

　扉の前にいた俺と麗奈を見て驚いている一樹。

　隣に立っている深海さんは、顔を真っ赤にさせてもじもじとしている。

「おいおい、跡をつけてたのか？」

「たまたま体育倉庫へ入っていくのが見えて、何してんのか気になったんだよ。結局開ける前に出てきちゃったけど」

「そうか……危機一髪だったな」

　安あん堵どした表情を見せる一樹。やはり、見られたくないことをしていたみたいだな。

「それで、何してたんだよ？」

「軽く赤ちゃんになってただけさ」

「……いや、意味がわからん」

　ヒントのようなことは教えてくれたが、肝心な答えをはぐらかされてしまう。

　深海さんに聞いても心ここにあらずで返答を期待できない。
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「廣瀬、何してたのよ。あたしも気になるんだけど」

「秘密だ。それぞれの想像に任せる」

「じゃあ体育倉庫でキスしてたってことにしちゃうけど、いいの？」

「勝手にしろ」

　頑かたくなに答えを言わない一樹。あの一樹がここまで口を開かないなんて、きっとよほど人には言えないことをしていたのだろう。

　言ってしまえば深海さんが痛い目を見ることも考慮しているのかもしれない。

　くそ、気になるな……俺達の元から去る二人の背中を見送ったが、早く開けておけばと後悔する。

「もう、七渡がぜんぜん開けないから答えを知れなかったじゃん」

「悪い、俺も後悔してる」

　軽く赤ちゃんになっていたと言っていたので、よしよしでもされていたのだろうか……

　そんな光景は見たくなかったので、やっぱり開けなくて正解だったかもしれない。

「あっ、クラスの女子から連絡来てる」

　音を鳴らしたスマホを手に取り、電話を始める麗奈。

　短いお話だったのか、麗奈は一分ほどで電話を終えた。

「いきなり忙しくなって人手足りないみたいだって」

「そっか。じゃあそろそろ戻ろう」

「そうだね。あたしお手洗い寄りたいから先に戻ってて」

「わかった」

　麗奈と一旦別れ、エナジードリンク屋へ早歩きで向かう。

「うおっ大おお塚つか」

　廊下ですれ違ったまさかの人物を見て、思わず振り返った。

「あっ天海じゃん」

　急いで教室へ戻りたかったが、大塚の存在は流石さすがに無視できない。

「何で来てるんだよ」

「別にいいじゃん。あたしの勝手だし」

　何か大事な理由が無ければ、わざわざ俺達の通う高校の文化祭へは来ないはずだ。

「須々木は来てたりするのか？」

「気になるの？」

「……一応な」

　大塚がいるということは、須々木も来ている可能性が高い。

　別行動をしているのか、大塚の隣にはいないみたいだが……

「教えな～い」

「そこをなんとか」

「無理無理。あたしは意外と押してもヤれない女だから」

　にししと笑っている大塚。これ以上聞いても意味無さそうだな。

「あっ柚ゆず癒ゆちゃん」

「ごめん美み波なみたん、待った？」

　意外にもしばゆーと待ち合わせていた大塚。

　アルバイトが同じで仲が良いことは知っていたが、わざわざ文化祭に来て一緒に楽しむほどの仲になっていたとは。

　でも、しばゆーにだけ用事があるということは、須々木は来ていないのかもしれない。

　別に今日どうしても須々木と会いたいわけではなかったが、少しもやもやはするな。

「待ったけどぜんぜん気にしてないよ。好きだし」

「も～美波たんってば」

　甘い声で話しながら抱き合っている二人。

　想像の二十倍ぐらいの仲の良さを見せつけており、新鮮な気持ちになる。

「柚癒のこの白いコスチューム超可愛かわいいじゃん」

「えっ、そうかな？」

「うんうん、食べちゃいたいくらい」

　まさかのしばゆーの首筋を噛かんでいる大塚。

　ここまでくると友達以上の関係に見えなくもないのだが……

「もう既に食べてんじゃんか」

「ごめん、我慢できなかった」

　しばゆーは今まで俺達に見せてこなかった、知らない表情をしている。

　楽しさの中に喜びや愛情が含まれた、幸せそうな顔だ。

「天海っち邪魔だから、しっし」

「お、おう、悪いな」

　あまりの仲なか睦むつまじさに、俺の入る余地はなかった。

　あの大塚とも仲良くなれるなんて、しばゆーのコミュニケーション能力は流石といったところか。

「あ、天海っち」

「どうした？」

　おどおどしながら話しかけてきたしばゆー。最近は距離ができていたので、二人で話すのは久しぶりだ。

「もう少ししたら気持ちの整理がついて、またみんなと話せるようになるから。だから、もうちょっと待ってて」

「……わかった。ゆっくり待ってるよ」

　しばゆーの言葉を聞いて嬉うれしかったし、不安な気持ちが薄れて安心した。

　ちゃんとみんなのことも考えてくれている。それがしっかりと伝わってきた。

『迷子のお知らせです。一年八組の天海七渡君、お連れ様がお呼びです。至急放送室前まで来てください』

　何な故ぜか校内に響き渡った放送で俺が呼ばれていた。

　翼が迷子にでもなったのだろうか……いや、流石に翼でも自分の通っている学校で迷子にはならないか。

「ほら天海、お姫様がお呼びだよ」

　寂しそうな表情をしながら俺の目を見て、声を震わせながら話す大塚。

　何か事情を知っているということは、あそこに須々木が待っているのだろうか……




「おかえりなさい」

　放送室前へ辿たどり着くと、制服姿の須々木が立っていた。

　何故か挨拶がおかえりなさいというのも気になる。これではまるで須々木の元へ戻ってきたみたいな感覚に陥る。

「俺に用があるのか？」

「当たり前じゃない。あなたに会いに来たの」

　須々木と最後に会ったのは、相談があるという名目で呼び出されてショッピングモールを回った時以来だ。

　あれから連絡が一切なく、勝手にもうしばらくは会えないだろうなと考えていた。

「迷惑だった？」

「迷惑とかじゃないけど」

　須々木が来てもどうしていいのかわからないので、迷惑ではないが困ってしまう。

「でも俺、クラスの手伝いがあるから」

「クラスの手伝いと私、どっちが大事なの？」

「そ、そんな、仕事と私どっちが大事なのみたいに聞かれても……」

　答えようのない質問に戸惑うが、それを許さない須々木は一歩詰めてくる。

「どっちが大事なの？」

「クラスの手伝いは須々木に勝てないだろ」

「そういうことよ。それに気づいたのなら、早速一緒に文化祭を回りましょう」

　こんなことになるなんて予想もしていなかった。

　まさかこの学校で須々木と一緒の時間を過ごすことになるなんて……

「何系の場所に行きたいんだ？　飲食系かアトラクション系かイベント系か」

「正直に言ってしまうと文化祭のような雰囲気やノリは大の苦手だから、どこにも行きたくないわね」

「おいっ、じゃあ何で来たんだよ」

　須々木の発言に呆あきれる。中学の頃から学校行事は苦手そうにしていたが、それは今でも変わらないようだ。

「あなたが行きたいところに行きましょう」

「俺は別に……もう既に色んなところ見ちゃったからさ」

　既に翼と麗奈と校内を歩き回った。正直もう疲れていて、足裏も痛い。

「あーでも、そういえばまだお化け屋敷を見てなかったな」

　俺達のクラスも希望していたお化け屋敷。じゃんけんでお化け屋敷の権利を勝ち取ったクラスの出来栄えが気になっていた。

「……お化け屋敷ね」

「あっ、そうか、須々木は暗い所が苦手だったな」

　須々木は明かりの無い暗い空間が苦手で、夜も電気を点つけていないと寝ることができないと聞いたことがある。

「あら、覚えててくれたの？」

「そう簡単に忘れないだろ」

　須々木は元カノということもあり、むしろ簡単に忘れることができなくて困っていた。

「まぁ、でもお化け屋敷でいいわ。他に行きたいところもないし」

「いいのか？　苦手なんだろ？」

「今では多少克服できてるの。真っ暗闇じゃなければ大丈夫よ」

　須々木は意外にもお化け屋敷を嫌がらなかった。まぁ学生のお化け屋敷なんて、そこまで怖くは作れないと思うので心配する必要はないかもしれない。

　三年二組で行われているお化け屋敷。入り口前には少人数の列ができており、そこそこの人気はあるみたいだ。

「申し訳ないわね、急に押しかけたりして」

「……そうだな、事前に連絡は欲しかったけど」

「安心して。今日が最後になるかもしれないから」

　覚悟を決めたような目で俺を見つめる須々木。

　その目は過去に見たことがある……あれは須々木が俺に想おもいを告げた日だ。

「それってどういうことだよ」

「何もかも、あなたの選択次第ということよ」

　嫌な予感はするが、須々木がこの学校に来てしまった以上、これから起こることを避けることはできそうにない。

「とりあえず今は楽しみましょう。順番も来たみたいだし」

　俺達はお化け屋敷へと入る。

　中は予想よりも真っ暗で、何が起きるかわからない不気味な雰囲気となっている。

「思っていたよりもクオリティーが高そうね」

　俺の服の裾を掴つかみ、不安そうな顔を覗のぞかせる須々木。

「大丈夫か？　引き返すか？」

「そんな恥ずかしいことできるわけないでしょ」

　恐る恐る真っ暗な教室の中をゆっくり歩いていく。
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「じゅくねんくとろなぁ？」

　たくさんの人間の顔が縫い合わせられた歪いびつな物体が奇妙な声を発しながら目の前を横切り、思わず絶句してしまう。

「ひぃん」

　須々木は今まで聞いたことのない可愛かわいい声を出して、俺の腰へ抱き着いてきた。

「そんなに怖かったか？」

「そんなわけないでしょ」

「その態度で否定するのは無理があるだろ」

　須々木は否定しながらも俺を絶対放すまいと、力強く抱きしめている。

「どこにも行かないから安心してくれ」

「勝手に先に行ったらボコボコにするわよ」

「必死過ぎて口調が荒くなってるって」

　須々木に抱き着かれたままゆっくり歩いていると、床が一瞬光って般はん若にやの顔が浮かび上がった。

「あうぅん」

　腰を抜かして、床に座り込んでしまう須々木。

　このお化け屋敷のあまりの力の入れ具合に、須々木のライフはもうゼロになってしまったみたいだ。

「行くぞ、大丈夫か？」

　手を差し伸べるが、掴んだまま一切動かない須々木。

「た、立てない……」

　泣きそうな声で弱音を吐く須々木。普段の凛り々りしい姿とのギャップが凄すさまじいな。

「このままだと後ろに人が来ちゃうから、抱えていくぞ」

「きゃっ」

　須々木をお姫様抱っこのように抱えて、出口を目指す。

「ちょ、ちょっと何してるのよ」

「歩けないんだから仕方ないだろ」

　須々木と付き合っていたのは三日しか無かったため、このようなカップルイベントをほとんど経験してこなかった。

　だからこそ、あのまま付き合い続けていたらこういう日が来ていたのかもなと、寂しい気持ちが芽生えてくる。

　出口付近に立っていた顔の模型が破裂して血しぶきを上げている。慌てて須々木の目を腕で覆ったので見せずに通ることができた。

　いやクオリティー高過ぎだっての！　俺も今のはちょっと震えたぞ。

「やっと出れた……」

　お化け屋敷を抜け出し、明るい廊下が出迎えてくれる。

　須々木を下ろして立たせようとしたが、ふらつきながら俺の腕を抱きしめてきた。

「あんまり怖くなかったけど、油断していて隙を突かれたわね」

「信じられないくらい怖がってたぞ。ビビリ過ぎて可愛い声も出してた」

「ちょ、ちょっと七渡」

　須々木は顔を真っ赤にして恥ずかしそうにしている。こんな時でも強がろうとする須々木は本当に可愛いなと思ってしまった。

　もっと須々木と一緒に色んなことを体験して、まだ知らない須々木の未知の部分を見てみたいとも思う。

　そんな気持ちにさせられる楽しい時間だったが、複雑な思いも抱いている。

「どこかの飲食店で休憩しようか」

「あら、まだ私と一緒にいてくれるの？」

　いつの間にか自然と須々木との時間を求めている俺がいた。

「……だって、まだお化け屋敷のショックでろくに動けないだろ？」

「ありがと、気を使ってくれて」

　慌てて言い訳をしたが、須々木は俺の気持ちを察しているみたいだ。

「あなたのそういうところ、好きよ」

　俺の揺らいでいる心に温かい言葉をかけてくる須々木。俺も須々木のそういうところが好きだったのかもしれない。

　隣のドーナツ屋さんへ足を運び、案内された席へ座る。

　すると、緊張の糸が解ほどけたのか、今まで蓄積されていた疲れがどっと押し寄せてきた。

「ふーっ」

　疲れを吐き出すように大きなため息をついている間に、須々木はドーナツを頼まずに飲み物だけを注文していた。

「そういえば大塚も来てたけど別行動なのか？」

「学校までは一緒に来たわ。美波は柚癒さんに用事があるの」

「えっ、しばゆーのこと知ってんのか？」

　須々木の口からしばゆーの名前が出てきて驚いた。

「この前、美波が紹介してきたの」

「どういう状況だよ」

「恋人ができた時には親しい人に紹介するものでしょ？」

「ん？」

　須々木の会話の流れがおかしいのか、何で恋人紹介のくだりになったのかイマイチ理解できなかった。

　会話が途絶えたところで、音を鳴らしていたスマホをポケットから取り出した。

【何かあった？　大丈夫？】

　俺が教室へ戻らないので、麗奈から心配しているメッセージが届いていた。

「ごめん、そろそろ戻らないと心配されてる」

「……じゃあ戻りましょうか」

　まだ須々木に付き合わされると思っていたが、想定とは違う答えが返ってきた。

「いいのか？」

「ええ。でも、私も付いて行くわ」

「どぅえ!?」

　須々木が俺のクラスに来る？

　それはちょっと、嫌な予感しかしないのだが……

「ちょうどいいじゃない。あなたも戻らないといけないし、私もあなたのクラスに行きたかったのだから」

「な、何もしないよな？」

「するためにここへ来たのよ」

　須々木が覚悟の決まった目をしていたのは、目的が定まっていたからか……

　このままでは絶対に一年八組で嵐が起こる。その前にみんなを避難させないと。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

「待たない。もう行くから」

　立ち上がってドーナツ屋から出てしまう須々木。

　この進撃をどう食い止めればいいのだろう……何かまだ手はあるはずだ。

「俺のクラスには麗奈がいるぞ。あんまり会いたくないんじゃなかったか？」

「むしろ歓迎よ。また面と向かって話せるなんてね」

「翼もいるぞ」

「彼女は私が来ることを想定しているんじゃないかしら？　文化祭はあなたの学校へ入ることができる唯一のチャンスだもの」

　何を言っても止まらない須々木。むしろやる気が増しているようにも見える。

「何をするにしても目立っちゃうぞ」

「勝っても負けても、その方が都合は良いの」

　何か戦いを仕掛けようとしているのか、須々木は勝ち負けを気にしている。

「みんなコスチュームのせいでセクシーな格好をしているぞ」

「だから何？　別に私に着せてもいいのよ」

　黒い方の衣装は須々木にめっちゃ似合いそうだな。悪魔的な雰囲気とＳっ気が合わさって想像だけでも非常に魅惑的だ。

　いや、そんなこと考えている場合じゃないって。

「ちなみに七渡のクラスは文化祭で何をやっているの？」

「エナジードリンク屋だけど」

「どんなお店よ!?」

　エナジードリンク屋に驚く須々木。振り返って少し立ち止まってくれたが、また歩き出してしまう。

　もう須々木は止められそうにないので、後はできるだけ騒ぎにならないように努めよう。

「ここね」

　須々木は一年八組と書かれた教室のドアの前まで来てしまった。

「何をするつもりなのか教えてくれ」

「中で話すわ」

　ドアを躊ちゆう躇ちよせずに開けてしまう須々木。教室には翼や麗奈はもちろん、深海さんとの時間を終えた一樹の姿もあった。

「ちょっ、何であんたがここに」

　麗奈は須々木を見て咄とつ嗟さに睨にらんでいる。他のクラスメイトは表情を変えた麗奈に驚き、注目が集まってしまう。

「文化祭だからお友達に会いに来たの。よくある話でしょ？」

「……何が目的かは知らないけど、ここに来たのなら注文ぐらいはしなさいよ」

　一樹や翼は関わりたくない空気を出しているが、麗奈は率先して突っかかってしまう。

「なら、あなたのオススメを一つ」

「じゃあ、翼発案のタピオカ入りエナジードリンクにするから」

「なんでもかんでもタピオカ入れればいいってわけじゃないのよ？」

　オススメのメニューを聞いて後悔している須々木。

　だが、自分の発言を撤回はしたくないようだ。

「おい七渡、あいつ何しに来たんだ？」

　一樹は俺の隣に来て耳元で話してくる。

「俺にもわからない……けど、何かをしでかしそうな感じはあった」

「……終わらせに来たのかもな。七渡も覚悟決めといた方がよさそうだぞ」

　今まで須々木は俺に気を使って夜に会ったり、誰にも見つからないように少し離れた場所で待ち合わせてこっそりと姿を見せてきた。

　でも今は翼や麗奈が見ている前で、さらには俺達のクラスメイトもいる中で、須々木は堂々と姿を見せている。

　それが意味するのは、もう須々木は何も気にする必要がなくなったということだ。

「つ、翼どーすんのよ」

　麗奈は翼を頼っているのか、何とかしてよという目で見ている。

　それを見た翼は須々木の元へ一歩踏み出した。

「須々木さん、みんなを困らせないでください」

「申し訳ないわね。でも安心して、何もかもすぐに終わらせるから」

「大切なものを失ってしまう危険性もありますよ」

　須々木を脅すような冷たい目で見る翼。

　翼のあんな恐こわい表情は初めて見たな。俺には絶対に向けないような、愛情や温ぬくもりが一切ない目をしている。

「そうね。でも、大切なものを独り占めできる可能性もあるのよ」

　怯ひるむことなく翼を睨み返す須々木。

　でも、少しだけ口元が震えているようにも見えた。

「みなさん初めまして、今から彼がする決断を見守ってほしいのだけど」

　声を張って俺に指を差しながらクラスメイトに呼びかけた須々木。その流れに教室内はざわめきだす。

「七渡、そこに立ってなさい」

「は、はいっ」

　須々木に言われるがまま、指定された位置に立つ。

「ちょっと、勝手なことしないでよ」

　困惑した表情の麗奈は須々木を止めようとする。

「麗奈ちゃん、須々木さんも引くに引けない状況だから、ここは見守ってあげよ」

　翼は麗奈とは異なり、落ち着いた様子で状況を見守っている。

「ありがとう城しろ木きさん。そうしてくれると助かるわ」

　翼に感謝した須々木は、俺の方を向いて真まっ直すぐに目を見てきた。

「今からあなたに大事な話をする。黙って聞いていてほしい」

「わ、わかった」

　翼の言う通り須々木はもう引くに引けない状況だ。そして俺も同様に、この場から逃げ出すことはできない。

「私は自分の勝手な思い込みであなたを憎み、付き合ってすぐに別れてしまった」

　中学二年生の時に須々木から告白され、俺も好きだと返して付き合うことになった。

　でも、須々木は大塚の嘘うそもあって俺を嫌ってしまい、たった三日で別れた。

　そのショックは大きくて、俺も須々木を憎みそうになる時もあった。

「でも、それからもあなたのことは変わらず好きだった。あなたのことを考えなかった日は一度もなかったわ。だけど、それを認めたくない自分もいた」

　あの日からは須々木と関わらなかったため、ずっと嫌われたままだと思っていた。

　でも、須々木は俺のことを憎んでいても、好きな気持ちを変わらず持ち続けてくれていたみたいだ。

「だから後悔した。私はいつの間にかあなたを憎むのではなく、自分を憎んでいたの。あなたを傷つけてしまったのも理解していて、どんな顔してあなたの元に戻ればいいのかわからなかった」

　須々木は大きなショックを受けていた俺の気持ちも察してくれていたみたいだ。

　あの時はごめんと簡単に仲直りできる状況じゃなかったから、ただ距離を取り続けたのも無理もない気がする。

「でも、アルバイトで偶然再会して、強制的に繋つながりができた。そして、あなたを想おもう私の気持ちに消せない火が点ついてしまった」

　何の因果か、俺達は別の高校へ進学し離れ離れになったのにもかかわらず、奇跡的に再会してしまった。

　それはポジティブに言えば運命的なものであり、ネガティブに言えば悲劇的なものだ。

　その解釈は、俺達の関係性がこれからどうなるかによって変わっていく。

「あなたを一度突き放した私がまたやり直したいだなんて、我わが儘ままなことだって自分でも痛いくらいに理解している。それでも、あなたといると好きだから我儘が止まらなくて、迷惑をかけてしまうことも多くなってしまった」

　例えば俺の方から須々木に別れを告げていたら、きっと須々木は俺ともう二度と口を利いてくれることはなかっただろう。

　でも、俺は須々木を突き放せなかった。

　大塚の嘘が別れた原因になったと知り、須々木を悪く思う気持ちも薄くなっていった。

　それに、須々木を好きでいた気持ちは俺の中で簡単に消せるものではなかった。

「だからもう終わらせたいの。あなたに我儘を言える仲になるか、あなたに何も言えない仲になるか、ここで決めてもらう」

　アルバイトで一緒のシフトだったという繋がりが消え、俺達が会える名目は無くなってしまった。

　俺達が何も気にせず会うには、今の何の繋がりもない関係性を変えるしかない。

「ずっとずっと大好きだった。あなたのことが誰よりも好きなの」

　顔を真っ赤にして、泣きそうな目をしながら想いを口にしてくれた。

「私とまた付き合ってほしい。やり直してほしい……お願いっ」

　須々木から二度目の告白。

　俺は今まさに自分の人生を左右する大きな決断をしなければならない。

　ここで断れば、きっともう須々木と会うことはないのかもしれない。

　ここで受け入れれば、須々木と歩みたかった日々を取り戻すことができる。

　そんな大事な決断をこの場で下さないといけない。

「お、俺は……」

　麗奈を見ると、目を逸そらした。

　ここで須々木の告白を受け入れたら、麗奈はきっと俺と距離を置くような気がする。

　須々木の真後ろにいる翼は、何な故ぜか笑顔で見守ってくれている。

　どんな決断をしてもいいよと言わんばかりの表情で、俺の背中を間接的にだが押してくれている。

「天海君どうするんだろう」

「おいおい、なんかとんでもないことになってるな」

　クラスメイトからの声が聞こえてくる。俺の決断はみんなにも見守られている。

　あまりの張り詰めた状況に息が詰まり、思考回路が停止寸前となる。

　須々木と付き合うという決断をすれば、この状況から解放されて幸せになれる。

　ここで断ってしまえば須々木から一方的に別れを告げられた時のように、耐え難いような辛つらい気持ちを味わうことになるかもしれない。

　でも、俺は須々木のことが好きで付き合いたいのか、突き放せない同情心で付き合いたいのか、後悔を晴らしたくて付き合いたいのかが、自分でもわからなくなってきた。

「俺は須々木と……」

　ゆっくりと顔を上げると、須々木の向こうにいる翼と目が合った。

　すると、翼は両手を広げて「おいで」と口を動かしていた。

　その行為がいったい何を意味しているのかはわからない。ただ、俺の心は翼の元へ還かえりたがっていた。

「須々木とは付き合えない。ごめん」

　俺も須々木のことは好きだった。だからこそ、一度告白されて付き合ったんだ。

　そう、俺は間違いなく須々木のことが好きだったんだ。

　だけど、それはもう過去形で現在進行形ではない。今の俺は……

「ど……どうして？」

　戸惑う表情を見せながら、震えた声を出す須々木。

　先ほどまでの威勢は薄れ、今にも泣き崩れてしまいそうな様子を見せている。

　その姿に胸を締め付けられるが、ここは下を向かずに気持ちをしっかりと伝えないといけない。

「私のこと、好きじゃなかったの？」

「好きだった。でも、気持ちが足りてなかった」

「どういうこと？」

「大塚の嘘が原因だったとしても、どちらかが本気だったら、どうしてもって気持ちだったら、俺達は今でも恋人だったと思う」

　俺の言葉を聞いた須々木は居心地が悪そうに目を逸らした。

「今思えば、恋人としての最初の試練を越えられなかったんだなって感じる。俺も須々木に何度か避けられて諦めちゃったし、須々木も折れずに距離を置き続けた」

「そ、それは……」

「バイトが一緒になって強制的に繋がりができたけど、俺達がまたやり直すならその前にお互いがどんな手を使ってでも歩み寄って話し合うべきだったんだと思う」

　翼は俺との許嫁いいなずけの約束が諦めきれなくて、無理やり引っ越してでも俺に会いに来てくれた。きっとそれが本気ってやつなんだ。

　俺達は同じ街に住んでいたのに、歩み寄ることさえしなかった。須々木はずっと大好きだったと言ってくれたけど、それは未練に近い感情なのではと察してしまう。

「……そうね。私はあなたを追い求めていたのではなく、あなたという存在に囚とらわれ続けていたのかもしれないわ」

　思い当たる節があったのか、納得した表情を見せる須々木。

「あなたの気持ちはわかったわ。ちゃんと伝えてくれてありがとう」

「こっちこそ、須々木には感謝しかないよ」

　須々木のおかげで大切なことをいくつか知ることができた。出会いと別れを経験したことで、人間関係の脆もろさや強さが垣かい間ま見みえた気がする。

　自分にとって一番大切にしたいものも、はっきりと形になった。

「きっと、もう二度とあなたの前に姿を見せないと思うわ」

　そう、告白を断れば須々木との関係は終わり、繋がりは消えてしまう。

　それもわかってた。だけど、須々木を引き留められなかった。

「お別れの前に最後の命令よ」

「お、おう」

「私が許可するまで目を閉じてなさい」

「わかった」

　須々木に従い、目を閉じる。

　瞼まぶたの裏には翼の姿が浮かんでいて、俺を不安にさせないように笑顔を見せていた。

　その時間が心地よく、嫌なことを全て忘れさせてくれるような理想郷に思えた。

「……七渡君、須々木さん帰っちゃったよ」

「なっ」

　一分ほど目を閉じていたが、翼に須々木が帰ったと告げられる。

　おいおい、最後も放置プレイかよ──




　　　●須々木●




　全てが終わってしまった。

　いや、終わらせてしまった。

　だけど、辛いという気持ちより解放感や清すが々すがしい気持ちで満たされている。

「お疲れ様」

　七渡の通う駒こま馬ば高校の門から出たところで、待ち伏せしていた美波に捕まった。

「あら、もう用事は終わったの？」

「うん。それに実は育いく美みちゃんの最後を教室の隅で柚癒とこっそり見てたし」

　どうやら美波も私の最後を見届けてくれていたみたいだ。

「私の無様な姿に笑った？」

「そんなわけないじゃん」

　何故か美波の方が泣きながら抱き着いてくる。

「ごめんね本当に……」

「今回の件は別にあなたが謝ることではないわ。それに、この世の中は上手うまくいかないことばかりだってのも知ったから」

　どんなに受験勉強を頑張っても、本番中に体調を崩して成果を上げられない人もいる。

　スポーツだって、天才と称されながらも大きな怪け我がを負ってしまい、以後そのスポーツができなくなってしまう人もいる。

　この世は理不尽な理由で上手くいかない人ばかりだって、最近になって気づき始めた。

「柚癒が今度一緒に大反省会しようだって」

「何であの子が？」

「柚癒もちょっと前に告白して振られたからね」

「あら、そうなの……」

　敗者が集まっての傷の舐なめ合い。

　そんなものに価値はあるのだろうか……

「お互い前を向くために、これからのことを考えようだって」

　彼女が提案したのは傷の舐め合いではなく、反省会だったわね。

　それなら、参加するのも悪くないかもしれない。

「でも、何でわざわざ天海のクラスで告白したの？　知らない生徒に見られるの嫌じゃなかったの？」

「断り辛い空気を作りたかったのよ」

　今回の告白は、正直焦りの気持ちもあった。

　もっとじっくりと彼の心に浸食してからの方が成功率は上がったのかもしれない。

　でも、あの城木翼は、きっとそれを待ってはくれなかった。

「それに、私の手の届かない彼のクラスメイトに認知してもらうことで、付き合った後に城木や地葉を遠ざけることもできたから。付き合えたら一石二鳥の状況だったのよ」

　さらに、失敗したらとんだ赤っ恥をかくことができる。

　それでもう、私の諦めがつくのよ。

「あたしはあんまりあの作戦は……だって、育美の後ろに」

「もちろん、あのやり方がベストじゃなかったことはわかってる。もっと七渡に強制的に付き合わせるような舞台も用意できたから」

　美波が言おうとしていたことはわかっている。城木は私の後方にさりげなく移動して、考え込む七渡の視界へ自然に映り込んでいた。

　教室で告白したことで、悩む七渡にとっての城木の存在をより大きくさせてしまった。

「でも、中途半端に付き合うより、ゼロか百にしたかったの。そうしないと、私が抱えていたものは報われそうにも消えそうにもなかったから」

「そういうことか。まぁ確かに、結果は中途半端にはならなかったね」

　完敗した記憶があるからこそ、次は絶対に勝とうと頑張れる。

　きっとこれからは、これ以上の惨めな想おもいを抱くことはないはずだ。

「天海より良い男はこの世にいっぱいいるから大丈夫だよ。初恋の人だから固執しちゃうのもわかるけど、育美ならもっとイケメンと付き合えると思うし」

「そんなのわかってるわよ。だから、振られてもいいやって気持ちで告白したわけだし」

　今までは七渡が私の全てだったけど、これからはもう違う。

　もっと幸せになれる道もあるかもしれないし、この経験を経て何か大きなものを得られる強さを手にしたかもしれない。

「それに、これで人間的にも成長できた気がするわね。私は精神的にも未熟だったと自覚してたから」

「確かに、ちょっとメンヘラ気質なとこあったもんね」

「あなたみたいなクズに言われる筋合いは無いわよ」

　美波の口を手で掴つかんで塞ぐ。

　未熟な私達はお互いに足を引っ張り合っていたけど、もう落ちるとこまで落ちたから、これからはゆっくりと昇っていけるはず。

「そういえば、前に美波が言った通りになったわね」

「えっ？」

「城木翼には絶対に勝てないって」

　美波は私への償いのために城木を七渡から追い払おうとしてくれていたみたいだ。

　でも、城木は私と違って美波の言葉に聞く耳を持たなかったようだ。今思えば、その時点で私の敗北は決まっていたのかもしれない。

「そうだね。だってあの子、天海の許嫁だと思ってんだもん」

　城木は私にも七渡の許嫁だからと言っていた。

　幼おさな馴な染じみだとか元カノだとかそういう曖昧な繋つながりよりも、結婚を約束した関係というのは確固たる意志を芽生えさせるのだろう。

「好きとか愛されたいっていう気持ちよりも、もっと奥が深い領域に達してる。天海と結ばれるのが使命になってんの」

　城木は付き合いたいとかじゃなくて、付き合わなきゃいけないという考え方をしているのかもしれない。

　そんなライバルがいたら、こっちの気持ちが先に怖おじ気けづいてしまう。

　だから私も彼女から解放されたいと焦って、七渡に告白して自爆してしまった。

　あんな人が好きな人と繋がっていたら、たとえ付き合えてもプレッシャーでこっちの心が先にやられてしまう気もする。

　だから中学の時に別れなくても、今付き合えても、私と七渡がずっと結ばれることはなかったのかもしれない。

「本当に、世の中ってのは理不尽ね」

　美波にこぼれる涙が見えないように上を向いた。

　でも、これでようやく理不尽なことから解放された。

　七渡が思いの外ばっさりと私達の問題を口にしてくれたから、あの時の恋は終わらせるべきなんだと割り切ることができる。

　久しぶりに自由になれた気がする。

　これで私も、ようやく前に進めるわね──




　　　◇翼◇




　文化祭が終わり、クラスの打ち上げがファミレスで行われている。

　エナジードリンク屋は予想以上の反響があり、最後には完売していた。

　七渡君との楽しい時間も過ごせたので、今日は最高の一日だった。

　みんなは楽しそうに盛り上がっているけど、私はその輪に上手く入ることができずに端の方の席で見守っていた。

「お疲れ様」

　別の女子グループと盛り上がっていた麗奈ちゃんが、私の席の元へと戻ってくる。

「文化祭、楽しかったね」

「うん。おかげで話せるクラスメイトも増えたし、色んな意味で良い文化祭だったよ」

　麗奈ちゃんは出会った頃と比べて大きく変化している。

　周りから距離を置かれるような存在だったのに、今ではむしろ歩み寄ってくれる人が多くなっている。

　私は変われたかな？　自分では自分のことがあんまりわからないや。

「……あたし達、勝ったんだね」

　結果は欲しい物だったのに、そこまで嬉うれしくなさそうな表情をしている麗奈ちゃん。

「そうだね。これでもう須々木さんがこっちにちょっかい出すこともないと思う」

　須々木さんは七渡君のことを本気で好きだった。だからこそ、私達に全力でぶつかってきた。だけど、その脅威はもう消えてしまった。

「まさか敵陣に乗り込んできて告白するなんて、改めて恐ろしい相手だったよね」

「恐ろしかったけど、ウチと麗奈ちゃんみたいに何か歯車が噛かみ合えば仲良くなれる未来もあったかもしれないよ」

「……確かに、ただの嫌な奴やつじゃなかったのかもしれない」

　麗奈ちゃんはクラスメイトに呼ばれて席を離れていった。

　私は引き続き七渡君を眺める。七渡君は須々木さんの告白の後からは、ずっと心ここにあらずといった感じだった。

　そんな状態で放っておくわけにはいかない。傷はすぐに癒いやしてあげないと、許嫁いいなずけとして失格だと思う。

　七渡君を癒すことは、自分を癒すことにもなるから。




　打ち上げが終わり、私は七渡君と一緒に帰り家の前で呼び止めた。

「翼？」

　七渡君は心の整理ができていないのか、声から戸惑いが伝わってくる。

　きっと今は複雑な感情が混ざり合って、不安や迷いに苛さいなまれているはずだ。そんな七渡君を安心させたい。

「おかえりなさい」

　私は七渡君を強く抱きしめた。今はただ優しく迎え入れて癒してあげたい。

　七渡君は須々木さんの元へは行かず、私の元へ帰ってきてくれた。

「ちょ、ちょっと」

「安心するまでじっとしてて」

「うん…わかった」

「七渡君、大丈夫だからね」

　七渡君は中二の時に須々木さんと付き合って三日で別れることになり、大きなショックを受けたと言っていた。

　友達から恋人になったのに、別れたら関係性がゼロになってしまう。そのリスクの恐ろしさをそこで実感してしまったはずだ。

　だからこそ七渡君はグループの仲を一番に考えるようになり、みんなが仲なか違たがいせずに関係性を長く保てるように行動していたんだ。

「ウチは何があってもずっと傍そばにいるよ」

　須々木さんの告白を断ったことで、七渡君はあの時のショックに再び火が点ついてしまったかもしれない。

　七渡君のことばかり考えているから過度に心配してしまう。余計なお世話かもしれないけど、七渡君にとって損なことはないはず。

「これから何か考えたり悩んだりして苦しくなったら、いつでもウチの元においでね」

　傷は一時的には癒えてくれるけど、ふとしたきっかけで再発してしまう。

　これからは自分でも気づけるように、七渡君をより注意深く見守ってあげないと。

「どんな時でもどんな場所でも、七渡君を優しく包んであげるからね」

　愛情は抱えているだけだと意味がない。

　与えていかないと愛は伝わらないし、むしろ注ぎ込むような気持ちでいないと。

「七渡君の居場所はここだよ」

　私が大事にしている、七渡君の帰巣本能。

　私は七渡君の還かえるべき場所になれたかな──







第４章　ハートビート







　　　∞麗れい奈な∞




　文化祭が終わってから一週間が経たった。

　教室の空気は落ち着き、もう文化祭の話題を出す人もいなくなった。

　七なな渡との件もクラスメイトは詳細を聞きたがっていたみたいだけど、七渡もあたしも答えを濁していたら徐々に興味が薄れていき風化していった。

　須す々す木きは何かインパクトを残そうとしていたみたいだけど、知らない人の恋路なんて三日も経てばどうでもよくなってしまうみたい。

　もう七渡に会うことはきっとないからと須々木が宣言していたので、これからは安心感のある日々が待っているのかなと思っていた。

　でも、今のあたしは不安でいっぱいだ。

　須々木が告白した光景は今でも頭に鮮明に残っていて、何日経っても消えてくれない。

　申し訳なさそうな七渡の表情や、須々木のショックに満ちた顔。ふとした時に思い出しては、胸が苦しくなる。

　あんなに須々木が嫌いだったのに、ざまあみろという感情は一切湧かなかった。

　むしろ、何な故ぜかあたしも大きなショックを受けていた。

　七渡に告白して振られたら、あの光景が待っている。

　そう考えてしまったら最後、身体からだの震えが止まらなくなってしまう。

　あれは他人ひと事ごとじゃない。あたしにも待っているかもしれない光景なんだ。

「麗奈ちゃん、今日の放課後は予定通り遊ぶよね？」

　休み時間に教室で考え事をしていると、翼つばさに声をかけられた。

「うん。今日はちゃんとバイト入れてないし大丈夫だから」

　今日は元々、翼に相談したいことがあって文化祭の前から予定を立てていた。

　でも、あの相談を本当にしていいのか、今もまだ悩んでいる。

　あたし達の関係が大きく変わってしまうかもしれない。

　七渡との関係も大きく変わってしまうかもしれない。

　リスクしかないのに、あたしは翼のために行動しようとしている。

　いつの間にか、あたしは自己中心の性格じゃなくなっていた。

　それってやっぱり、大切な人達ができたからなのかもしれないな──




　放課後になり、翼と二人で駅前の静かな喫茶店を訪れた。

　あたしはカフェラテを注文したけど、翼はオレンジジュースを注文している。

　翼の舌は相変わらず子供っぽいなと思う。この前はコーヒーに挑戦してたけど、やっぱり苦くて好きになれなかったみたいだ。

「そういえば廣ひろ瀬せのやつ、文化祭の時に翼のお姉ちゃんと回ったり色々変なことしてたみたいだよ」

　最初から大きな相談はできなかったので、本題とは違う話題を出した。

「みたいだね。お姉ちゃんから聞いてるよ」

「もう付き合ってんの？」

「付き合い始めたら報告するようにってお姉ちゃんに言ってあるから、まだ付き合ってはいないと思う」

　翼の言い方だと付き合うのも時間の問題のように聞こえる。

　でも、人生って何があるかわからないから、そのまま付き合うとも限らない。

　急に別のイケメンが現れて廣瀬が負けちゃう可能性だってある。これ経験談ね。

「深み海うさんは廣瀬のことどう思ってんの？」

　廣瀬の恋路は気になる。あたしの数少ない友達だし、上手うまくいって幸せになってほしいとは思うけど。

「メールのやり取りする時、廣瀬君が赤ちゃん言葉で連絡してくるのが可愛かわいいんだって」

「何それ、どういうこと？」

「うん、っていう返事がばぶばぶになってるんだって」

「いやいや無理無理キモいキモい」

　廣瀬がばぶばぶとスマホで入力している姿を想像し、血の気が引いてしまった。

「れ、麗奈ちゃん引き過ぎ」

「いや、逆に翼は何で平気なの？」

　あたしは年下の男なんて絶対に無理だけど、色んな考え方や価値観があるからなぁ……

「うーん、好きな人の前以外では見せない顔があるってのは良いなぁって思うよ」

　翼の言葉を聞き、試しに七渡からばぶばぶと返事が来たと妄想してみる。

　結果は……悪くはなかった。七渡以外は絶対に受け入れられないけど。

「あとさー」

　何か話題を変えて会話を続けようとしたが、言葉が出てこなかった。

　話そうとしていないことを急に話すのは難しい。

「麗奈ちゃんの相談っていうのは？」

「あっ、そうだね」

　再び脱線しようとしていたあたしを止めて、相談を聞き出そうとしてくる翼。

「あのさ……」

「何でも言って」

「七渡にお互い告白しないっていう協定、今日で破棄しない？」

「えっ!?」

　あたしの発言を聞いて驚いた表情を見せる翼。

　どうやら、あたしの考えは予想もしていなかったみたいだ。

「……いいの？」

「うん。元々あの協定ってあたしの我わが儘ままだったしね」

　あたしは、今はもう告白をする気が無い。

　それなのに一方的に告白させないのは後ろめたい気持ちがある。

　あたしとしてはあの協定は都合が良かったけど、翼にとってはマイナスでしかない。

「翼はあたしのために色々してくれたし、ちょっとはこっちも遠慮しないとなって思って」

「ウチは別に何もしていないよ」

　翼にとっては自分のためとか七渡のためであるかもしれないけど、翼のおかげであたしはまだ笑顔でいられている気がする。

「いやいやしまくりだから。須々木のいるクレープ屋のアルバイトに乗り込むとか、あたしじゃ真似まねできないというか、そんな考えにも至らんし」

　翼は素で特別何か凄すごいことをしたと思っていなそう。

　そのことが恐ろしくも思える。きっと七渡のためなら何だってするし、それが苦ではないのだろう。

「麗奈ちゃんにもいっぱい助けられてるよ」

「そんなことないって……」

　翼はあたしが須々木との一件で泣いている姿を見て、須々木をなんとかしようとアルバイトまで変えてみせた。

　さらには七渡との気まずい空気に割って入って、問題の解決を早めてくれた。

　そこまでしてくれた相手を不利な状況に追い込みたくはない。むしろ感謝の意味を込めて優位に立たせてあげたい。

　だから、せめて順番は譲ってあげないと。

「それに、あたしには気を使わず先に告白していいよ」

「どうして？」

「どうしてもなにも……」

「な、七渡君のこと諦めちゃったの？」

「そんなわけない。というか、翼に七渡を譲ったわけでもないし」

　本当は怖いだけ。須々木の告白を見て、絶対にあたしにはできないと思った。

　あんな風に振られるくらいなら、告白しないでずっと友達でいい。

「というか、翼がダメだったら、あたしが大チャンスになるしね」

「そ、そうだね」

「だから、別に先手を譲るといっても告白しなくてもいいんだからね」

　保険をかけたが、既に翼は覚悟を決めた目を見せてしまっている。

　告白しなくてもいいという言葉に頷うなずいていたけど、そんな考えは微み塵じんもなさそう。

「告白する気マックス？」

「うーん、タイミングを見つつかなぁ？」

「もう狙う気満々じゃん」

　翼を止めていた檻おりを自ら壊してしまった。

　もうきっと、翼はこのまま突き進んで止まることはないと思う。

　あたしもどんな結末にも耐えられる気持ちを作っておかないとだ。

「だって……七渡君のこと大好きなんだもん」

　恍こう惚こつとした表情でそう語る翼。聞いているこっちが恥ずかしくなるっての。

　でも、好きな気持ちが溢あふれ出ている姿は、あたしが見ても可愛いと思う。

　こんな姿で大好きとか付き合ってほしいとか告白されたら、流石さすがに七渡も頷いちゃうんじゃないかな？

　あたしや須々木とかも、きっと気持ちは翼に負けていないと思う。

　でも、翼のように好きな気持ちを全て放出できるタイプじゃないから、その気持ちが全部伝わってくれるとは限らない。

　翼を好きになった柚ゆず癒ゆの気持ちも、今なら少しわかるかも。

「……麗奈ちゃん、ウチらずっと友達でいれるよね？」

「当たり前でしょ。あたしはどんなことになろうと、柚癒みたいにどっか行かないから安心して」

「麗奈ちゃんっ」

　あたしの名前を呼んで抱きしめる翼。

　翼も告白しても絶対に成功するわけではないと思っているだろうし、不安は強いはず。

　ただ、あたしと違って翼はどんな結果になろうとも折れないし諦めない。

　だから、これからどうなるかはあたしにもわからないけど、悲惨な結末になることはないような気がする。

　翼の告白が成功したら翼は幸せだし、翼が振られても翼はもっと好きになってもらうように頑張るだけ。

　どっちに転がろうが、あたしは七渡と友達のままでいられる。

　友達のままで、七渡に付かず離れず、いつか生まれるであろう隙を狙っている。

　あたしはそれまで、息を殺してその時を待っているから──




　　　◇翼◇




　麗奈ちゃんと結んでいた告白をしない協定を破棄してから一週間が経たった。

　三日前に七渡君と遊ぶ約束をして、明日にはもうその日が迫っている。

　絶対に告白しようとは思っていないけど、大好きという気持ちを抱えている状態で遊んでいると、その想おもいがこぼれてしまう可能性はありそう。

　今までは協定のおかげで想いが全部溢れることはなかったけど、今はもうその協定が無くなったので抑制はできそうにない。

　もちろん、先のことやみんなのことも考えると、闇雲に動くわけにはいかないよね。

　放課後にクレープ屋のアルバイトへ向かい控室に入ると、オーナーの田た中なかさんと須々木さんが話していた。

「今まで本当に助かりました。最後のお仕事も頑張ってくださいね」

　田中さんは須々木さんに労ねぎらいの言葉をかけている。

　そうだ、今日で須々木さんはアルバイトをやめてしまうんだ。

「こちらこそ、今までお世話になりました。日を改めて制服を返しに来ます」

　須々木さんはあの日から落ち込むことなく、胸を張って過ごしている。

　その度を超えた強がりに、私は少し恐怖を感じている。

　七渡君を本気で好きだった気持ちは理解しているので、とてつもないショックがあったはずだ。それでも、その感情を微塵も外に出していない。

　私が大学まで七渡君の元へ向かうのを待っていれば、七渡君を完全に自分のものにして誰にも渡さない状況を作れていたかもしれない。

　そんな未来を勝手に妄想しては、七渡君の元へ早く向かって良かったなと安あん堵どできる。

「私がいなくなって嬉うれしい？」

　田中さんが去り須々木さんと目が合うと、早速皮肉を口にしてきた。

「嬉しくはないですが、良かったなとは思います」

「ほとんど同じ意味じゃない。正直が過ぎているわよ」

　須々木さんという脅威が七渡君の元から離れてくれるのは、正直ホッとする。

　この気持ちに嘘うそのつきようがないし、須々木さんとはそういう勝負だった。

「でも、寂しい気持ちもあります。お仕事ではずっと支えてもらっていましたし、頼れる人でしたので」

「……何でもっとあなたを追い込まなかったのかしらね。今さら後悔してるわ」

　須々木さんに何をされても折れない覚悟でこのクレープ屋に来たけど、実際に須々木さんから酷ひどい嫌がらせを受けることはなかった。

　今では須々木さんのことを少し理解することができ、こちらが言い返したりやり返したりしなければヒートアップしない人だと気づいた。

　麗奈ちゃんは須々木さんに正面から立ち向かっちゃったから、負けず嫌いな須々木さんが過度に反応してしまったのだろう。

「七渡君に嫌われたくなかったからじゃないですか？」

「ふふっ」

　私の答えを聞いて、須々木さんは何な故ぜか笑っている。

「自分のことなのに、まさかあなたに答えを教えてもらうなんてね。きっとあなたの言う通りだわ」

　私の答えが腑ふに落ちたのか、納得している須々木さん。

　お互いに七渡君が大好きという気持ちは共通しているので、麗奈ちゃんと同じでわかり合える部分もある。

「やっぱり、本当にもう七渡君とは会わないんですか？」

「ええ。あなたにもね」

　須々木さんの考えは変わらず、宣言通り七渡君と距離を置くようだ。

「でも、あなたに愛想を尽かして彼の方から会いに来た場合は逃げようがないわね」

「ウチが会いに来た場合はどうなるんですか？」

「その時は返り討ちにするだけよ」

　決して許さないという目を向けてくる須々木さん。

　麗奈ちゃんとはわかり合うことができたけど、須々木さんとはやっぱり難しそうだ。

　何か一緒の目的が別にないと、須々木さんとの間に平穏は訪れないのかも。

「たぶん、私がやめれば、その流れであなたは七渡とペアを組むことになるわよ」

「そ、そうなんですか？」

「全ての日がとは限らないけど、田中さんもその方向で進めてるって言っていたわ」

　七渡君と一緒にアルバイト……想像しただけでも幸せで楽しい。

　幸福になりながらお金も稼げちゃうなんて、世界で一番お得かもしれない。

「顔がにやけているわよ」

「す、すみません」

　どうやら七渡君と一緒にアルバイトできる日を想像していたので、嬉しい感情が表情に出てしまっていたみたいだ。

「その様子だと、アルバイト中に派手にイチャついてクビになりそうね」

「そんなことないですよっ！　ウチはそこまで馬鹿じゃないです」

「今は馬鹿じゃなくても、好きな人の前では馬鹿になっちゃう時もあるのよ」

　須々木さんの言葉は痛いほど理解できる。

　私も好きな気持ちが溢れ過ぎて、七渡君に変なことしちゃったことあるし。

「そうだ、麗奈ちゃんに会った時はちゃんと謝ってくださいね」

　麗奈ちゃんを泣かせたことは、相手が須々木さんでも絶対に許せない。

　でも、あの時はお互いのことを一切理解できていなかったと思うから、今考えると反発し合うのは仕方のないことだったのかもしれない。

「……そうね。覚えていればそうするわ」

「あれ？　ダメもとで言ったんですが、謝ってくれるんですか？」

「あの女の気持ちも、今では少し理解できるから」

　やっぱり、須々木さんは悪い人でも嫌な人でもない。

　きっと七渡君のことを本気で想っていたからこそ、私や麗奈ちゃんに対して感情を剥むき出しにしてしまったのだろう。

　あの大おお塚つかさんとも仲が良いので、優しさを隠し持っているのは丸わかりだ。

「お客さんが来たわね」

「あっ、急いで準備しないと」

　須々木さんとの最後のアルバイトでは、お客さんが多くて会話はあまり生まれなかった。

　それから、私と須々木さんの縁はきっぱりと無くなってしまった。

　それでも七渡君と一緒にいる限り、須々木さんのことを忘れる日は来ないと思う。

　何故なら、須々木さんはまだ完全に七渡君を諦めてはいないように見えたからだ。

　ちゃんと七渡君と幸せを育み続けないと、急に現れてさらっていってしまいそうな雰囲気が漂っていた。

　七渡君と付き合うことより、付き合えてからが本当に大変なのかもしれない──




　　　＋七渡＋




　須々木との文化祭での一件から、思い悩む日々が続いていた。

　どうしてあんなことになってしまったんだろうかとか、俺の判断は間違っていなかったのだろうかなんて考えては、物悲しい気分に陥ってしまう。

　一つだけはっきりしているのは、自分が答えを先延ばしにしてしまっていたから須々木と距離が詰まっていき、あのような結末を迎えることになってしまったということだ。

　みんなとできるだけ長く楽しく一緒にいられるようにと俺が願っていても、他の周りの人はそれぞれ別の考え方を持っている。

　だから、今では俺達のグループは集まりが悪くなり、守ろうとしていたみんなとの時間も消えつつある。

　みんなの考えを一つにすることはできないので、俺の願いは理想論でしかなかったのかもしれないな。

　ルールや縛りは設けず、好きな時に集まって自由に遊ぶのが末永く関係を保っていける秘ひ訣けつなのかもしれない。

　これからは俺の行動基準をみんなのために決めるのではなく、自分のために決めるというように考え方を変えた方がいいかもしれない。

　気を使ってばかりの関係性は、自分も周りも気疲れさせてしまい楽しくなくなってしまう気がする。

　そもそも俺の身近に女性が多いこと自体が幸せで贅ぜい沢たく過ぎる悩みだ。

　それは、いつかこの先とんでもなく痛い目に遭うのではないかと不安になってしまうほどだ。

　それを考えると、今を全力で楽しんだ方がいいのかもしれない。

　幸いにも、今日は翼と二人で出かけることになっている。

　何故か翼からロマンチックなところに行きたいとお願いされたので、俺は横浜のみなとみらいで遊ぶと決めた。

　今まではどこに行くにもみんなと一緒だったので、翼と二人で電車を乗り継ぐ遠出をするのは初めてだ。

　これはもうデートに近い感覚があり、着る服や格好が異様に気になってしまった。

　変じゃないかなと鏡の前で何度も確認しては、別の服が良いかもと悩んでしまう。

　昨日からずっと緊張していたけど、今は楽しみでもある。翼が楽しんだり喜んでもらえるスポットを何時間も探してしまった。

　俺の選んだ場所で翼が喜んでくれる姿を想像すると、ついついにやけてしまう。

　まだ集合時間まで余裕はあるが、早く翼に会いたいなと想おもいを馳はせてしまう。

　これはやっぱり、俺って翼のことが……




　翼と待ち合わせの約束をしていた駅前広場に辿たどり着いた。

　家でじっとしていられなくて二十分も前に目的地へ着いてしまったが、もう既に翼は待ってくれていた。

「七渡く～ん」

　翼も俺と同様に普段とは異なる私服を着ている。

　オフショルダーの服の上にカーディガンを羽織っており、制服の時には表れない大人っぽさが出ている。

「お待たせ」

「ウチも今来たとこだよ」

　翼は俺と会った時にいつも満面の笑みを見せてくれる。

　本当に会えて嬉しいんだなぁと気持ちが伝わってくるし、不安を全て消してくれるような安心感を与えてくれる。

「今日は何でロマンチックなところに行きたいと思ったんだ？」

「……そ、それはね」

　顔を真っ赤にして焦っている翼。

「まだ言えない、ごめん」

「そっか」

　言えないということはちゃんとした理由を抱えているのだろう。

　その理由が気になるけど、今はまだ教えてくれないみたいだ。

「でも、今日は二人で良かったのか？」

「うん。むしろ今日は七渡君と二人が良かったの」

　今日のことは麗奈にも話していると翼は言っていたので、後から聞いて誘われてないんだけどと怒られることはないはずだ。

「それじゃあ、早速行こうか」

　人通りの多い、駅構内へ入っていこうとするが翼に腕を掴つかまれる。

「はぐれたら嫌だから、腕掴んでていい？」

「いいよ。ゆっくり歩くから安心して」

　麗奈やしばゆーの腕を掴んで歩くことが多かった翼だが、今日は二人がいないのでその相手は自然と俺になる。

　翼を連れて電車に乗り、目的地を目指す。

　運良く席が二つ並んで空いていたので、翼と一緒に座った。

「七渡君と電車で遠くまで行くのは夏休みの旅行以来だね」

「そうだな。二学期が始まって色々あったから、遊びに行くこともなかったし」

　夏休みの旅行が既に懐かしい。また同じメンバーで別の所に行きたいなと思うけど、現状だとそれは難しそうだ。

「また行けるよ。みんなと一緒に」

　まるで俺の心境を察したかのような、希望を持たせてくれる翼の言葉。

　それだけ俺のことを考えてくれている。さらには理解してくれているということなのだろう。

「ウチもそのために手伝うから」

　そう言いながら、翼は俺の肩に頭を乗せてくる。

　とても友達の距離感ではなく、カップルのするイチャつきと同じレベルだ。

　今までは他の友達の目を気にして距離を空けようとしていたけど、もうその気も起きない。今日は二人だけだし、翼とのこの距離感は心地が良いからだ。

「そう言ってくれると心強いよ」

「たとえ七渡君が世界中を敵に回しても、ウチだけは味方だもん」

「嬉うれしいけど、そんな状況に陥るほどの問題は起こせそうにない」

　須々木との文化祭での一件後、翼は家の前で俺のことをずっと抱きしめてくれていた。

　不安と後悔が渦巻いていた心に、それを全て包み込むような安らぎを与えてくれた。

　翼と付き合ったら、きっと何か嫌なことや辛つらいことがあっても、あの時のように励ましてもらえるのだろう。

　そんな男にとっては理想のような存在が、隣で俺を見つめている。

　これ以上の幸せが、この世に果たしてあるのだろうか……

　何駅か通過したところで、腰を低くしたおばあさんが電車に乗ってきた。

　席が満席だったこともあり、俺は自ら立ち上がった。

「席どうぞ」

　席を譲ると、おばあさんに礼を言われる。

　何な故ぜか翼も一緒に立ち上がっており、その席にサラリーマンが猪ちよ突とつ猛もう進しんしてきてそのまま座ってしまった。

「別に翼は座っててもよかったのに」

「だって、できる限り七渡君の近くにいたいんだもん」

　翼の返答があまりにも可愛かわいかったので、思わず身体からだがねじれそうになった。

「でも、やっぱり七渡君って優しいね」

「当たり前のことをしただけだろ？」

「そうだね、七渡君にとっては当たり前なんだよ。それが優しくて好きなの」

　普段の翼とは異なり、今日は感情が剥き出しになっている気がする。

　それに反応して俺も少し大胆になってしまったのか、翼と自然に手を繋つないでしまう。

「な、七渡君？」

「ごめん、手を繋ぎたくなった」

「……なら、今日はいっぱい繋いでおこうね」

　嬉しい言葉を何度も言ってくれる翼。

　感情が高ぶったので、天井を見て心を落ち着かせた。




　目的地である駅に到着し、電車を降りた。

　数分ほど歩くだけで高層ビルの合間から海が見えてきて、風の匂いが変わってくる。

「凄すごいっ、海と大都会だ」

　翼は目を輝かせながら景色を見渡している。

　俺は都会の景色にもう慣れてきたが、翼はまだ引っ越して半年ほどしか経たっていないので新鮮味があるみたいだ。

　海に面した広い公園を歩き、綺き麗れいなお花が並んだバラ園や大きな噴水を眺める。

「お花が綺麗で癒いやされる」

　翼は女の子なのでお花が好きかもしれないとこの場所を選んだが、ちゃんと喜んでもらえたようだ。

「色んなスポットをいっぱい調べて、翼が喜びそうなところチョイスしたからな」

「……ウチのためにいっぱい調べてくれたの？」

「もちろん。せっかくのデートだし、翼には絶対楽しんでほしかったから」

　誰かのために何かすることは何一つ苦ではないし、誰かを喜ばせるために行動することは楽しい。

「ま、待って待って」

「どうしたんだ？」

「嬉し過ぎて、頭が混乱してる。どうしよう……」

　今日一番の嬉しそうな表情を見せている翼。何か特別なことをしたつもりはないが……

「そんなにか？」

「だって、七渡君がデートって言ってたから」

「あっ」

　俺は思わず今日のことをデートと言ってしまっていたようだ。

「ご、ごめん、勝手にデートにしちゃってた」

「そのままでいいんだよっ！　ウチもほとんどその気持ちやったし、そう思ってたのウチだけじゃないんだって」

　どうやら翼も俺と同様にデート気分で過ごしていたみたいだ。

　傍はたから見たら、俺達はデートをしているカップルにしか見えないしな。

　公園で人が集まっている所へ行ってみると、若い大道芸人さんが派手なパフォーマンスを披露していた。

　マジシャンが何もない手のひらにハンカチを被かぶせ、それを剥はがすと鷹たかが出てくる。

　あの手品は小さい鳩はとが出てくるのが一般的なので、大きな鷹が出てきたのは遠くから見ても衝撃だった。

「す、凄いね七渡君」

「やっぱり手品を仕事にしているだけあって、プロフェッショナルだな」

　その後も鳩ではない珍しい鳥を出して、子供達から歓声を浴びているマジシャン。

　素直にカッコイイと思えるし、その道を究めたプロは凄いなと感心する。

「そういえば、翼は何か将来やりたいこととか夢とかあるのか？」

　自分のやりたいことを仕事にしている大道芸人さんのパフォーマンスを見て、ふと翼の将来の姿が気になってしまった。

　翼は俺がパティシエを目指そうとしているのを知っているけど、俺は翼が何を目指しているのかをまだ知らない。

「ちゃんとあるよ」

「教えてくれるか？」

「わ、笑わない？」

「人の夢を笑うわけないだろ。むしろ全力で応援する」

　たとえ翼がアイドルになりたいとか配信者になりたいと語ろうが、それが翼のやりたいことなら俺は全力で応援する。

「……お嫁さんになりたい」

「ん？」

　まさかの回答を聞いて理解するのに時間がかかった。

「も、もちろんね、ただのお嫁さんじゃなくて、旦那さんを全力で支えてあげて、その人の夢を一緒に叶かなえていけたら幸せだなぁって」

「そ、それは素敵なことだと思うけど」

　まさかお嫁さんになりたいと語ってくるなんて……

　全力で応援すると言ってしまったため、反応に困る夢だった。

「お、お嫁さんって言っても、誰が相手でもいいわけじゃないだろ？」

「もちろんだよ！　あの人以外はダメなの」

　そう言いながら俺を見ている翼。あの人とは俺のことだよと訴えているのだろうか……

「ちゃんと応援してね」

「……はい」

　自分の発言を訂正するわけにはいかないので、翼の希望を受け入れた。

「そ、そろそろ昼飯の時間だな」

「そうだね」

　まだお昼には早かったが、変に気まずくなってしまったので無理やり切り上げた。




　テレビ番組でも取り上げられていた美味おいしい洋食レストランでの食事を終え、俺達は次の目的地へと向かう。

「七渡君、次はどこ行くの？」

「海の上」

「もしかして泳ぐの？」

「違う違う、船に乗るんだよ」

　翼からロマンチックな場所というリクエストがあったので、普段は利用しないような乗り物に目を付けていた。

「あのクルーズ船かな」

　海を走っている青色の小型クルーズ船。翼を喜ばせるために決めたプランだが、俺もワクワクしてきたな。

「えっ、あれに乗れるの？」

「そうだよ。ちゃんと予約もしてある」

「す、凄い……船とか初めて乗るから楽しみ」

　俺も初めてのことなので、翼とは同じ気持ちを抱いている。

「ここに俺達が乗る船が来るみたい」

　船着き場へ入り、そこから見える景色をスマホで撮影する。

「チケットとかはいらないの？」

「前日にクルーズ船の電子チケットを二人分取っておいたから問題無いよ」

「ウチのためにそこまでしてくれたんだ……」

　翼が感激するほどたいしたことはしていない。チケットの予約なんてスマホを使えば数分でできるし、デートをスムーズに楽しむためにみんながやっていることだと思う。

　待ち時間ができたので、翼はその間にお手洗いへ向かった。

　俺がベンチに座って待っていると、長らく電話対応していたスタッフさんが俺の元へ歩いてきた。

「次の時間のクルーズを予約されていた団体のお客様が二組ともキャンセルされまして、乗船されるのは二名様のみとなりました」

　他の乗客の姿が見当たらなかったので不安になっていたが、どうやら団体客のキャンセルが理由だったようだ。

「えっ、ちゃんと運行しますか？」

「それはもちろんでございます。他のお客様がいなくても不安になられないようにという意味で、事前にお伝えさせていただきました」

「わ、わかりました」

　まさかの貸し切り状態になってしまった。

　他の客がいないと船内が怖いくらい静かになってしまいそうだが、貸し切りなんて滅めつ多たに体験できないのでお得な気分だ。

「七渡君、お待たせ」

「あと五分ぐらいだって」

「そっか、あと少しだね」

　翼はリップクリームを塗ってきたのか、唇の潤いが増している。

　今日は翼のことしか見ていないので、小さな変化にも気づいてしまう。

「まさかのサプライズがあるから」

「サプライズ？」

「うん、俺にとってもサプライズだったけど」

　貸し切り状態というサプライズができたので、出発するまで秘密にしておこう。

「船が到着しましたので、出発まで船の中でお待ちいただいても大丈夫ですよ」

　スタッフさんの言葉を聞いた俺達は、一足早く船へと入っていった。

「船にも船着き場にも他のお客さんいなかったけど、まだ来てないのかな？」

　翼はようやくこの状況に疑問を抱き、他の乗客について聞いてきた。

「実は俺達だけなんだ。つまりほぼ貸し切り状態」

「えっ!?　凄い！」

　目をパチパチとさせて、そんなことあるのという表情で驚いている翼。

「七渡君……ウチのためにここまで用意してくれたんだね」

「そ、そんな感じ」

　貸し切り状態になったのは運の良さもあるが、この時間を選んで予約していたのは俺なのでサプライズは俺の功績といっても過言ではないはず。

「お金とか大丈夫だよね？」

「別に特別料金とかはかかってないから心配ないよ」

　この船のチケットは千円ほどだったが、もしも貸し切り状態でチケットを取るとなると数万円はするはずだ。

　翼と話していると船は動き始め、短い船旅がスタートする。

「始まったね」

「船とか飛行機とかって事故ったりしないかなって不安になるんだよな」

「七渡君、心配性だもんね」

　俺の不安を拭うかのように、腕に抱き着いてくる翼。

「そういう不安を抱く人多いけど、シンプルに歩いて出かける方が事故に遭う確率高いってお姉ちゃんが言ってたよ」

「そんなもんなのか。そういえば先週も下校中に車に轢ひかれそうになったな」

　ただの日常でさえも、危険はたくさん潜んでいるのだと思い知らされる。

　そんなことを考え出すと、何が起きても後悔しないように身近にいる人を毎日大切にしていかなきゃなと思う。

「七渡君？」

　翼を失いたくないと思ったからか、気がつけば抱き寄せていた。

「あっと、その……傍そばにいてほしいと思ったから」

「うん。ずっと傍にいるよ」

　逆に翼の方からもさらに抱き着いてくる。思いが一方的ではなく、お互いに同じというのは幸せに尽きるな。

「この船はどこまで行くの？」

「見所を回って元の場所へ帰ってくるコースだと思うよ」

「そっか。このままどこか遠くの島まで連れてってくれてもいいのにね……」

　翼がちょっと不思議な発言をしている。

　きっと海の上にいて他に客のいない状況だから、現実感が無くて不思議な妄想が膨らんでしまうのだろう。

「それで置いてかれたりでもしたら怖くないか？」

「そしたら七渡君とずっと一緒にいられるから、悪くない気もするよ」

　翼と二人で生きていく。それは非現実的ではなく、具体的に想像ができてしまう。

　相手に不安を抱いている状態なら、将来のヴィジョンは見えてこない。信頼を寄せている相手だからこそ、先のことも考えられる。

「外にでも行ってみるか？」

「えっ、外に出られるの？」

「うん。他に客もいないから、占領もされてないし」

　席から立ち上がり翼と後方デッキへ足を運ぶと、強い海風が全身を包んだ。

「うわ～景色凄すごい」

　翼はデッキからの景色を見渡し、感動の声を上げている。

　高層ビルや大きな観覧車が見え、俺も思わずおぉという声が漏れた。

　風が強過ぎたため長居はしなかったが、翼はより一層楽しんでくれたみたいだ。

　気持ちを切り替えて船内の座席の窓から、外の景色を眺める。

　ゆったりとした時間になり、俺は思わずぼーっとしてしまったが、翼は変にそわそわしていた。

「ここしかない」

　翼の独り言が聞こえてきた。拳を握っていて、何か決意をしたようにも見える。

「七渡君、あのね……」

「どうした？」

　俺の正面の座席に座り直し、目を見て話し始める翼。

「今から話すことは、真剣だからね」

　この状況にはデジャヴを感じる。須々木に告白された時の緊張感と似ているな。

「ウチはね、七渡君のことが小学生の頃から好きだったの」

　翼と俺は家が隣同士の幼おさな馴な染じみだった。小学五年生の時に離れ離れとなり一旦は疎遠になったが、高校生になると翼の方から会いに来てくれて今ではまたご近所さんだ。

「ずっと大好きで、そのことを両親に言ったらお父さんが七渡君のお父さんと勝手に話を進めて許嫁いいなずけになっちゃったの」

「もちろん、その流れは俺も理解しているよ」

「でも、その約束のせいでね、お互い変に意識するようになって七渡君とも気まずくなっちゃって、ちょっと距離が空いちゃったこともあったよね」

　正直、俺は許嫁と勝手に決められてからは嫌な影響が多かった。翼と毎日一緒に遊んでいたのに、あの日からは変に意識するようになってしまった。

「あの時は許嫁なんて約束はいらなかったなって思う日もあったの」

　俺も翼と同じことを思っていた。でも、翼はあの時の約束を今でも大切にしている。

「でも、七渡君が引っ越しちゃって離れ離れになってから、毎日とんでもない寂しさと向き合わなきゃいけなかったの。その時に、七渡君と許嫁って約束が、今度はウチを安心させて助けてくれたの」

　俺は自分のことだけで精一杯で、引っ越した後は寂しくならないように翼のことを忘れようとしていた。

　でも、翼はその逆の考えだった。

　俺のことを想おもい続けてくれて、忘れるどころか心に刻みつけてくれていた。

「だから、七渡君との許嫁っていう関係性はウチにとって宝物で、どうしてもその約束を果たしたいなって考えてるの」

　許嫁という約束のおかげで救われていた翼。その話を聞くと、俺も今以上に許嫁という約束を大切にしようと思えてくる。

「七渡君のこと、ずっと大好きだった。高校生になって再会してから、もっと好きになった。これから何があっても、ずっと大好きでいる」

　過去も未来も好きでいてくれる翼。それはきっと冗談でも嘘うそでもない。

　翼は本気で言っていて、きっとそれを実現してくれる。

「だから……どうしても、ウチと付き合ってほしいの」

　翼は想いを全部吐き出して告白してくれた。

　俺の今の気持ちは須々木の時とは異なり、不安や焦りがない。

　ここに今あるのは、喜びと感謝だ。

「もちろん七渡君の気持ちもあるから、許嫁だから無理やり付き合ってとは言わないよ」

　返事をしようとしたら緊張で声が出なかった。

　告白はもっと緊張する。きっと翼は勇気と覚悟を持って告白してくれたんだ。

「七渡君がまだ迷っているのなら待ってるし、七渡君がウチを許嫁として相応ふさわしくないと思うなら、七渡君に認めてもらえるように頑張るし」

　わざわざ俺の逃げ道まで作ってくれている翼。そこに甘えてしまえば楽にはなれるが、その道を選んだら男として終わりな気がする。

「今はお試しでもいいから付き合ってほしい。ダメかな？」

「……翼」

　やっと喉から声が出てくれた。これで俺の気持ちも伝えられる。

「その答えは俺が言うべきじゃない」

「えっ」

「俺の気持ちも聞いてほしい」

　翼は戸惑う表情を見せつつも頷うなずいてくれた。

「俺は小学生の頃、翼のことが大好きだった。妹のように思っていたと口では言ってたけど、翼に好きになってもらいたくて行動することも多かった。自分にとって特別な存在で、翼のことばかり考えていた」

　翼も俺への想いを真剣に口にしてくれたので、俺もその気持ちに真剣に答えないと。

「高校生になって会いに来てくれた後も、やっぱり翼は俺にとって特別なままだった。日に日に大好きだった気持ちが舞い戻ってきたし、あの時よりも様々な視点から翼を見ることができるようになったから、もっと好きになっていった」

「七渡君……」

「翼は許嫁の約束を忘れずに俺のことを想い続けてくれた。でも、俺は翼を思い出すと寂しい気持ちになるからと忘れようとしていた。その負い目が胸の奥にずっとあって、俺は翼の許嫁に相応しい男なのかなって最近悩んでた」

　今まで翼と素直に付き合いたいなと思うことができなかったのは、翼に負い目を感じていたからだと気づくことができた。

　ただ、今はもうその気持ちを抱いたままでも、翼と関係を進展させたい。

　それだけ好きな気持ちが自分の中に募っている。

「でも、俺は今どうしても翼と付き合いたいと思っている。翼と一緒にいるのが一番幸せだと感じるし、翼のために生きたいって覚悟ができてる」

　関係性を維持しなければと躍起になっていたのに、今では変えたいと思っている。

　みんなの気持ちが理解できた気がする。好きな気持ちはどうしても我慢できない。

「だから、俺はチャンスが欲しい」

「チャンス？」

「翼にもっと好きになってもらえるような、翼の許嫁と堂々と名乗れるような相応しい男に絶対なるから。俺とお試しでいいから付き合ってほしい」

　俺の言葉を聞いた翼は、目を輝かせて口をパクパクとさせている。

「お試しじゃなくていいよ。こちらこそ、真剣にお願いします」

　翼からの返事を聞いて安あん堵どする。世の中に絶対はないからな。

「……ウチもね、自分のことまだ七渡君の許嫁に相応しいって思えてないの。だから、二人で一緒に頑張ろうね」

「うん。愛してる」

「う、うぅ……」

　翼は足をばたつかせながらあたふたしており、声にならない声をあげて泣きそうになっている。

「今日から恋人ってことだよね？」

「そういうことになったぞ」

「そ、そんなの……嬉うれし過ぎるよ」

　堪こらえ切れずに泣いてしまった翼を優しく抱きしめる。

「どれくらい嬉しいの？」

「生きてて良かったって思えるくらいっ」

　俺の胸の中で感情を爆発させている翼。

　翼の本気の気持ちが伝わってくるし、今まで感じたことのない幸福感に包まれる。

『お客様、おめでとうございます』

　突然、拍手の混じった船内放送が響き渡り、まさかの祝福をされてしまう。

　他に客がいなかったためか、操縦席の方にも聞こえていたのかもしれない。

『これからお二人が多くの幸せを育んでいけることをスタッフ一同祈っております』

「おいおい、めっちゃ恥ずかしいな……」

「素敵っ」

　翼は船内放送に感激しているようで、ありがとうございますと頭を下げている。

　船は出発した船着き場へと戻っていき、夢のような時間の終わりが近づいてくる。

「七渡君、素敵な時間をありがとう」

「俺の方こそありがとう。一生の思い出になったかも」

「そうだね。これから、この時のことを思い出してはキュンキュンしちゃいそうだよ」

　船に乗る前は友達同士だったが、船から降りた時は恋人同士になっていた。

　俺達はスタッフに見送られながら、翼と手を繋つないで次の目的地へ向かった。

「どうしよう、恋人になっちゃったね」

「そうだな、もう翼が彼女なんだな」

「七渡君が彼氏かぁ……」

　俺が彼氏になったと改めて実感し、幸せそうな表情を見せている翼。

「でも、あんまり今までと距離感とか変わらないのかも」

「もう告白する前からお互いの好きな気持ちがこぼれてたからな。今までの俺達と劇的に何かが変わるってことはなさそうだぞ」

「そうだね。七渡君を大切にしたい気持ちとか大好きな気持ちとかは、今までと変わらないもん」

　今までも俺達は恋人に見られてもおかしくない距離感だった。

　でも、これからはさらに一歩踏み込んでも、恋人同士なので問題はない。

「ちょっと、あそこのベンチで休憩するか。近くに自販機もあるし」

「そうしよう。ウチも喉渇いた」

　緊張して喉が渇いてしまっていたが、それは翼も同じのようだ。

　自販機でジュースを買い人通りの少ない場所のベンチに座ると、翼が待っていましたと言わんばかりに抱き着いてきた。

「大好きだよ七渡君～」

　好きな気持ちが溢れ過ぎて止まらなくなっている翼。

　これからは翼の愛が強過ぎて、幸せ過ぎる苦労も待っていそうだな。

「は、恥ずかしいよ」

　俺達のことを見ている人がいないとはいえ、外で全力で抱き着かれるのは恥ずかしい。

「今まで我慢してたから許して」

　そんなことを言われてしまったら、許すという選択肢以外無くなってしまう。

「七渡君、あと全部飲んでいいよ」

　自販機で買ったジュースは、翼の好みに合わせてオレンジジュースにしていた。

　一人で飲みきれそうになかったので翼と二人で一本にしたこともあり、何度か間接キスが行われた。

　翼とは子供の頃からの仲であり、間接キスなんてのは数え切れないほどしてきた。

　だが、まだお互いの口を合わせるキスはしていない。

　俺も翼のことが大好きだから、そういうことも早くしたいなと思ってしまう。

「七渡君、次はどこ行くの？」

「観覧車とかどうかな？」

「超乗りたいっ！」

　俺の提案に大賛成してくれる翼。あまりにも可愛かわいいので頭を撫なでた。

「また最高の思い出ができちゃいそう」

「大おお袈げ裟さだな」

「大袈裟じゃないよ。だって七渡君とのこういう日をずっと夢見てたんだもん」

　翼は愛情のこもった言葉を恥ずかし気もなく真まっ直すぐに伝えてくれる。翼のような素直な人と一緒にいるのは楽しいし、傍そばにいてくれるだけで元気も出そうだな。

「じゃあ、行こっか」

「うんうん」

　立ち上がると、磁石のように素早く腕に抱き着いてくる翼。

　隙間なく幸せを与えてくれる翼を見ていると、俺の選択は間違っていなかったんだなと安心感が芽生える。

　観覧車のある遊園地へ入り、受付で観覧車のチケットを購入した。

「七渡君、ウチもお金出すよ？」

「翼は実家暮らしでもないし俺が出すべきだろ。俺はバイトもしてるから、今は金欠でもないし」

「そんなことないよ。負担掛けたくないし、一方的に与えられちゃうのは嫌なの」

　相手のことが本当に好きなら、男なら誰だって女の子の分までお金を出してしまうものだろう。

　ましてや翼は生活が大変なので、それぐらいは支えていきたい。

「じゃあ、その代わりにいつか気が向いたら何かプレゼントでも買ってくれないか？　好きな人からプレゼントされるのは嬉しいしさ」

「……わかった。七渡君のおかげで浮いたお金は七渡君に喜んでもらえることに使うね」

　渋々納得してくれた翼。俺にも譲れないプライドはあるからな。

　数分ほど列に並び、観覧車に乗った。

　船からの景色も素晴らしかったが、観覧車の高所から見る景色も絶景なはず。

「ウチ、観覧車に乗るの初めてだから楽しみだよ。子供の頃からの憧れだったんだ」

「俺も初めてだぞ」

「えっ、そうだったの!?」

　みんな子供の頃に親と初観覧車は済ますものだが、俺達にはその経験が無かった。

　俺は遊園地に連れていってもらったことはあったが、親が高所恐怖症で観覧車は選択肢に含まれなかったらしい。

「七渡君の初めてゲットしちゃった」

「さっきの船も初めてだったしな」

「これからも二人で色んな初めてのこと、いっぱい経験してこうね」

　きっとこれから二人でデートを重ねて、様々な新しいことを経験していくのだろう。

　俺にもまだまだ体験していないことがたくさんある。緊張することも多いだろうけど、翼なら鼓舞してくれるはず。

「七渡君、こっちにおいで」

　翼とは向かい合って座っていたが、翼に隣においでと手招かれる。

　素直に従うと、抱きしめられて頬ほおをスリスリされる。

「ここは少し狭いけど、二人だけの世界だね」

　翼が言うように、この空間には俺と翼の二人だけしか存在しない。

　その状況が俺達の欲望を掻かき立ててしまっている。

「だから、いっぱい甘えちゃう」

　隙間が見つからないほど密着してくる翼。今までにないほど顔が接近しており、その柔らかそうな唇に目が行ってしまう。

　このままキスをしたいが、果たしてタイミングは合っているのだろうか……

　友達の高たか橋はし君が彼女と付き合ってからキスするまで、半年ほどかかったと言っていた。

　中学生や高校生の初う心ぶな恋愛はステップを踏むのに時間がかかる。

　でも、俺と翼はちょっと事情が違っていて、一緒に過ごした年月が付き合う前から既に長い。

　だからこそ、踏むべきステップを恋人になる前からクリアしており、キスをしても大丈夫な信頼関係は築けていると思う。

　それでも、翼の気持ちも考慮しないといけないので、確認は必要かもしれないな。

「つ、翼、キスしてもいいか？」

　これで断られたら恥ずかし過ぎてトラウマになってしまいそうだ。でも、翼も勇気を出して告白してくれたし、俺も勇気を出していかないと。

「そう言ってくれるの待ってた」

　どうやら翼はキスを期待してくれていたみたいだ。

　勇気を出して良かったなと安堵する。俺の想おもいは一方的ではなくて、お互いに向き合っていた。

「愛してる」

　目を閉じて待ってくれている翼にキスをする。

　唇は温かくて柔らかく、心を駆け抜けるように満たしていく。

　翼への愛いとおしさが胸に込み上げてきて、身体からだが火照って熱くなっていく。
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　唇を離した後に漏れた翼の吐息が、生温かくて心に刺激を与えてきた。

　翼はリップクリームを塗っていたため、俺の唇もスースーしてくるな。

「……しちゃったな」

「ずっとしたかったんだよ」

　もっと翼は緊張するのかと思っていたが、愛情の強さが緊張を超えているのか大胆さを見せている。

　恥ずかしがり屋な翼も、大好きな人の前では周りが見えなくなってしまうのだろう。

「ウチからもしていい？」

　恍こう惚こつとした表情でおねだりしてくる翼。

　あまりにも魅惑的な表情だったので、軽く頷うなずくことしかできなかった。

　今度は翼の方から近づいてキスをしてくれる。

　俺は手持ち無沙汰になった両腕で、翼の背中を抱きしめた。

　自分からした時とはまるで違う感覚となり、求められていることが高揚感を与えてくる。

　幸福度はこっちの方が高い気がする。キスはされる方が良いという、新しい知識を手に入れたな。

「んっ」

　翼は緊張して少し震えている俺の唇を包みこむように、唇を少し離してから甘あま噛がみもしてくれる。

　甘過ぎる雰囲気の中へ埋もれていき、溺れそうになってしまう。気を抜くと意識が飛んでしまいそうだ。

「ん～幸せ」

　キスを終えた翼は幸福を噛みしめながら抱きしめてくる。

　翼を抱きしめながら見る外の夕暮れの景色に、思わず感嘆のため息が漏れる。

　翼と付き合うことができて本当によかった。

　これ以上の幸福は、きっとこの世界のどこにも存在しないだろう──




「今日はありがとね七渡君」

　デートを終え、翼の家の前まで帰ってきた。

「俺の方こそありがとうだよ」

　今日は今までの人生で一番印象に残る日になったかもな……

「またデートしようね」

「そうだな。翼と行きたい場所はたくさんあるし」

　俺達の付き合いは始まったばかりであり、恋人生活はこれからが本番だ。

「学校ではイチャつき過ぎないように気をつけような」

　明日は学校だが、今の俺達の距離感のままでは流石さすがに問題がある。

　限度を設けないと、周りから嫌われてしまうからな。

「うん。でもその分、家とかで二人きりの時はいっぱいイチャつこうね」

　ちゃんと翼が我慢できるか心配だが、俺も緩んだ気を引き締めないとな。

「……麗奈ちゃん達にはウチが言うから安心してね」

　翼は俺に気を使ったのか、麗奈への報告は一人で済ませる気でいる。

「七渡君は廣瀬君に伝えておいてね」

「わかった。助かるよ」

　幸せを手に入れたことで、失うものもあるかもしれない。

　その恐怖がちらついてしまうけど、中途半端なのは一番駄目なんだと須々木との一件で思い知らされた。

　きっとこの選択は、自分にとって正解のはずだ──







第５章　ユートピア







　　　∞麗れい奈な∞




　登校前の待ち合わせ場所となっている公園へ辿たどり着く。

　翼つばさから今日はいつもの集合時間よりも早めに集まろうと連絡が来た。

　昨日は七なな渡とと二人で遊んだみたいだから、きっとその時の報告をするのだろう。

　果たして翼は七渡に告白をしたのだろうか……

　タイミングが合えばとは言っていたけど、翼のことだから我慢はできなかったはずだ。

「麗奈ちゃんおはよ」

　あたしを見つけて小走りで駆けてきた翼。

　屈託のない笑顔を見せており、朝から元気だなぁと思う。

　間近に来た翼は今までとはどこか異なった雰囲気があり、あたしは終わったなと確信してしまう。

　きっと、七渡と何か進展があったに違いない……

「昨日はどうだったの」

「そ、そのね……」

　翼は言い辛づらいことを抱えているのか、口をもごもごとさせている。

「七渡君と付き合うことになった」

　ほら、やっぱりね。

　こんな日が来てしまうんじゃないかなと覚悟はしていたけど、実際に訪れると目の前が真っ暗になっちゃう。

　でも、あたしは目の前の景色が歪ゆがんでいても、翼と向き合わないといけないんだ。

「告白できたの？」

「うん。七渡君がクルーズ船を貸し切ってくれたみたいで、そこでの雰囲気が最高でね」

　いやいや、流石に七渡でもクルーズ船は貸し切れないって！　何があった!?

「夢じゃなくて？」

「ウチも夢なんじゃないかと思って朝は不安になったけど、起きたら七渡君からメッセージがスマホに届いてて現実だったんだってなったよ」

　クルーズ船の詳細が気になるけど、翼は特に気にも留めていないようなのでスルーするしかない。

「そっか……やったじゃん」

「あ、あの、麗奈ちゃんっ」

　不安そうな顔であたふたしている翼。逆の状況だったら、あたしも相手にかける言葉に迷うなと思う。

「あたしは大丈夫。だから、おめでとう」

　ここはあたしが大人にならないといけない。

　翼に告白の先手を譲ったのもあたしだし、結果は受け入れるしかないんだもん。

「ありがとう」

　翼はあたしの両腕を握って感謝を述べる。

　このまま膝を抱えて蹲うずくまりたい気分だけど、その気持ちを今は堪こらえて強く生きないと。

　あの須す々す木きも最後は潔かった。告白が駄目でもしつこくネチネチと絡んでくるのかなと思っていたけど、きっぱり負けを認めていたのは好感を持てた。

　あの強さが羨ましくもある。あたしにあんな真似まねはできないなと、似たような状況になって改めて実感した。

「柚ゆず癒ゆにはあたしから言っておくよ」

　翼が振った柚癒に恋人ができたと告げるのは心が痛いはず。そこは代わりに友達のあたしが言ってあげないとね。

「いいの？」

「あたしがその役に一番相応ふさわしいと思うしさ」

「助かるよ麗奈ちゃん」

　柚癒だって翼に振られて辛い思いをした。

　関われなくなって距離を置いてしまう弱さも、今なら痛いくらいに理解できる。

「……あたし、先行くね」

　翼に背を向ける。そろそろ見せられない顔になっちゃうだろうから。

「やっぱりもう一緒に登校するのは難しい？」

「登校の時ぐらいは二人きりでいたいでしょ？」

「うぅ」

「それに、あたしも多少の気まずさはあるしさ」

　別に七渡が取られたわけじゃない。元々あたしのものじゃなかったしね。

　地べたにいたあたしには手が届かなかったんだ。天使のように空を飛んでいきそうな翼には手が届いた。

　名は体を表すってやつなのかもね。翼は何もかも眩まぶし過ぎた。

「別に学校では変わらずに過ごすから安心しなよ」

「そう言ってくれると嬉うれしい」

「受け入れるのにはちょっと時間がかかるかもしれないけど、あたしはみんなとずっと友達でいたいから」

「ありがとう……麗奈ちゃん」

　翼を置いて一人で学校へ向かう。

　学校に着いたら、一目散にお手洗いへ行かないとね。

　きっと涙で化粧が崩れちゃってるからさ──




　休み時間になり、教室を見渡す。

　七渡と翼の学校での態度や距離感は、今までとそこまで変わっていない。アイコンタクトをしているのか、たまに顔を合わせては二人で笑顔になっているけど。

　スマホを弄いじっている柚癒を見つけたので、話しかけに向かう。最近はやたらスマホと向き合っているので、誰かと頻繁に連絡でもしているのだろうか……

「柚癒、ちょっと話があるんだけど」

　あたしを見て避けようとした柚癒の腕を掴つかみ、離れていかないようにする。

「ひえっ、掴まった」

　久しぶりの対面におどおどしている柚癒。

「まだ気まずいの？」

「いや、もう大丈夫なんだけど……変に間が空いたぶん上手うまく関われなくて」

　時間が経たてば嫌なことも辛いことも薄れていく。あたしも来月辺りにはこの苦しみが多少和らいでくれると嬉しいんだけど。

「一応、報告があって」

「えっ、何か関係性が変化した感じ？」

「お察しの通りです」

　あたしにとっても柚癒にとっても、受け入れるのが難しい報告をしないといけない。

「翼が七渡に告白して、オッケー貰もらったって」

「……そっか」

　あたしの言葉を聞いた柚癒は、黙って強く抱きしめてくれる。

「あたしは大丈夫だから」

「大丈夫なわけないじゃん。麗奈ちゃんの本気の気持ち知ってるもん」

　強がっていても、柚癒には簡単に気づかれてしまう。

　でも、友達がいて本当に助かったな。これで一人ぼっちになっていたら、それこそ立ち直れなかったと思う。

「あ、あの柚癒ちゃん……」

　あたし達の状況を見たのか、翼が不安げな顔をして近づいてくる。

「つ、翼ちゃん」

　二人が間近で顔を合わせるのは柚癒が告白した時以来だ。

　以前のように仲なか睦むつまじそうに話せなくなっているかもしれない。二人がぎこちなく話すのはちょっと見ていられないかもしれないぞ。

「おめでとうっ」

　翼を抱きしめて祝福する柚癒。どうやら、あたしの不安は杞き憂ゆうに終わったようだ。

　今思えば柚癒は人懐っこくて、元気で明るい性格だった。切り替えることができたのなら、また仲良くできるに決まっている。

「麗奈ちゃんから聞いたよ、夢が叶かなったって」

「うん、ありがとう」

　好きだった翼に恋人ができたことは柚癒もショックなはずだけど、ちゃんとお祝いの言葉をかけている。

　逆に翼に恋人ができたことで、柚癒も吹っ切れたのかもしれない。

　このまま関係が改善されればいいけど、今は自分の心配をしないとね。

　また三人で話したり出かけたりできたらいいなと思っている。後は柚癒のように吹っ切れれば、その未来も待っているかもしれない。

　ふと、中学の時に一人でいるのは辛かったなぁと思い出した。

　でも、七渡と友達になることができて、そこから繋つながりがたくさん生まれて、楽しい時間が増えていった。

　それは良いことばかりではなく、誰かと繋がるとその分リスクも増えてしまうようだ。

　出会いや別れがたくさん生まれるし、人間関係で四苦八苦することもある。

　一人でいる方が良いのか、みんなといる方が良いのか、あたしにはわからない。

　ただ、唯一言えることは、一人だと誰も大切にできないし誰からも大切にされないということだ。

　あたしは自分が好きだから、自分を大切にしたい。

　だから、一人でいることを選んだ時もあったけど、意外にも誰かと繋がっている方が自分を大切にできるみたいだ。

「それでね、その時に七渡君がね」

「うんうん」

　考え事をしている間に、翼と柚癒が既に楽しそうに話していた。

「あっ、今日は日直だから黒板の文字消さないと」

　翼は自分の用事を忘れてしまうほど、柚癒との久しぶりの会話に夢中になっていたみたいだ。

「ふぇぇ……翼ちゃんがメス顔になっちゃったよぉ」

　翼がいなくなると、肩を落としてしまう柚癒。

「やっぱりショック？」

「まぁ、柚の好きだった眩しくて天使のような翼ちゃんじゃなくなってたから、逆に話しやすくなったけどね」

　確かに今の翼からは以前のような力強さは感じられず、表情や雰囲気が柔らかくなっている気がする。

「あたし達は負け犬らしくジメジメしてるからね」

「いや、柚ももう彼女できたよ。負け犬じゃないもん」

「なっ」

　柚癒の言葉に絶句する。いつの間に……

「本当？」

「うん。元々友達だった人とね」

　おいおい、女性陣で恋人がいないのあたしだけになってんじゃんか。

「……だ、誰か良い人いないかなぁ」

「柚は一人だけオススメできる人いるよ」

「い、一応聞いておく」

　焦って恋人を作る気はさらさら無いけど、何か救いは持っていたい。

「須々木さんはどう？」

「何でそうなるのよっ!?」

「同じ敗者組だし、傷を舐なめ合う感じで気が合いそうだから」

　柚癒に聞いたあたしが馬鹿だった。話になんないっての。

「もう天あま海みっちは完全に諦めたの？」

「んなわけないじゃん」

「言うと思った」

　翼と七渡がこれからずっと上手くいくとは限らない。だから、七渡への気持ちは別に捨てなくてもいい。

　そもそも七渡への想おもいはあたしの宝物なので簡単には捨てられない。

　いつか、七渡に無理言って処理してもらうのもいいかもしれないな──




　　　＋七渡＋




　学校での翼の態度は普段とは変わらず、仲の良い友達感覚で接してくれている。

　ただ、完全に我慢はできないのか、すれ違う時や誰にも見られていなそうな時はしれっと触れてくるのが愛らしい。

　授業が終わり休み時間になったので、俺は報告も兼ねて一いつ樹きの元へ向かった。

「まさかの報告があるぜ」

「ん？　爪でも切ったか？」

「そんなしょうもない報告しねーよ！」

　相変わらずの一樹の冗談に、ため息が出てしまう。

「……遂ついにか？」

「やっぱり、一樹にはわかるか」

「子供できたのか？」

「早過ぎんだろ!?　ステップ飛ばし過ぎだっての」

　できちゃった結婚ならぬ、できちゃった付き合いはしていない。

「翼と付き合うことになった」

「だろうな。七渡はわかりやすいから察してたぞ」

　表情に浮かれっぷりが出ていたのか、察していた一樹は特に驚かなかった。

「悪いな、みんなのことじゃなくて自分のこと優先しちゃって」

「それで良かったんじゃないか？　その判断が正解なのかはまだわからないけど、七渡が不幸になることはないと思うぞ」

　よく決断したぞと称たたえるかのように、俺の肩を叩たたいてくれる一樹。

「また須々木の時みたいにならないよう気をつけろよ」

「あれは須々木が一方的にだな……」

　中学の時のトラウマを呼び起こしてくる一樹。容赦はないが、肝に銘じておかないといけないことでもある。

「まぁ相手があの城しろ木きさんなら、七渡が何をしても好きでいてくれるか」

「ずっと好きでいてもらいたいから、翼が嫌がることは絶対にしないけどな」

「……そういう奴やつだったなお前は」

　翼は甘やかしてくれるけど、甘えてばかりではいけない。もっと好きになってもらえるように俺も努力していかないとな。

「でもこうなると俺が深み海うさんと付き合ったら、七渡の義兄になっちまうな」

「おいおい、ヤバいだろそれ。どっか行けよ」

「清きよ実みさんと付き合って七渡のパパになってもいいんだぜ」

「より地獄になってんじゃねーかっ」

　一樹の恋の行方は俺に深く関わってきそうだな。とはいえ変なチャラ男が義兄になるくらいなら、一樹の方が安心できるけど。

「地ち葉ばにもちゃんと話しとけよ～」

　そう言いながら、俺を置いて別のクラスへと向かってしまう一樹。

　麗奈はどういう反応をするのか、不安で怖がっている自分がいる。それさえも一樹は察していたのだろう。

「天海君」

　背後から冷たい声で名前が呼ばれたので振り向くと、そこには麗奈が立っていた。

「えっ、麗奈？」

　腕を組みながら俺を睨にらんでいる麗奈。

　しかも、俺のことを名前ではなく苗みよう字じで呼んでいた。

「あ、あの、その……」

　どうやら麗奈は怒っている。でも、それは無理もないことだ。

「冗談だよ～ん、七渡」

　笑顔になり、俺のお腹なかに肘を当ててくる麗奈。

「び、ビックリしたなぁ」

「ごめんね。ちょっと脅かしてやろうと思って」

　普段と変わらず、笑顔で明るい表情を見せてくれる麗奈。距離感にも変化はない。

「翼と付き合い始めたんだってね。おめでとう」

「ありがとう」

「七渡も翼もあたしの大切な友達だから、ちゃんと幸せになってよね」

　気にしていない態度を見せているのが、逆に恐こわくなってくる。

　でも、俺が無む暗やみに言葉をかけても、麗奈を傷つけてしまう可能性がある。

　ここは俺も麗奈と同様に、今までと変わらない態度で接するべきか。

「ちゃんと彼氏できんの？」

「そ、そりゃ、自信はないけど俺なりに頑張るつもりでいるし」

「うわ、頼りなさそう」

　頼りなさそうなのは俺も自覚している。翼を引っ張っていけるように、男を磨いていかないとな。いっそのことジムでも通おうかな。

「すれ違いとか喧けん嘩かとか、これから色々あるかもしんないよ」

「こ、恐いこと言うなよ……」

「何かあったら相談してね。いつでも話聞いてあげるから」

　温かな笑みを見せて話す麗奈。最初に出会った頃は恐い表情の時が多かったけど、いつの間にか優しい表情を見せてくれる時の方が多くなっていた。

「それは頼もしいけど」

「前にも言ったと思うけど、あたしはずっと友達でいるからさ」

　麗奈は常々俺とずっと友達でいたいと語っていた。

　それは俺も同じ気持ちであり、これからも仲良くできたらなとは思うが……

「そのことだけは絶対に忘れないで、頭に入れておいてね」

　そう言い残した麗奈は、翼としばゆーの元へ向かっていった。

　大きな決断をしたが、みんなとの仲に問題や崩壊は起きなかった。表向きには平穏な空気が漂っていたが、裏側は正直どうなっているのかわからない。

　俺の決断が功を奏したのかは、まだはっきりしていない。でも、最悪な結果にはならなかったのは確かだ。

　しばゆーは翼と麗奈とのわだかまりが無くなったようで、再び五人で昼休みを過ごせるようになった。

　だが、以前のように常に集まることはなくなってしまった。

　それでも、一ヶ月に一度程度集まるような良い距離感の関係性に落ち着いていった。

　理想に近い結果になったのは、みんなの優しさのおかげだ。

　これからも、この関係性を大切にしていきたいと強く思った──




　　　◇翼◇




　七渡君と付き合い始めてから一週間が経たった。

　今まで一緒にいるだけで毎日が幸せだったけど、恋人になってからは幸せで特別な日々となっている。

　でも、私は今が幸せなだけじゃ満足できない。

　ずっと一緒にいたいから七渡君にもっと好きになってもらいたいし、飽きられないように刺激を与え続けないといけない。

　この前、柚癒ちゃんから尽くしてばかりだと大変だよと心配された。

　でも、私は尽くすのが大好きなので、七渡君のためにと考えたり行動することは喜びでしかない。

　今日も七渡君のことで頭がいっぱいだったなぁ……

　七渡君のことが気になるから、ずっと眺めていられる。目が合ったら嬉うれしくなって、得した気分になる。

　大好きという想いが止まらなくて、一緒にいると常に胸が熱くなってしまう。

　でも、学校では距離を保たないといけないから悶もん々もんとしてしまう。好きな気持ちを抑えて、触れたい気持ちを我慢して、幸せな苦しみを味わっている。

　ようやく学校は下校の時間になり、校舎を出て七渡君と二人きりになれた。

　私は溜ため込んでいた愛情をぶつけるかのように、七渡君の腕に抱き着く。

「やっと抱きしめられた」

「俺も翼に抱き着かれると安心する」

　私が抱き着くと、七渡君はいつも嬉しそうにしてくれる。その顔が大好き。

「でも……まさか、こんな日が来るとはな」

　七渡君と一緒に向かっているのは、アルバイトをしているクレープ屋があるショッピングモールだ。

　今日もアルバイトの日だけど、七渡君と一緒に向かっているのには理由がある。

　私も七渡君と同様に、こんな日が来るなんてと感激している。

　今日からまた、七渡君との新たな関係性が生まれるんだ。




「では、今日から天海君と城木さんのペアでお願いしますね」

　オーナーの田た中なかさんからの言葉が胸に染みる。

　そう、今日から私と七渡君がペアとなってお仕事ができる。須々木さんや他の人がやめた影響で、幸運にも七渡君との組み合わせになった。

　これは何かのご褒美なのだろうか……そう考えてしまうほど、私にとっては都合の良い形となった。

「頑張ります！」

「あら、素晴らしい意気込みですね。期待していますよ城木さん」

　この関係を少しでも長く続けたいから、田中さんに少しでも良いペアだなと思われるように頑張っていかないとだ。

「城木さんを支えつつ、より完璧なクレープ作りを目指して頑張ります」

「ふふっ、本当に頼もしいですね七渡君は。城木さんはまだ経験が浅いので、仕事熱心な七渡君と一緒なら安心かなと思ってペアにしたんですよ」

　どうやら、この幸運を生んだのは七渡君の日頃の行いみたいだ。

　どうしよう……もっともっと七渡君のことが好きになっちゃった。

「では、私は少し店を離れますので、しっかりとよろしくお願いしますね」

　田中さんは控室から出て行ったので、七渡君と二人きりになった。

「翼着替えるよな？　俺が先着てカウンター出るか、一旦俺が控室から出て先に着替えるかどっちがいい？」

「うーん……一緒がいい」

「ぬぉっ」

　私の答えが予想外だったのか、驚いて変な声を出した七渡君。

　七渡君は時折、変なリアクションを見せるのが可愛かわいくて好きです。

「少しでも離れるのは寂しいし、背中合わせでお互い見ないようにすれば着替えても問題無いと思うの。恋人同士だし」

「まぁ、翼がそこまで気にしないなら、それでもいいけど」

　七渡君の許可も取れたので、学校の制服からクレープ屋の制服に着替える。

「……七渡君は彼氏だから見てもいいんだからね」

「えっ、そ、そうなのか？」

　七渡君にもう何も隠す必要はない。恥ずかしいけど、知ってもらいたいという欲の方が強い。

「見てもいいんだからね」

　気を使われているからか、見る素振りをしなかった七渡君にもう一度伝える。

　七渡君が優しいのは素敵なことだけど、ここで興味を持ってくれない方が彼女としては嫌かもしれない。

「わ、わかった。たまに横目で見るから」

「うん。七渡君は彼氏なんだからウチに遠慮しなくて大丈夫だよ」

　七渡君はちょっと奥手なところもあるから、私が先導してあげないとこれからも遠慮を続けてしまう気がする。

　時には大胆になってほしい時もあるので、私は何でも受け入れるという意識を見せていかないとだ。

「綺き麗れいだな」

「うぅ……」

　シャツを脱いだ背中を見られてしまい、七渡君の口から綺麗という感想が漏れた。

　やっぱり、私も恥ずかしい。じっくり見られちゃう日が来たら、大変なことになっちゃいそうだ。

　ドキドキしながら着替え終え、勤務時間になったので控室からカウンターへ移動した。

　基本は私がお客様対応をして、七渡君がクレープを作る分担となった。

　七渡君の作るクレープは形も綺麗で盛り付けも完璧に仕上がっている。私が作る時よりも倍のスピードで完成させることができ、もはや職人の域に達している。

　大好きな人が仕事をしている姿を一番近くで見れるのは本当に幸せだ。カッコイイし誇らしい気分になる。

「七渡君がお客様のために一生懸命クレープを作ってる姿、本当にカッコイイよ」

「て、照れるって」

　共同作業は楽しいし、七渡君と一緒に何かを作るのは幸せだ。これでお給料も貰もらえちゃうなんて贅ぜい沢たく過ぎる。

「翼もしっかりサポートしてくれるからやりやすいよ」

「須々木さんの時よりもやりやすい？」

「……えっと、その」

　七渡君は正直者だから、言葉に詰まってしまっている。

　田中さんも良いペアだったって言っていたし、きっと須々木さんとは仕事において良い関係を築けていたんだと思う。

「ウチ、もっと七渡君を支えられるように頑張るから」

「ごめん、急に聞かれたから」

　ちょっと意地悪な質問をしてしまったと反省する。でも、須々木さん以上に七渡君を支えたいから、そこは絶対に越えなきゃいけない壁なんだ。

「客足が落ち着いてきたな」

　七渡君の言う通り、お客様の来る気配がなくなったので少し距離を詰める。

　お客様側からは私達の腰より下が死角になっていて見えないので、七渡君とお互いに腕を伸ばして手を繋つないだ。

　バイト中のイチャイチャは、普段の時と違ってドキドキに加えてハラハラもあって癖になりそうな充実感がある。

　カウンターは狭いので七渡君とすれ違う時はしれっと軽く抱き着いたりと、隙あらば触れることができそうだ。

　この空間ならもっと過激なこともできそうだけど、それは自重して妄想だけに留とどめておかないと。

　その後も来店したお客様に対応していると、髪を派手な色に染めた不良に変な絡まれ方をされた。

　すると、咄とつ嗟さに七渡君が間に割って入ってくれて、穏便にことを済ませてくれた。

　何かあったらすぐに駆け付けてくれて、恐こわい人からも守ってくれる七渡君は、もはや私にとってのヒーローだ。

　もう好き過ぎてたまらないから、自分の人生を全て七渡君に捧ささげたいと思っている。

　七渡君はそれを受け取ってくれるかな──




　　　＋七渡＋




　翼とのアルバイトを終え、一緒に翼の住む家へ帰った。

　今日は翼の家で泊まる約束をしており、俺はそのまま翼の家へお邪魔している。

「七渡君、お仕事お疲れ様」

　翼はまるでサラリーマンの夫を出迎える優しい妻のような対応を見せている。

「そこに座って、マッサージしてあげるから」

「そこまでしてもらうわけには……翼だって一緒に働いてただろ？」

「七渡君を癒いやすとウチも癒されるから、これは二人にとって大事なことなんだよ」

　ソファに座ると問答無用でマッサージを始める翼。

　翼のやりたいことはできるだけやらせてあげたいから、ここは受け入れるしかない。

「おぉ気持ち良い」

　肩や腰を揉もんでくれたり、休憩がてら後ろから抱き着いたりと全てが気持ち良い。

「七渡君がお仕事した日は毎日やってあげるからね」

「そんなことしてくれるなんて、理想の奥さんだな」

「えっ奥さん!?」

　俺の例えが嬉うれしかったのか、高い声を出して驚く翼。

「でも、翼も疲れてたり体調が優れない時はちゃんと休まなきゃ駄目だぞ」

「うん。七渡君は本当に優しいね」

　与えられてばかりでは良い関係は築けない。俺も翼のためにできることを見つけていかないとな。

「力加減はいかがですか？」

「ちょうどいいです」

　マッサージ店のスタッフような質問をしてくれる翼。

「痒かゆい所はございませんか？」

「右の耳の下辺り」

　痒い所を言ったら本当に掻かいてくれた。美容室でのシャンプーの時にも同じ質問があるけど、お店では我慢してしまうのであの時の鬱憤を晴らすことができた。

「ありがとう、おかげで身体からだが楽になったよ」

「ウチも七渡君にいっぱい触れて嬉しかったよ」

　マッサージを苦にせず、むしろ喜びを感じている翼。

「次は夕飯作るから待っててね」

「手伝うよ」

「きょ、今日は大丈夫だよ。待ってて」

　どうやら翼は今日のために、何か準備をしていたみたいだな。

　翼の作る夕食を待っていると、玄関からドタバタと音が聞こえてきた。

「ただいまー」

　翼のお姉ちゃんである深海さんが帰ってきた。

「お邪魔してます」

「あっ、妹の彼氏だ」

　深海さんは彼女の姉になった。しかも彼女と同居しているので、関わる機会は多い。

「東京の電車、ほんと辛つらい……」

　上着を脱ぎ散らかして、ラフな格好でソファに寝そべる深海さん。

　胸が大きくムチムチとした身体をしているので、もう少し周りに配慮してほしいが深海さんの家でもあるから何も言えないのが現状だ。

　これからも一緒にいる時間は長くなるはずだから、見慣れていかないとな。

「一樹とはどうなんですか？」

　俺は気になっていたことを本人に直接聞いてみた。

「ん？　バブちゃんのこと？」

「いや、廣ひろ瀬せ一樹のことです」

　何か勘違いしたのか、赤ちゃんみたいな人物を思い浮かべてしまった深海さん。

「来週に遊ぶ約束してあるよん」

「順調そうですね。印象はどうですか？」

「あの子は何考えているのかよくわからない時が多いね」

　あまり印象は良くないのか、好意的なものは感じられない。

「でも、私もよくわかんないと思うから、そういう意味では似た者同士なのかな」

　二人と不思議な性格なので似た者同士というのは納得だ。そういう点では気が合うのかもしれない。

「大学には下心しかない獣しかいないから、紳士な一樹君は癒しでもあるけど」

　深海さんは隙がありそうに見えるので、下心を持って近づいてくる男が多いのだろう。

「逆に七渡君は翼とどうなの？」

「毎日ラブラブですよ」

「黙れ小僧！　娘はやらん！」

　急に荒ぶり、どこかの山犬のように吠ほえる深海さん。

「お姉ちゃん、七渡君を困らせないでね」

「だってだって、私の翼ちゃんが七渡君に盗とられちゃったんだも～ん」

　深海さんは翼に甘えてばかりいたので、彼氏ができて嫌な気持ちは理解できる。

「ウチの身も心も七渡君のものだから諦めて」

「ひえんっ、私の翼ちゃんが～」

　俺には兄弟がいないので、家族に恋人ができる感覚は味わえない。

　ただ、翼を失うショックは痛いほど理解できる。

　翼が俺に愛想を尽かして他の所へ行ってしまわぬように、いつまでも好きでいてもらえるよう努力していかないと。翼は誰にも渡さん。

　その後も十分ほど待っていると、翼から夕食の準備を終えたと告げられる。

　用意されたのはハンバーグとサラダとご飯と味み噌そ汁しるであり、理想的なメニューだった。

「凄すごいな、こんなに料理ができるようになっていたなんて」

「いつもお姉ちゃんに作ってあげてるから、いつの間にか上達してたよ」

　翼は不器用なところもあるが、それでも作業を繰り返せば何事も上達する。

　ここまで作れるようになったのも、きっと何度も失敗や試行錯誤を繰り返してきたからだ。その努力が伝わってくるような出来栄えとなっている。

「召し上がれ」

「うん、いただきます」

　ハンバーグを一口味わってみる。しっかりとデミグラスソースまで用意されていて、文句なしの味だった。

「めっちゃ美味おいしいよ」

「やった！」

　満面の笑みで嬉しそうにしている翼。

「一緒に住み始めたら毎日作ってあげるね」

「そうなったら俺も毎日スイーツ作るから」

　自分のために作るより、誰かのために作った方が楽しい。

　翼のために毎日作っていたら、俺のパティシエスキルも上がりそうだな。

「七渡君のスイーツも楽しみだなぁ。でも毎日食べたら太っちゃうかも」

「その時は二人で運動もして健康的になろうよ」

「そうだね。七渡君と一緒ならランニングとかも辛くないし」

　一緒に暮らした時の想像を翼と楽しむ。

　大学生になったら、二人で暮らして翼を本格的に支えていきたいしな。

「眩まぶしいっ、眩し過ぎて入れないよ」

　俺達のやり取りを見ていて深海さんが両手で顔を覆っている。

「私も早く彼氏作らないと、光に飲まれて消えちゃうかも……」

　今まで恋愛には興味がない素振りを見せていた深海さんだったが、俺と翼が付き合ったことをきっかけに意識が変わっていくかもしれない。

　その相手が一樹になると、いつも助けられていた恩返しができそうだなと思った。

　食事を終えて、俺と翼は寝室に移動した。

　深海さんは大学のレポート課題があり、リビングで作業を始めていた。

「七渡君……」

　部屋で二人きりになった途端、表情を変えてキスを求めてくる翼。

　俺はその要望に応じ、翼と長めのキスをする。

「七渡君って、立ってキスする時ウチの身長に合わせてちょっと膝を曲げてくれるよね」

「えっ、そうかな。自然とやってたかも」

「そういうところも好き。七渡君のこと全部好きなの」

　翼から好きという言葉は何度も聞いた。

　それでも留とどまることはなく、新しい好きなところを教えてくれる。

「俺も翼のキスした後の、もっとしてたかったっていう表情が可愛かわいくて好きだぞ」

「えっ、顔に出ちゃってた!?」

　あたふたして恥ずかしそうにしている翼。俺も翼の全部が可愛くて好きだな。

「じゃあ、ウチの気持ちわかってるなら、もうちょっとキスしていい？」

「ちょっとじゃなくて、たくさんしていいぞ」

「なら、お言葉に甘えます」

　その後も翼が満足するまでキスを続けた。

「まだ付き合って一ヶ月も経たってないけど、もうキスは数えきれないほどしてるな」

「七十二回目だよ」

「お、おう……」

　まさかのちゃんと回数を覚えていた翼。愛が深過ぎて反応に困ってしまった。

「よく覚えられるな」

「だって一回一回がウチにとっては特別なんだもん」

　翼の言葉一つ一つに愛情を感じる。

　上辺だけの言葉ではなく、愛が根付いている気持ちのこもった言葉だ。

「さっき、お姉ちゃんが来週に廣瀬君と遊ぶ約束してるって言ってたから、その時もお家うちに来てね」

「そうだな、二人きりだし」

「……ちゃんと準備してるから」

　翼の言う準備が何を示唆しているかは曖昧だが、俺も覚悟は決めておこう。

　布団の上で翼と横になる。灯あかりの消えた部屋で、俺は翼に改めて感謝の気持ちを伝えようと思う。

「翼、会いに来てくれてありがとな」

　引っ越して翼と離れ離れになっても、翼は無理をして会いに来てくれた。

　そのおかげで今の幸せな時間があるんだ。

「迷惑じゃなかった？」

「そんなわけないだろ。おかげでこうして幸せになってんだから」

「よかった……ウチも悩んだり、どう思われているのか恐こわいなと思うこともあったから」

　安あん堵どした翼は俺の身体をギュッと抱きしめてくれる。

「七渡君がまたどこかへ行くことになっても、ウチは絶対に会いに行くよ」

　引っ越しは環境が大きく変わって、一からの再スタートになる。気軽にできることではないが、翼は俺のためならそれでも構わないみたいだ。

「留学するんだったら海外にも行くし」

　無理はするなと言っても、翼は絶対に付いて来てくれるのだろう。

「会いに行けないような遠いところでも、全てを懸けて会いに行くから」

　ゾッとしてしまうような翼の強い覚悟。頼もしいけど、心配にもなる。

　これからは心配させたり不安にさせるようなことは少なくしていかないと、翼に心労をかけてしまうことだろう。

　どこかに出かける時は事前にどこへ行くか連絡して、誰かと会う時もちゃんと誰と会うか伝えておこう。そうすれば、翼も安心してくれるはずだ。

「もう、一人にしないからね……」

　俺の手を握り、繋つながりを強調させる翼。

「どうしてそこまでしてくれるんだ？」

「だって、七渡君の許嫁いいなずけだもん」

　許嫁という約束が、翼と俺を強く結んでいる。

　これは、きっと誰にも断ち切れない。

「七渡君と離れ離れになった時に思ったの。もうウチは絶対に七渡君を諦めきれないんだなって」

　人は何か大きな壁にぶつかったら、簡単に諦めてしまう生き物だ。

　人は案外強い生き物ではないし、何かを失えば代わりを作る人も多い。

　でも、翼は強過ぎてそれができなかったんだ。

　もしかしたら、最強の女の子なのかもしれない。

「七渡君を諦めることを諦めたから、もうどうしようもないんだよ」

　どうやら、俺は翼と出会った時点で翼以外の選択肢は消えていたみたいだな。

「ねぇ七渡君……あなたを諦めきれない元許嫁じゃダメですか？」

「ダメなわけないだろ。そのままでいてほしい」

　翼の気持ちを受け入れると、翼は背中を強く抱きしめてきた。

　背に抱き着いて離れなかった翼は、そのまま俺を天国へと導いていくかのように包んでくれた──







第６章　アフターストーリー







　　　ж柚ゆず癒ゆж




『来週のクリスマスは雪が降るかもしれません』

　テレビのニュース番組が、来週に迫ったクリスマスの天気予報を伝えている。

　冬は寒いから人肌がやたら恋しくなっちゃう。

　柚は恋人の家に入り浸っているけど、みんなはどんな風に過ごしているんだろう……

　麗れい奈なちゃんは今日も家でファッション遊びをしていそうだな。

　最近はバイトで得た給料で洋服やお洒落しやれアイテムを揃そろえて、自分の写真をＳＮＳに投稿して人気になっているらしい。

　有名雑誌から声をかけられて写真が掲載されたけど、先生からは注意されていた。

　まだ恋人はいないし、しばらく作る気も無いみたいだ。クリスマスもきっと一人で過ごすことになりそうなのが、ちょっと可哀かわい想そうだなと思う。

　いつか麗奈ちゃんに運命的な出会いが訪れますようにと願っておこう。

　一いつ樹き君は今日も深み海うさんと一緒にいるかもしれないな。

　まさか翼つばさちゃんのお姉ちゃんと付き合うことになるなんて、予想もしていなかったよ。

　深海さんに甘えまくっているみたいで、その影響か成長するどころか幼児退行しているらしい。

　一樹君は自分の話題をほとんど出さないけど、翼ちゃんから深海さんの前でおしゃぶりを付けていたと暴露されていた。柚は普通にドン引きした。

　趣味嗜し好こうは人それぞれであり、相手がそれを受け入れているなら何の文句もない。深海さんも年下好きみたいなので相性は良いようだしね。

　翼ちゃんと天海っちは相変わらずラブラブなのだろう。

　熱が冷める気配もなく、翼ちゃんは常に七なな渡と君ビッグラブだ。

　ラブラブ過ぎてアルバイト中に何かいけないことをしてしまい、二人ともクレープ屋をクビになった話は流石さすがに笑っちゃったけど。

　みんなとは月に一回ぐらいのペースで遊んでいる。この前も深海さん込みのメンバーで京都への旅行を楽しんだ。

　きっとこのグループの関係は高校を卒業しても続いていくのだろう。そう思えるほどの信頼関係があり、一緒にいて楽しいメンバーだ。

　今日の柚は恋人の部屋でまったりと過ごしている。

　クリスマスもきっとここにいる。年末年始もずっとここにいる気がする。

「女子アナのウザさとバラエティ番組で爪痕残そうとしてしゃしゃるアイドルのウザさを戦わせたらどっちが勝つんだろう……」

　テレビを見ながらしょうもない疑問を口にしている美み波なみちゃん。

　良い意味でも悪い意味でも変わってる人だから、ずっと一緒にいても飽きない。

「育いく美みちゃん最近どうしてるの？」

　柚は天海っちの元カノである育美ちゃんの話題を出してみた。

「何か勉強始めてたよ。意外と馬鹿だから途中で挫折するだろうけど」

「そうなんだ。元気そう？」

「元気なとこなんかそもそも出会ってから見たことないって。相変わらず学校ではあたしとしか絡まないし、何も変わらずって感じかな」

　育美ちゃんはこれからどんな道を歩んでいくのか一番気になる。

　勉強を始めたということは何か変わろうとしているみたいだけど。

「というか何？　そんなに育美ちゃんが気になるの？　浮気？」

「違うよ。柚の周りがみんな変わっていってるから、育美ちゃんはどうなのかなぁって」

　勘違いをしている美波ちゃんの頭を撫なでてあやす。

「あたしも変わろっかな～」

「どんな風に？」

「悪口ばっか言っちゃうから、逆に誰かの良いところばっか言っていこうかな？」

「いいじゃんそれ、早速言っていきなよ」

　美波ちゃんが良い方向へ変わろうとしている。これは朗報だ。

「天海は優しい。カッコよくはないけど」

「一言余計なのが付いてるよ」

「育美ちゃんはツンデレで可愛かわいい。メンヘラ臭いけど」

「惜しいって！　おまけの悪口が邪魔しちゃってるから」

　どうやら人はそう簡単には変われないみたいだなと、美波ちゃんを見て思い知らされる。

「柚のことも褒めてよ」

「柚癒ちゃんは可愛いし性格も大好き。でも意外にスケベで大変」

「恋人にも容赦ないんだね……」

　恥ずかしい所を突いてくる美波ちゃん。後でお仕置きしないとだ。

「そんな落ち込まないでよ。柚はあたしと向き合える唯一の人間だから、大好きだし大切だし一番だからさ」

「その言葉、そっくりそのまま美波ちゃんに返すよ」

「両想おもいじゃん」

　幸せの形は人それぞれだ。一人でいるのが幸せな人だっているし、理解し合える相手が絶対に欲しい人もいる。

　総すべてはそれぞれの捉え方次第だし、他人がとやかく言うもんじゃないのかもね。

　少なくとも柚は幸せになりました。異論は認めません──




　　　∞麗奈∞




　七渡が翼と付き合ってから二ヶ月ほど経過した。

　もう傷はほとんど癒えたし、今では人生を楽しく過ごすことができている。

　普段は一人でいることが多い。ファッションを楽しんだり、ＳＮＳを使ってモデルもどきな活動をしてみたりと好きなことをして自己満足している。

　勉強も抜かりない。今では七渡の教師役も翼が担っているので、あたしは短い時間で効率よく勉強ができている。この前のテストでも好成績だった。

　そして月一程度でみんなと会って遊ぶ。アルバイトが一緒の後輩とたまに買い物に出かけることもある。このペースがあたしにとって丁度良かった。

　一人でいるのも好きだし、誰かと過ごす時間も好き。人生の理想の過ごし方を早くも知ることができた。

　今日は一人で本屋へ行き、ファッション雑誌をいくつか購入した。

　そろそろ大学受験に備えてもいいかもしれないと、もう一度本屋を巡って大学入試の過去問集が置かれているスペースに立ち寄る。

　すると、そこには長い黒髪が綺き麗れいな姿勢の良い女子高生が立っていた。

　相手も同じコーナーに用があったため自然に近づいたけど、改めて見るとその女子高生は見知った顔だった。

「げっ、あんたかい」

　一目置いた可か憐れんな女子高生は須す々す木きだった。顔を見たのは文化祭の時以来だな。

「あら、いつかのギャル女じゃない」

「どっかの負け犬じゃん」

「聞いたわよ、結局七渡は城しろ木きと付き合ったって。あなたも同じじゃない」

「ぐっ」

　ちゃんと事の結末を知っていた須々木。これじゃ散々言われてしまいそうだ。

「……それはそうと、あの時は色々と申し訳なかったわね」

　さらなる追撃をされると思っていたが、態度を急変させて謝ってくる。

「どういうつもり？」

「城木さんに今度あなたに会ったら謝るように言われてたのよ」

　そうえいば、翼がちゃんと須々木に謝らせるとか言ってたっけか。

　まさか本当にそんなことをさせるなんて、やっぱり翼は凄すごい、むしろ恐ろしいレベル。

「別にもう気にしてなかったけどね。それに、あたしも逆の立場だったら、あんたに散々言ってただろうし」

　あの時はぶっ飛ばしたいくらい憎かったけど、今ではあんなこともあったなと振り返る程度だ。

　それに、あたしは須々木と違って告白すらせずに逃げた。不戦敗のあたしには、正々堂々立ち向かった須々木に何か言える権利はない。

「あの時は七渡のことに夢中で周りが見えなくなっていたわ」

「あたしも一緒。だから、どっちもどっちってことで」

　お互いに貴重な経験をしたためか、成長して大人になったのかもしれない。

「あなたのことが生理的に無理だったのも、きっと同族嫌悪のようなものね」

「あたしはあんたの告白を見て、素直に尊敬したから。というか、あれ見て心折られて翼に色々と譲っちゃったし」

「あなたもあの城木さんとほぼ毎日、直接向き合って競っていたなんて素直に尊敬してしまうわ。私だったら耐えられそうにないもの」

　何な故ぜかお互いに褒め合っていて、気恥ずかしいような微妙な空気が生まれた。

「というか、ここにいるってことは受験勉強でもするの？」

「ええ。他にやることもないから、受験勉強でもしようかと思って」

　目的が一緒だったため、奇跡的に出会いが生まれた。

　この出会いにも、何かの意味があるのかもしれない。

「希望の大学は？」

「……七渡はどこ目指すか言っていたの？」

「七渡と翼は学費の安い国立大学にするって言ってたけど」

　七渡が希望する大学を気にしているということは、まだ未練があるのだろうか……

　まぁあたしも、まだ僅かな可能性に賭けて七渡と同じ大学に進学するつもりだけど。

「国立？　日本大学のことかしら？」

「いや、国の名前付いているから国立なわけじゃないから」

「そ、そうなの」

　知ったかぶりをしてしまい、顔を赤くして恥ずかしそうにしている須々木。

「あんたって意外と馬鹿なの？」

「うるさいわね。勉強をしてこなかっただけで、やればできるわよ」

「それできない奴やつの典型的な言い訳じゃん」

　あたしの言葉を聞いて俯うつむいてしまう須々木。どうやら図星みたいだ。

　須々木の着ている制服は同じバイトの後輩の子と同じものだった。あの高校は偏差値の低いところだと聞いている。

「……勉強、教えてあげよっか？」

「どういう風の吹き回し？」

　あたしは七渡が勉強を教えてくれたから、今の自分がある。

　中学の時は遊んでばかりで、口だけは生意気で、今思えばどうしようもない女だった。

　でも、そんな自分を変えようと思って七渡に勉強を教えてと頼んだ。そして、七渡と同じ高校へ行くことができ、知り合いや仲のいい友達も増えていった。

　その恩返しを七渡にどうしてもしたかったけど、七渡は恩は返してもらっているからと受け取ってくれなかった。

　それでも、七渡の彼女になって返していくんだと意気込んでいたけど、翼が現れて七渡と付き合うことができなくなった。

　だから、その恩をあたしは別の人に返そうと思う。七渡に助けられた分、あたしも誰かを助けることでそれが恩返しになるはず。

「進学先が一緒みたいだし、ちょうどいいかなと思って。一人で目指すより、誰かと一緒に目指した方ができる気しない？」

「あなたにメリットがないじゃない」

「あるよ。あたしは誰かと一緒の方が頑張れるから」

「……そう」

　あの時の七渡にも、あたしに勉強を教えるメリットなんてなかった。でも、七渡はあたしの我わが儘ままを聞いてくれた。

「じゃあ、お願いしようかしら。正直、勉強は自信が無かったの」

「ありがと」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　あたしの自己満足に付き合わせるんだもん、感謝はしておかないとね。

「いつからやるの？」

「思い立ったが吉日、明日からやろうよ」

「明日クリスマスだけど」

「どうせ一人でしょ？」

「あなたもじゃない」

　お互いに睨にらみ合ったが、堪こらえ切れずに笑みがこぼれる。

「「ふふっ」」

　須々木とは何か通ずるものがある。それが、今日のやり取りだけで伝わった。

　きっと須々木も似たような思いを抱いてくれているはず。




　それから、あたしと須々木は勉強を通じて親友になった。

　口くち喧げん嘩かすることも多いけど、お互いに居心地の良さを感じている。

　負け組同士ということもあって、気持ちを理解し合える貴重な存在だ。

　昨日の敵は今日の友とはこのことね──




　　　◇翼◇




　今日は私と七渡君にとって大事な日となっている。

　七渡君の家へ行き、七渡君のお母様に挨拶をする。

　そこで、七渡君のお母様の承諾を得て正式に許嫁いいなずけと名乗りたい。

　今はまだ私の両親にしか認められていないから元許嫁でしかない。何か書面を作るわけではなく口約束だけだけど、それでも私の中では大きな意味があると思うの。

「はぁ～緊張する」

　大きく深呼吸をして心を落ち着かせる。すーはーすーはー。

「翼と付き合い始めたってちゃんと伝えてるから、もっとリラックスしてて大丈夫だと思うけど」

「そんな余裕なんてないよ。大好きで愛してる人のお母様に会うんだもん」

　隣にいる七渡君は緊張していないみたいだけど、私は心臓がバクバクして止まらない。

「変な空気にならないよう、しっかりとフォローするからさ」

「うん、お願いね」

「母親の前でいつも翼のこと褒めちぎってるから安心して」

「そうなの？　あ、ありがとう」

　どうやら七渡君は普段から私を自慢してくれているみたいだ。

　自慢の彼女になれているのは超絶嬉うれしいし、そこまで好きでいてもらえているんだと安心もする。

　恐る恐る七渡君の家にお邪魔し、リビングのテーブルでお母様と向き合う。

　七渡君が場を引っ張り世間話が始まる。私は緊張して相づちを打つことしかできない。

　ちゃんと七渡君を好きだって気持ちを伝えないと……

「七渡君は本当に優しくて頼りになって凄すごく素敵です。一緒にいて楽しくてカッコよくて清潔で、もう全てが大好きなんです」

「ちょ、ちょっと翼、恥ずかしいって」

　焦って七渡君を怒ど涛とうの勢いで褒めてしまった。でも、全部お世辞ではなく本心なので、ちゃんと伝えてはおきたかったことだ。

「七渡は落ち込みやすいから、裏切ったり一方的に離れたりしないようにね。過去にも塞ぎ込んじゃった時もあったから」

　お母様はきっと過去に須々木さんとの一件で落ち込んでいた時の七渡君を思い出しているのだろう。

　でも、私にその心配は杞き憂ゆうです。だって、七渡君が何をしたって七渡君から離れていかない限り、私はずっと傍そばにいたいと思っていますから。

「私は七渡君との幸せのために、ここまで会いに来ました。七渡君を絶対に裏切りませんし、七渡君をずっと支えていきます」

「……どうしてそこまで強く言えるの？」

　お母様の率直な疑問。意気込みだけ伝えても、信用には繋つながらない。

「私は、今でも七渡君のことを許嫁だと思っています」

　許嫁という言葉は私を勇気づけてくれる。あの約束のおかげでここまで来れたんだ。

「七渡君と添い遂げ、全てを捧ささげる気持ちでいます」

　許嫁という言葉に救われたからこそ、その約束を絶対に果たしたい。

「なので、お母様から七渡君の許嫁と名乗っていい許可をください」

　七渡君のお母様に認めてもらいたいので、頭を下げてお願いする。

　ここで駄目でも、七渡君を幸せにし続けて改めて認めてもらう。私は諦めない。

「翼ちゃんがあの約束をそこまで大事にしているのなら、あの約束を無かったことにはできないわね。勝手に作って勝手に無かったことにするのは、翼ちゃんに失礼だもの」

「お母様……」

「だから、七渡の許嫁としてこれからもよろしくね」

「はい！　七渡君のこと絶対に幸せにします！」

　やった！　七渡君のお母様から許可を頂けちゃった！

　これで私はもう正式に七渡君の許嫁だ。元許嫁から許嫁になったんだ。

「七渡君……ウチは今日から許嫁だよ」

「そうだな。でも、逆プロポーズみたいになってたけど大丈夫か？」

　私は冷静になり、自分の言葉を振り返る。

　七渡君の言う通り、もう七渡君をくださいとお母様に言ってしまったようなものだ。

「大丈夫だもん。全部本当の気持ちだから」

「俺も同じ気持ち。翼のこと、ずっと支えていくから」

「七渡く～ん、愛してるよっ！」

　感極まって七渡君に抱き着いてしまう。それを見たお母様はお幸せにと嬉しそうに席を外してしまう。

　お母様のその言葉を次に聞いたのは、許嫁の約束が果たされた日のことだった──







エピローグ







　　　＋七なな渡と＋




「あっ、七渡君が起きた」

　目が覚めると、翼つばさを見上げている。どうやら、膝枕をされているみたいだな。

　いつの間にか、俺は疲れ果てて寝てしまっていたようだ。

　床に脱ぎ捨てられている翼が着ていたサンタの衣装を見て、今がクリスマスであることを思い出した。

　翼の家で二人きりで過ごしているクリスマス。

　美味おいしいケーキを食べて、お互いに指輪をプレゼントした。その後はお互いの優しさを見せつけ合うように愛を形にしていたはずだが、俺はいつの間にか寝ちゃったみたいだな。

「ごめん寝てたみたい」

「いいんだよ」

　枕になっている翼の太ももが柔らかくて気持ち良く、慈愛に満ちた顔で頭をよしよしと撫なでてくれるのが最高に心地良い。

「今何時かな？」

「もう深夜だね」

「深み海うさんは帰ってきた？」

「一いつ樹き君の家で泊まってくるって連絡あったよ」

　一樹と深海さんもクリスマスの日を楽しく過ごしているみたいだな。

「暖房効き過ぎてて暑くないか？」

「七渡君が風邪引いちゃうかもと思って温度上げてたの」

　立ち上がってエアコンのリモコンを探そうとするが、汚れたので外しておいたベッドのシーツが足に引っかかってしまう。

「ちょっと電気点つけるぞ」

「だ、だめっ」

　部屋が明るくなるのが恥ずかしかったのか、翼に点灯を拒否されたのでスマホの明かりで部屋を照らしてリモコンを探す。

「おっ、雪だ」

　窓の外を見ると、雪がぱらぱらと舞っていた。クリスマスに東京で雪が降るなんて、珍しいこともあるんだな。

「ほんとだ、綺き麗れい」

　翼も立ち上がって窓から雪を見る。

「翼、近づき過ぎると窓の外から見えちゃうぞ」

「あっ」

　翼は慌てて薄い毛布にくるまり、再び仕切り直して窓から雪を見る。

「ホワイトクリスマスだね」

「翼それ、俺が寝る前にも同じこと言ってたよな」

「ちょっと七渡君、ムードは大切に」

　ムスっとした翼に腕を引っ張られてしまう。

「来年のクリスマスはもっと七渡君を喜ばせてあげるからね」

　翼はそのまま俺を抱きしめてきて、次のクリスマスの意気込みを話してくれる。

「毎年パワーアップしてたら、十年後とか二十年後はどうなっちゃうんだ？」

「その時には家族みんなで協力して七渡パパを幸せにするんじゃないかな」

「……そうだな。きっとそうなってる」
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　あらゆることを有言実行してくれる翼。その未来にも期待しておこう。

「翼も来年のクリスマスは期待しといてくれ。次はもっと翼を喜ばせるから」

「同じ気持ちだね」

「俺も翼のこと大好きだから、どうしても喜ばせたくなるんだよ」

　翼が俺に身も心も捧げてくれるなら、俺も翼に身も心も捧げる覚悟だ。

「じゃあ来年からクリスマスイブは七渡君が私を喜ばす日で、クリスマスはウチが七渡君を喜ばす日にしようよ」

「いいなそれ。ナイスアイデアだ」

　こんなに相手を想おもってくれる人なんて翼以外にいないはずだ。

「翼って本当に理想の人なんだよなぁ……」

「七渡君もウチにとって理想の人なんだよ」

　きっと翼のような女の子は他にいない。ここにしかいないんだ。

「この世界に生まれてきてくれてありがとう」

　翼への想いが溢あふれてしまい、惜しみのない盛大な感謝をしてしまう。

　その言葉を聞いた翼は、天使のように微笑ほほえんでいた──





【あなたを諦めきれない元許嫁じゃダメですか？】完　










あとがき






※このあとがきはネタバレを含みますので、最後に読むことをお勧めします。

　お久しぶりです、桜さくら目め禅ぜん斗とです。最終巻となる四巻のあとがきになりました。

　私の構想の中では五巻分までの物語があったのですが、今巻でこの物語を終わらせなければなりませんでした。それでも四巻まで続けることができ、完結まで書かせていただけたのは幸せです。結末を読者様に届けることができてホッとしています。

　さて、物語は翼つばさルートとなって終わりを迎えました。きっと二人はどんな過程を経ようとも、表紙に描かれたシーンのように結婚する未来が待っていることでしょう。

　この作品が恋愛ゲームなら、それぞれのルートがあったと思います。

　麗れい奈なとのキスをしていなかったら七なな渡とは須す々す木きとのキスを避けられずに、そのまま須々木ルートに突入していたかもしれません。

　七渡が決断をせずに誰とも付き合わないまま過ごしていたら、麗奈ルートに突入する未来もあったかもしれません。隠しルートとして大おお塚つかルートも存在したかもしれません。

　私はどのヒロインも等しく大好きだったので、時間に余裕があれば小説投稿サイトのカクヨムで公開されている【あなたを諦めきれないギャルじゃダメですか？】【あなたを諦めきれない元カノじゃダメですか？】にそれぞれの結末を書きたいなと思っています。

　麗奈と須々木が親友になって逆襲を仕掛ける大学生編も頭の中にはあります。

　リアルの人生は一つのルートしか歩めないので、物語の中では色んなルートがあってほしいなと私は思っています。読者の皆さんも好きなヒロインとのルートを妄想して楽しんで頂けると嬉うれしい限りです。

　この物語は終わってしまいますが、それぞれのキャラクターが私の中で消えることはありません。読者様にも時折あんなヒロインがいたなと思い出していただければ幸いです。

　ここで一つちょっとしたアドバイスなのですが、心の中に翼ちゃんのような全てを肯定して受け止めてくれる女の子を誕生させると人生に彩りが増すのでオススメです。

　失敗しても翼ちゃんが励ましてくれたり、何か良い事があると翼ちゃんが一緒に喜んでくれたりと日常に幸せが訪れます。

　私は究めているので心の中は翼ちゃんだけに留とどまらず、麗奈があんたらしいねと背中を押してくれたり、だらけてしまう時は須々木がしっかりしなさいと活を入れてくれます。

　客観的に見ればただの妄想かもしれませんが、究めればそこは楽園です。

　誰が何と言おうが、楽園にいる方が人生勝ち組です。

　思い悩むことが多い人は是非、この境地に達してみてください。

　続いて謝辞です。

　イラストを担当して頂いていた、かるたも様。今巻を含め、今までたくさんの素敵なイラストを描いて頂き本当にありがとうございました。

　どのヒロインも魅力的であり、とんでもなく可愛かわいかったです。特に二巻の表紙の翼ちゃんが一番のお気に入りで、あの翼ちゃんの笑顔を見ると元気になります。

　四巻の表紙の翼ちゃんは可愛さと美しさが相まって最高でした。綺き麗れいで柔らかそうな肌がたまらないです。今後も一人のファンとして新規イラストを楽しみにしています！

　編集者Ｋ様、もうかれこれ数年お世話になっております。的確なアドバイスが無ければ今作はここまで続けることは難しかったと思います。大変感謝しております。

　そして、この本の制作に携わってくださった全ての方に感謝の気持ちを伝えたいです。

　今作ではいくつか企画も用意して頂けたのでとても助かりましたし、シリーズを通して楽しんで執筆することができました。今後も引き続き努力を続けてまいります。

　最後に、今巻を手に取ってくださった読者の皆様に壮大で膨大な感謝を──

　次回作の計画も着々と進んでおりますので、そう遠くない内に再びお会いできるかと思います。期待していてください。

　桜目禅斗でした、どうもありがとう。
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